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いもうとコンプレックス！


─ＩＣ３─
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　プロローグ







『妹』というものがどういう存在なのか。


　当時の彼には、それがいまいち理解出来なかった。


『お兄ちゃん』になった以上、『妹』には優やさしくしなければならない。守ってあげなければならない。施し設せつにいた先生達はそう教えてくれた。


　だが、言っていることの意味は理解出来ても、その理由がわからない。


　先生達も自分に優しくしてくれたが、それに仕事という理由があることは、おぼろげに理解していた。


　なら、自分は？


『お兄ちゃん』が『妹』に優しくしなければならない理由とは、一体何なのだろうか。


　わからないことと言えば、もう一つある。


　その『妹』のことだ。


「おにいちゃ～ん」


　今日も満面のニコニコ顔で、彼女が自分のことを呼ぶ。つい先日、自分の『妹』になった女の子。名前は佳か奈な美みというらしい。


「おままごとしよ～」


　ひょこひょこと危あやうい足取りでこちらにやって来て、そんなことを言う。顔には相変わらず満面の笑えみ。断られることなんて微み塵じんも考えていない顔だ。


「ああ……うん」


　特に断る理由もないので、とりあえず頷うなずく。


「じゃあ、おにいちゃんがおとーさんのやくで、わたしがおかーさんのやくね」


　一方的に役割を決めて、彼女がおままごとを始める。ちなみに、彼女とおままごとをやるのは今日で五回目だが、これまで他ほかの役割になったことは一度もない。


「ねーねー、おにいちゃん？」


　しばらくおままごとを続けていると、ふいに彼女が顔を上げてこちらを見た。


「わたしのこと、スキ？」


「え……？」


　予期せぬ質問に面めん食くらって、思わず聞き返してしまった。


　彼女のことは……別に嫌きらいじゃない。いつもニコニコしていて、何をするにもくっついてくるけど、それが鬱うつ陶とうしいとは思わなかった。


　ただ、好きかどうかと言われると……正直、よくわからない。


　どう答えるべきか彼が迷っていると、


「キライなの……？」


　彼女は今にも泣きそうな顔をしてそう聞いてきた。


「そ、そんなことない！　スキだよ！」


　その顔を見た瞬しゆん間かん、とっさにそう答えていた。なぜか、そうしなければいけないような気がした。


「ほんと!?　わたしも、おにいちゃんスキ！」


　先さき程ほどまでの表情が噓うそのようにぱっと顔を輝かがやかせた彼女が、嬉うれしそうにぎゅうっと抱だきついてくる。小さくて軽いその身体からだを、彼は正面から受け止めた。


　わからない。どうして、なんの躊躇ためらいもなくそう言えるのだろう。ついこの間まで、お互たがい顔も知らない間あいだ柄がらだったのに。


　目の前にある彼女の頭を撫なでると、これまた嬉しそうに「えへへ……」と笑う。


　なんでそんなに嬉しそうな顔をするのだろう。


　自分が『お兄ちゃん』だから？


　まだ、その意味すらもよくわかっていないのに。


（……でも）


　一つだけ、わかることがある。


　自分は、彼女が悲しむ顔を見たくない。いつも、ニコニコ笑っていて欲しい。


　そのためなら、どんなことでも頑がん張ばれる。不思議とそんな気がした。


　先程は、ついとっさに答えてしまったけれど。


　いつか心からそう答えられるような。そんな『お兄ちゃん』になれたらいいな、と。


　ただ漠ばく然ぜんと、そんなことを思った。




　　第一章　大あ吾にと佳奈美いもうと







　朝。いつも通り携けい帯たい電でん話わのスピーカーから流れる佳か奈な美みの声で目を覚ました大だい吾ごは、制服に着き替がえた後、これまたいつも通り妹の部屋の前に立った。


「……佳奈美、朝だぞ」


　若じやつ干かんの躊躇いを見せた後、扉とびらをノックして呼びかける。返事はなかった。


「……入るからな～？」


　そっと扉を開けて、部屋の中へ。足音を忍しのばせてベッドに近付くと、佳奈美はまだくぅくぅと安らかな寝ね息いきを立てていた。


「佳奈美、朝だぞ。起きろ～」


　遠えん慮りよがちに声をかけながら、優しく身体を揺ゆする。が、


「むにゅ……もう食べられちゃうよ～……」


　佳奈美は口元をもごもごさせながらそんな寝言を呟つぶやいた。まだ起きる気配はない。


「……どんな夢見てんだ……」


　微び妙みような寝言にやや脱だつ力りよくしつつ、大吾はもう一度佳奈美の身体を揺する。


　いつもなら一度起こしても起きない時はもう少しだけ寝かせてあげるのだが、今日はそういうわけにはいかなかった。


　どうしても、確かく認にんしておきたいことがある。


「んぅ……？」


　そうしてしばらく身体を揺すり続けていると、ようやく佳奈美の瞼まぶたが動いた。


　ゆっくりとその目が開かれ、まだ焦しよう点てんの定まっていない視線が大吾を見上げる。


「お兄……ちゃん……？」


「おう。おはよう、佳奈美」


「……うん……おはよう……」


　目をパジャマの袖そででこすりながら、掠かすれた声で挨あい拶さつを返す佳奈美。


「そろそろ起きないと遅ち刻こくするぞ」


「……うん……遅刻、ダメ……」


　一つ欠伸あくびをしてからのろのろと上半身を起こし、もう一度目をこすって意識を覚かく醒せいさせていく。そして、『うーん』と大きく背せ伸のびをしてから再び視線を上の方に向け、


「……お、お兄ちゃんっ!?」


　今初めて大吾の存在を認識したかのような、素すっ頓とん狂きような声をあげた。


「おはよう佳奈美。ようやく起きたか？」


「いいいいつからそこに!?」


「佳奈美が夢の中にいた時から」


「はううぅぅっ……」


　それを聞いた佳奈美が、ばさっと頭から布ふ団とんを被かぶり直してしまう。


「こらこら、二度寝はいかんぞ」


「そ、そうじゃなくてぇ……」


　的外れな注意をする大吾に対し、佳奈美は布団から半分ほど顔を出すと、耳を澄すまさなければ聞こえないほどの小声で尋たずねた。


「見た……？」


「ん？　何をだ？」


「私の寝顔、見た……？」


「おう。ばっちり見たぞ！」


　真夏の太陽のような輝かしい笑顔で、大吾はぐっと親指を立てた。


「はうぅぅ……は、恥はずかしいよぅ……」


　耳まで真っ赤になって、再び顔を布団で隠かくしてしまう佳奈美。


　ああ……可愛かわいい。この可愛さは反則だ。むしろ犯罪だ。けしからん。今すぐ布団の中に飛び込んで思い切り取り締しまってやりたい！


　……いや、やめておこう。それは下手をすると本当に犯罪になりかねない。


「朝食の準備をしておくから、早く着替えて下りてこいよ」


「う、うん……わかった……」


　まだ恥ずかしさが収まらないのか、布団の中から返事をする佳奈美。そんな彼女に軽く苦笑いを浮うかべながら、大吾は部屋を出て後ろ手に扉を閉めた。


「…………ふぅ」


　扉を背にして、一つ大きく息をつく。


　よかった。あれはいつもの佳奈美だ。


「……どうじゃった？」


　廊ろう下かにいたミコトが心配そうな顔で尋ねて来る。どうやら、大吾が出てくるのを待っていたらしい。


「いつも通りに戻もどってたよ。一応、約束は守ってくれるみたいだな」


　階段を下りながら質問に答える。ミコトは「そうか……」とひとまず安あん堵どの息をついた。


「じゃが、安心してばかりもいられぬな。リンが約束を守っておるということは、お主も約束を守らねばならぬということじゃ」


「ああ、わかってる」


　朝食の準備をするために台所に向かいながら、大吾は昨日のことを思い出す。


　佳奈美の身体を乗っ取る形で現れたミコトの妹──リンのこと。


　そして、彼女と交かわした『約束』のことを。








「もらう……？」


「そう。この佳奈美の身体は、リンがもらうことにする」


　うわごとのように尋ねる大吾に対し、リンははっきりとそう告げた。


「今までリンはこの身体の中で眠ねむってきた。だから、今度は佳奈美に眠ってもらって、リンが表に出て生きていく」


「ちょ、ちょっと待て！　なんでそうなる!?」


　勝手なことを言うリンに思わず声を荒あららげる。


「心配しなくても、普ふ段だんは佳奈美のふりをしてあげる。実際、今日一いつ緒しよに帰ってきた二人にはバレなかったし、問題はないでしょう？」


「あるに決まってんだろ！　短時間じゃバレなかったとしても、長くいればいつかはボロが出るに決まってるし、大体……」


「少しくらいボロが出たってごまかせる。まさか中身が入れ替わってるなんて誰だれも思わないでしょうし。……あ、そうか」


　とそこで、リンは人を小ばかにするような笑えみを浮かべた。


「あなたは可愛い妹が好きなのよね。じゃあ、リンもあなたのこと『お兄ちゃん』って呼んであげる。それならいいでしょう？　どうせ見た目は同じだし」


　その瞬間。


　大吾は頭のどこかのネジが弾はじけ飛んだかのような錯さつ覚かくを覚えた。


「ふざけるなっっっっっ!!」


　玄げん関かんどころか家中に響ひびくような大吾の怒ど声せい。隣となりにいたミコトは思わずびくりと震ふるえた。


「黙だまって聞いてりゃ好き放題言いやがって……。神様だかなんだか知らねぇが、一体何の権利があって佳奈美の身体を奪うばうっていうんだよ!?」


「権利なんて別にないわ。強しいて言うなら、これは復ふく讐しゆうよ」


　相変わらず人を見下すようなリンの瞳ひとみが、静かな怒いかりの色を湛たたえる。


「リンや姉ねえ様さまがこうして行き場を失ったのは、くかくせいりとかいうので人間が勝手に私達が祀まつられていた神社を破は壊かいしたから。姉様は黙っていたみたいだけれど」


「区画整理……？」


　大吾が隣にいるミコトに確認するような視線を向ける。


　だが、ミコトは気まずそうにすっと視線を逸そらしただけだった。


「だから、この子には私達が受けた苦しみの報むくいを受けてもらう。行き場を失うという同じ苦しみを味わってもらうの。わかるでしょう？」


　こちらを嘲あざ笑わらうかのように唇くちびるの端はしを吊つり上げながら同意を求めてくるリン。


「わかるわけねぇだろ。もしお前の話が本当だとしても、佳奈美には何の責任もない。佳奈美が身体からだを奪われる理由にはなんねぇよ」


　当然、間かん髪はつ容いれずに反論する。


　どういう理由であれ佳奈美の身体を奪われるわけにはいかないが、それにしたってリンの言うことはあまりに自分勝手だ。


「……けど、お前の気持ちはわかったよ。今すぐには無理だが、なるべく早くお前達が落ち着ける場所を探すつもりだ。だから──」


　怒ど鳴なり散らしてやりたい気持ちを抑おさえ、どうにか穏おん便びんに説得しようと試みる。が、


「……結局、そうなのよね。あなた達人間は」


　大吾の言葉を全すべて聞き終える前に、リンは諦あきらめとも失望ともつかないため息を漏もらした。


「いつも自分のことしか考えていない。自分と関係のないことには、口ではどう言っても本当は無関心。自分のせいじゃない。自分は関係ない。最後はそればかり」


「違ちがう！　俺はただ──」


「何が違うの？　あなただってそうでしょう？」


　リンが人を小ばかにしたような笑みをさらに深める。


「あなたはいつも妹のため妹のためと言うけれど、結局は妹に感謝してもらいたいのでしょう？　『ありがとう』『好き』と言ってもらいたいのでしょう？　ああ、それとも、もっと下げ劣れつな欲望のためなのかしら？」


「──────っ!!」


　一気に頭に血が上った。


「てめぇっ……」


　かつてないほどの怒りと屈くつ辱じよくに、全身が震える。興奮のあまり視界がかすむ。


　これまでずっときれいに、大切にしてきたものを容よう赦しやなく踏ふみ荒あらされ、蹂じゆう躙りんされた気分だった。たとえ誰が相手だろうと、絶対に許せない。


　知らず知らずのうちに拳こぶしを握にぎりしめ、大吾が感情のままにそれを振ふり上げようとした瞬しゆん間かん、


「いい加減にせぬかっ!!」


　すぐ隣から発せられた声に、はっと我に返った。


「リン、いくらお主といえども、これ以上の侮ぶ辱じよくは我が許さぬ！」


　大吾より一歩前に出て、ミコトが激しい怒りに顔を歪ゆがめながらリンを睨にらみ付ける。彼女が本気で怒おこっているのを見るのはこれが初めてだった。


　それと同時に、大吾の中にあった激しい感情が急激に冷めていく。


　よく考えてみれば、リンは今、佳奈美の身体を乗っ取っているのだ。あのままだったら佳奈美の身体を殴なぐりつけていたことになる。ミコトが止めてくれて助かった。


「……相変わらず甘いのね、姉様は。こんな目に遭あっても、まだ人間の肩かたを持つの？」


「そうではない。じゃが、こやつが妹を想おもう気持ちはそのような低てい俗ぞくなものではない。我ら神とて一様ではないように、人も様々じゃ。一事を見て万ばん事じを理解した気になるでない」


「ふ～ん……そう」


　リンがとりあえずといった感じで頷うなずく。到とう底てい納なつ得とくなど出来ないという顔だった。


「じゃあ、こうしましょう」


　しばらく何かを思案するような仕草を見せた後、リンが顔を上げる。


「あなたにもこの子を助ける機会をあげる」


「……どういうことだ？」


「これから、あなたに三つの命令を出す。もし、命令を全て達成することが出来たら、リンはこの身体から出ていく。もちろん、二度と戻ってこない」


「!?　それは……」


　リンが佳奈美の身体からいなくなる。


　それはすなわち、佳奈美の体質の問題が完全に解決するということだ。


「ただし、もしあなたが一つでも命令を達成できなかった時は、リンがこの身体をもらう。別に殺したりはしないわ。一生あなたの『妹』として生きてあげる」


　さも慈じ悲ひを与あたえたかのごとく最後にそう付け足すリン。だが、それは大吾にとっては慈悲でも何でもなかった。


　たとえ姿が同じでも、中身が佳奈美でないのなら何の意味もない。


「……その三つの命令っていうのは？」


「そんなの言うわけないじゃない。あなたがこの条件を呑のむなら教えてあげる。どうするの？　呑むの？」
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　どこか楽しげな様子でリンが尋ねる。大吾は奥歯をギリリと嚙かみしめた。


　バカげてる。こんな一方的な条件をこちらが呑まなければいけない理由はない。普段なら一いつ蹴しゆうしているところだ。


　しかし、現に今、佳奈美の身体はリンに乗っ取られてしまっている。実際にリンにその気があるのかはわからないが、もしこの条件を断れば、本当に取り返しのつかないことになりかねない。


　結局、他ほかに選せん択たく肢しはないのだ。


　大吾はふーっと一つ長い息を吐はき出した後、


「……わかった。呑むよ」


　揺ゆるぎない決意を瞳に宿して、そう答えた。








「三つの命令……ね」


　朝食の用意をするために冷蔵庫を開けながら、大吾はぽつりと呟つぶやく。


「なぁ、どんなものがくると思う？」


「……わからぬ。リンは以前から気の強いところはあったが、あんなことを言う子ではなかった。憎にくしみがあやつを変えてしまったのやもしれぬ。今の我には、リンが何を考えておるのか想像がつかぬよ」


　沈しずんだ声でそう答えるミコト。


　昨日の出来事がよほどショックだったらしく、あれ以来ずっとこの調子だ。これまでいつも明るく元気だっただけに、落ち込んでいる彼女の姿は見ていてとても痛々しい。


「そうか……。ところで、もう一つ聞きたいことがあるんだが」


　これ以上ミコトを落ち込ませたくはないので、話題を変える。


「お前、本当はここに来るまでのことを覚えていたんだろ？　なんで覚えてないなんて噓うそをついたんだ？」


　昨日の様子から察するに、ミコトは記き憶おくを失ってなどいないはずだ。それなのに、初めて会った時は記憶が曖あい昧まいだと言っていた。


「……それは……」


　ミコトが答えを濁にごす。だが、大吾にとってはそれこそが答えだった。


「……いや、いい。なんとなくわかった」


　冷蔵庫から取り出した材料をまな板の上に置きながら、苦笑いを浮うかべる。


　恐おそらくミコトはこう考えたのだろう。もし人間に神社を取り壊こわされたと言えば、大吾が少なからず責任を感じる、と。


　そして、その考えは正しい。たとえ自分のしたことではなくても、同じ人間に帰る場所を奪われたと言われれば、少なからず負い目を感じていただろう。


　まったく、この縁えん結むすびの神様は本当に人間思いだ。


「で、お前ら姉妹しまいはどうしてここに来たんだ？　聞かせてくれよ」


　サラダを作るため、トマトのヘタを包丁で取り除きながら尋たずねる。


「やはり覚えておらぬようじゃな。我をここに連れてきたのはお主じゃぞ？」


「へ……？」


　予想外の言葉に、思わず手が止まった。


「お主、天あまの原はら神社という名に覚えはないか？」


「……神社自体は覚えてないが、天の原という地名は知ってる。確か親父おやじの出身地だ」


「そうじゃったか。我らの祀まつられている神社が取り壊された際、その場には作業をしていた者の他に、幾いく人にんか神社の最後を見届けてくれた者がおった。恐らく、お主の父もその内の一人だったのじゃろう」


「なるほど。あり得うる話だな」


　大吾と佳奈美の父親は歴史の研究を専門にしている。地元の神社が取り壊されると聞いて、その最後を記録しておこうとしたとしても不思議ではない。


「その時、お主らも一いつ緒しよに来ておったはずじゃ。その際にリンはお主の妹に憑ひよう依いし、そして、我は瓦が礫れきの中からお主に拾われた」


「……そういや、そんなことあったような……」


　必死に頭を働かせて記憶を遡さかのぼる。言われてみれば、散乱した瓦礫の中をちょっとした冒ぼう険けん気分で歩き回ったことがあるような気がしないでもない。


「我は取り壊されるのも運命と受け入れるつもりじゃったが、リンはそうは思えなかったようでな。生き延びるため、お主の妹に憑依を試みたのじゃろう。同じ女性で清らかな心を持つ佳奈美は、あの場で唯ゆい一いつ、我らが憑依できる可能性のある人間じゃった。まぁ、一か八かの賭かけじゃったとは思うがの」


「んで、その賭に勝った、と」


「うむ。そして、我の封ふうじられていた神器は幸か不幸か無傷で残り、瓦礫の中からお主に拾われた。偶ぐう然ぜん……にしては出来すぎておるの。リンと佳奈美に生まれた縁えんが、我とお主にもまた縁を生んだのやもしれぬ」


「そんなことがあるのか？」


「わからぬ。あくまで可能性の話じゃ。縁結びの神である我も、縁の全てを知っているわけではないからの」


「そういうもんか……」


　わかるようなわからないようなミコトの説明にひとまず相づちを打っておく。


　どうも『縁』というのは神様すら全てを理解出来ないほど奥深いものらしい。人の手で簡単に結ぶことが出来ないのも道理というわけだ。


（とはいえ……）


　ミコト達がここに来た経けい緯いを知っても、状じよう況きようは何も変わらない。


　何か現状を好転させるような材料があればと思って聞いてみたのだが、残念ながらそういったものは特になかった。


「とにかく、今は命令が出るまでは待つしかないか」


　大吾がトマトに包丁を入れつつ、ため息混じりに言う。すると、


「そうじゃな。じゃが……」


　ミコトは何かに悩なやむように眉まゆ根ねを寄せた。


「なんだ？　何か気になることがあるのか？」


「……事態はもはや我らの予想を超こえたものになっておる。リンがどのような命令を出すかわからぬが、場合によっては我ら二人だけでは達成出来ぬ可能性もある」


「……それは、つまり……」


「誰だれか協力者を確保しておくべきではないかということじゃ。命令を出されてから頼たのむより、事前に頼んでおいた方がよいじゃろう。心構えも出来るしの」


「…………」


　その言葉に、大吾は沈ちん黙もくする。


　確かに、ミコトの言うことはもっともだった。いざ協力者が必要になってから慌あわてて事情を話すより、事前に話しておいた方が相手にとっても良いだろう。


　しかし……。


「お主の他人を巻き込みたくないという気持ちはわかっておるつもりじゃ。じゃが、既すでにそうも言っていられぬ状況になっておる。お主一人で背負い込もうとするでない」


「……わかってる。わかってるが……」


　とその時。


　二階からトントンと階段を下りる軽快な足音が聞こえてきた。


「佳奈美が来たな。話はまた後にしよう」


「む、そうじゃな」


　ミコトが頷いたのを確かく認にんして、大吾は朝食の準備に戻もどる。ほどなくして、佳奈美がひょっこりリビングに顔を覗のぞかせた。


「おう佳奈美。おは──」


　よう、と挨あい拶さつをしかけて、そこで言葉を止める。


「おはようございます、姉ねえ様さま、お兄ちゃん？」


　どことなく妖よう艶えんさを感じさせる笑えみを浮かべながら、リンは優ゆう雅がに一礼した。


「お前、また勝手に……」


「少し言い忘れていたことがあってね。心配しなくても約束通り、用のない時は佳奈美に意識を戻してあげるわ」


　そう言って肩かたをすくめてみせるリン。


　相変わらず上から目線の態度に苛いら立だちを覚えるが、ここで怒おこってもどうにもならない。さっさと用件を聞いて退散してもらおう。


「で、何の用だ？　えっと……月がち輪りんだっけ？」


　大吾が何気なくそう尋ねた、その瞬しゆん間かん、





「その名前で呼ぶなぁぁぁぁあああああああ!!」





　リンがいきなりキレた！


「え……？　ち、違ちがったか？」


「違わないわ！　違わないのよ！　だから呼ぶなって言ってるの！」


「……えっと、なんで？」


「可愛かわいくないでしょ!?　なんか筋肉っぽいでしょ!?　リンはこんなに可愛いのに、その名前のせいでいつも男だと勘かん違ちがいされるのよ！　きぃぃいい～～～！」


　ドンドンと何度も床ゆかを踏ふんで悔くやしがるリン。


　いや、こんなに可愛いと言われても、今は佳奈美の姿をしているのでわからないんだが……。


　まぁ、確かに佳奈美は宇宙一可愛いけれども。


「ほれ、言ったであろう？　名前のことを気にしておると」


「……ああ」


　ミコトに耳打ちされ、大吾は昨日の自室での会話を思い出す。


　そういえば、そんな話を聞いたような気がしないでもない。


「なんだ、その、悪かったよ。許してくれガッチー」


「ぶち殺すわよ!?」


「え？　なんか女優さんのニックネームみたいで可愛くね？」


「全然可愛くない！　リンと呼びなさいリンと！　それ以外の呼び方は断固として認めないわ！」


「わかったよ……リン。これでいいだろ？」


「はぁ、はぁ、はぁ……いい？　もし次、それ以外の呼び方でリンを呼んだら、一生あなたを呪のろうことにするわ……」


　興奮のあまり鼻息を荒あらくしながらこちらを睨にらみ付けるリン。よほど本名が嫌きらいらしい。


　ガッチー……可愛いと思ったのになぁ……。


「で、用件はなんだ？　あまり長く佳奈美の身体からだを使ってると佳奈美が変に思うだろうから、手短に言ってくれ」


「その心配ならいらないわ。リンが表に出ている間の記憶はきちんと補ほ塡てんしてあるから。この子が乗っ取られていることに気付く可能性はまずないわよ」


「そうなのか？　まぁ、どっちにしろもうすぐ登校しなきゃいけないから手短に頼む」


　大吾がそう言うと、リンは「せっかちね」と不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。


「まぁいいわ。実は、命令について少し言い忘れていたことがあるから、それを伝えておこうと思って」


「なんだ？　内容が決まったのか？」


「それはまだ。それ以前の細かい条件の話」


　リンはリビングのテーブルにひょいっとお尻しりを乗せ、両足をぷらぷらさせる。


「命令は全部で三つ。内容は近日中に決めるけど、一つの命令を達成した後でないと次の命令の内容は教えない。ここまでは言ったわよね？」


「ああ」


「じゃあ、もう少し細かい話。命令は誰かと協力してやってもいいわ。でも、その協力者に任せきりというのはだめ。あくまで主体はあなた。まぁ、他人に任せきりで出来るような命令は出さないと思うけど」


「わかった。他ほかには？」


「もう一つ。命令は、出されたその日のうちに達成すること。例外は認めない」


　その言葉に、大吾はわずかに顔を歪ゆがめた。


「心配しなくても、日付が変わる直前に命令を出したり、一日じゃ到とう底てい出来ないような内容にしたりはしないわ。約束通り、この子を救う機会はあげる。ただし、達成出来なかった場合はそちらにもきちんと約束を守ってもらうけどね。何か質問は？」


「……いや、今のところ特に」


「そう。まぁ、精せい々ぜい頑がん張ばりなさい」


　ふ、と小さな笑みを浮うかべた後、リンが目を閉じる。そして、


「……ふぇ？」


　再び目を開けると同時に、不思議そうな声を上げた。


「えっと……あ、おはようお兄ちゃん！」


　一いつ瞬しゆんだけ目をぱちくりさせた後、こちらを視界に捉とらえた佳奈美がいつも通りの笑顔で挨拶する。どうやら、あの一瞬で人格が入れ替かわったらしい。


「あ、ああ。おはよう」


　慌てて返事をするも、思わずどもってしまった。


　人格が入れ替わっているとわかっていても、先さき程ほどまでとの雰ふん囲い気きの違いについ戸と惑まどってしまう。佳奈美に怪あやしまれないためにも、この変化に早く慣れなければ。


　……まぁ、慣れる前にいつも通りの状態に戻れるのが一番いいのだけども。


「あれ？　まだ朝ご飯出来てないの？」


　佳奈美がこちらの手元を覗き込んで言う。


　しまった。そういえば、話し込んでいてまだ何の用意もしていない。


「す、すまん。すぐ用意するからな」


「あ、うん。じゃあ、私も手伝うね」


　とことこキッチンに入って来て、手早くエプロンを身につける佳奈美。ほぼ毎日見ている姿なのだが、朝に見るとなんだか新しん鮮せんな感じがした。


「悪いな。俺の仕事なのに」


「いいよいいよ。お兄ちゃんと一いつ緒しよに作るの楽しいもん」


　本当に楽しそうな声でそう答えながら、スープを作るためのお湯を沸わかす準備を始める。


　まさか今、自分の身体が奪うばわれるかもしれない危機的状況にあるなどとは夢にも思っていないだろう。


「……なんとかしないとな」


「え？　何？」


　無意識のうちにこぼれた呟つぶやきに、佳奈美がこちらを向く。


「いや、何でもない。今日も佳奈美は可愛いなぁ～と思って」


「ふぇえ!?　あ、ありがとうお兄ちゃん……えへへ」


　大吾が柔やわらかく頭を撫なでると、佳奈美は照れてはにかみながらお礼を言った。


　その笑顔は、幼い頃ころからずっと変わらない。いついかなる時も、大吾の心を満たしてくれる。この世のどんなものより愛いとおしく、大切なもの。


　奪われるわけにはいかない。


　たとえどんな困難が立ちはだかったとしても。


　必ず。絶対に。








　四時限目の終しゆう了りようを知らせるチャイムが教室内に響ひびき渡わたる。


　授業を担当していた化学の男性教師が終了を告げ、日直の号令に従い生徒一同が礼を済ませると、多くの生徒達が待ち望んだ放課後が訪おとずれた。特に今日は土曜日で明日あしたが休日ということもあり、教室には独特の解放感が満ちている。


　そんな中、大吾は使用していた教科書とノートを鞄かばんにしまい、席を立つ。


　登校中も、昼休みも、授業中も、ずっと考えていた。


　悩なやみに悩み抜ぬいて、何度も思い直して。


　それでも、導き出される結論は同じだった。


　これ以上悩んでも無む駄だだろう。いい加減、行動に移す時だ。


「志し保ほ。ちょっといいか？」


　鞄を持って席を立とうとしていた志保に声をかける。


「何？　来週から試験だし仕事もそんなに残ってないから、今日は帰っていいわよ」


「あ、いや、そうじゃなくて……」


　そこまで言ってから、つい口ごもってしまう。


　本当にこの選せん択たくが正しいのか、最後にもう一度だけ自問自答する。


　一方、志保は珍めずらしく煮にえ切らない大吾の態度に首を傾かしげた。


「どうしたの？　何かあったの？」


「その……今日この後、家に来てくれないか？」


「あんたの家に？　なんで？」


「少し話したいことがある」


　いつになく真しん剣けんな表情の大吾。


　それを見た志保は一瞬だけ戸惑ったような顔をしたが、


「……それは、最近あんたがあたしに隠かくしてることと何か関係があるわけ？」


　すぐにいつもの表情に戻もどってそう尋たずねた。


　大吾は無言で頷うなずき返す。


「わかった。ちょっとだけ生徒会室に寄っていくから、先に昇しよう降こう口ぐちで待っててくれる？」


「ああ。悪いな、無理言って」


「別にいいわよ。幸い、今日は大して仕事もないしね」


　軽く手を振ふって生徒会室へ向かう志保の背中を見送ってから、大吾は教室を出る。


　そして、昇降口前で再び合流すると、二人並んで大吾の家へと向かった。


「なんか、こうやって二人で下校するの久しぶりね」


　正門を抜けてしばらく経たった後、不意に志保がそんなことを言う。


「そういやそうだな。生徒会長になってから、お前いつも最後まで残って仕事してるし。大だい丈じよう夫ぶか？　来年受験だろ？」


「心配しなくても、勉強だってしてるわよ。その気になればＴ大にだって入ってやるわ」


　大吾の心配を一いつ蹴しゆうするかのごとく、こともなげにそう答える志保。


　さすがは去年、一度として学年五位以内から外れたことのない我らが生徒会長。普ふ通つうなら自信過か剰じようともとれるその台詞せりふも、彼女が言うと現実味があるから恐おそろしい。


「まぁ、確かにお前なら東Ｄにも入れるかもしれないな」


「なんでそっちの字を伏ふせるわけ!?　あたしの気き遣づかいが台無しじゃない！」


「なんだ？　嫌いなのかディ○ニーラ○ド」


「東Ｄってその略だったの!?　意味分かんないし！　もはや教育機関ですらにゃいじゃにゃい──ってああもう！　ツッコミが長すぎて嚙かんじゃったわよ！」


「生麦生米生卵！　はい！」


「にゃま麦にゃま米にゃま卵！　って、何言わせるのよ！」


「まさか全部嚙むとは……。やるな、志保！」


「感心するなーっ！」


　周囲の目も気にせず路上でギャーギャーとおバカなやり取りを繰くり広げる大吾と志保。


　そうこうしているうちに、二人は大吾の家に到とう着ちやくした。


「んじゃ、ちょっとだけここで待っててくれ」


　一度志保を二階の自室に招き入れてから、大吾は一階に戻る。そして、飲み物などを用意した後、手鏡からミコトを呼び出した。これから説明するのに、一緒にいてもらった方が好都合だ。


　ミコトから志保に正体と存在を明かすことの了りよう承しようを得て、再び自室へ。


「悪い。待たせたな」


「別にいいわよ。……あんたの部屋って久々に来たけど、あんまり変わってないわね。意外と片付いてるし……」


「そうか？　まぁ、物が少ないからな」


「ふ～ん……とか言いつつ、あそこの襖ふすまを開けたら変な物が一いつ杯ぱい入ってたりして」


「……ソ、ソンナコトナイデスヨ？」


「…………」


　部屋にしばしの静せい寂じやくが訪れる。


「さて……」


「ま、待て！　なぜここで立ち上がる!?　話を聞くのに立ち上がる必要はないよな!?」


「ねぇ、ゴミ袋ぶくろってどこにあるの？」


「既すでに廃はい棄きが前提!?　まだ中を見てもいないのに！　待ってやめてお願いだから！」


　問答無用で強制執しつ行こうをかけようとする志保に懸けん命めいに抵てい抗こうする大吾。


　結局、五分ほど押し問答を繰り広げた結果、処分は一時保留ということになった。


「なんかもう、話を始める前に疲つかれ果てたんだが……」


「あんたのせいでしょうが。で、話って何なの？」


　元いた位置に座り直した志保が尋ねる。ぴしっと背筋の伸のびた正座で、なんとも彼女らしい座り方だった。


「ああ……そのことなんだけど」


　志保の前であぐらをかきつつ、大吾はしばし黙もつ考こうする。


　話の中身は大体決まっているものの、内容が内容だけにどう切り出せばいいのか難しい。


　ミコトと出会った時のことから始めるべきだろうか。いや、しかしそれだと話が長くなる上に時系列に沿って一つ一つ説明しなければいけないので時間がかかる。


　かといって、いきなり体質のことから話を始めるのも唐とう突とつすぎる気がするし……。


「……何考えてるのか知らないけど、とりあえず話してみたら？　簡単な話じゃなさそうだし」


　大吾がそんな風にあれこれ思い悩んでいると、その表情から苦く悩のうを察した志保が助け船を出してくれた。


　確かにその通りだ。どちらにせよすぐに信じて貰もらえるような話ではないし、とりあえず切り出してみよう。


　そう決意を固め、大吾はようやく話を始めた。





「実はさ……俺、今神様と同居してるんだ」





「…………………………は？」


　五秒ほど沈ちん黙もくが続いた後、志保がなんとか捻ひねり出した返事はそれだけだった。


「だからさ、俺は今、神様と同居してるんだよ」


　大吾がもう一度同じ説明を繰り返す。


　まぁ、信じられないのは当たり前なので志保の反応は予想の範はん囲い内だ。ここからじっくり説明していこう。


　と思っていたら、


「……う、うぅ……」


　志保はいきなり目め頭がしらを押さえて泣き出してしまった！


「ちょっ……!?　なんで泣く!?」


「ごめんね……あたし、あんたがそこまで思い詰つめていたなんて全然知らなくて……」


「やっぱりか！　志保、お前は勘かん違ちがいをしている！　俺の頭は正常だ！」


「大丈夫。全部わかってるから。大吾は頑がん張ばりすぎて、ちょっと疲れちゃっただけなんだよね……？」


「全部どころか何一つわかっちゃいねぇ！　現に今、俺のすぐ後ろにその神様がいるんだよ！　俺にしか見えないけど！」


「っ……そ、そんな！　いくら辛つらいからって、まさかクスリにまで手を出していたなんて！」


「幻げん覚かくじゃねぇぇぇぇええええ!!」


　本気でショックを受けている様子の志保に全身全ぜん霊れいの絶叫ツツコミを入れる。


　すぐに信じて貰えるとは思っていなかったが、まさかここまで信じて貰えないとは。あまりの信用度の低さに涙なみだが出そうだ。


「おい、ミコト。ちょっと本ほん棚だなの漫まん画がを取ってくれ」


　早々に言葉での説明は諦あきらめ、ミコトに指示を出す。


　ミコトはすぐに本棚に向かうと、その中から適当な漫画本を一冊手に取り、ぱらぱらとめくり始めた。


　大吾の目からは普通にミコトが本を読んでいるように見えるのだが……。


「……え？　え？　えぇ!?」


　案の定、志保は本棚の方を見ながら目をぱちくりさせていた。


　当然の反応だろう。彼女の目には、本が独りでに本棚から飛び出して、ぱらぱらとページがめくれているように見えるはずだ。


「な、なんで……？」


「だから、そこに神様がいるんだよ。今ページをめくってるのがその神様なんだ」


　啞あ然ぜんとしている志保にもう一度説明する。この光景を目まの当たりにすれば、少しは信じる気になるだろう。


　というか、初めからこうしておけばよかった……。


「で、本題はここからだ。実は……」


　それから、大吾はこれまでの経けい緯いを志保に一通り語った。


　ミコトの妹であるリンが佳奈美に憑ひよう依いしていること。佳奈美の体質はそれが原因だったこと。その体質を改善するために友達作りに励はげんでいたこと。


　そして今、佳奈美の身体からだがリンに乗っ取られる危険に晒さらされていること。


　その全すべてを打ち明けた。


「じゃあ、その三つの命令の一つでも果たせなかったら、佳奈美ちゃんが消えちゃうってこと……？」


「ああ。だから、その命令を達成するのに協力して欲しいんだ。もちろん、出来る限り俺一人でやるつもりだが、どうしても無理な時は助けて欲しい。頼たのむ」


　話を終えた大吾が頭を下げて志保に協力を請こう。


「迷めい惑わくかけるとは思う。でも、こんなこと頼めるのはお前だけなんだ。だから──」


「ちょ、ちょっと待って」


　さらに懇こん願がんを続けようとした大吾に、志保は慌あわててストップをかけた。


「もしあんたの話が本当なら、頼まれなくたってもちろん協力するわ。でも、いきなり神様がどうって言われたって……さっきのことだって、手品とかでも出来そうだし……」


「けど、考えてもみてくれ。こんな噓うそをついて、俺に何かメリットがあるか？」


「わかってるわよ。わかってるけど……」


　言葉を詰まらせつつ、困こん惑わくした顔をする志保。


　大吾が噓をつく理由はないと頭では理解しつつも、常識の観念が邪じや魔まをして信じるまでには至らないらしい。


　その気持ちはわからないでもないのだが、どうにか信じてもらわなければならない。正直に言って、他ほかに協力者のアテはないのだ。


　こうなったらミコトに何か神通力でも使ってもらおうか。


　そう思っていた矢先、





「その男の言っていることは本当よ」





　予想外の声が乱入してきた。


「えっ……？」


　志保の軽い驚おどろきの声。大吾もはっとして扉とびらの方を見る。そこには、


「佳奈美ちゃん……？」


「残念。今はそっちじゃないわ」


　佳奈美と人格を入れ替かえたリンが、薄うす笑わらいを浮うかべてこちらを見下ろしていた。


「お前、いつの間に帰って……」


「ごめんなさい。声が聞こえたものだから、つい割り込んでしまったわ。でも、ダメじゃない。何の連れん絡らくもなしに先に帰ってしまうなんて。この子、一いつ生しよう懸けん命めい学校であなたを捜さがしてたわよ、お兄ちゃん？」


　最後の『お兄ちゃん』の部分でわざとらしくニコっと微笑ほほえんでみせるリン。


　佳奈美に似せたその作り笑顔が、大吾の苛いら立だちを誘さそう。


「あなた……」


「初めまして。志保……だったかしら？　それとも、この身体では志保姉って呼ぶべき？」


　その言葉で、志保の目の色が変わる。


　大吾に次いで佳奈美と付き合いの長い彼女は、瞬しゆん時じに理解した。


　これは演技なんかじゃない。目の前にいるその子は、佳奈美の姿をしていても、佳奈美とは別の何かだということを。


「出て行きなさいよ」


「ご挨あい拶さつね。わざわざあなたのために説明に来てあげたのに」


「そういう意味じゃないわ。佳奈美ちゃんの身体から出て行けって言ってるの！」


　立ち上がった志保が怒ど気きを含ふくんだ声で言う。だが、リンは怖おじ気けづいた様子もなく軽く肩かたをすくめた。


「本当に人間って自分勝手ね。こっちの事情はお構いなし？」


「自分勝手なのはどっち？　どういう経緯で佳奈美ちゃんに取り憑ついたのか知らないけど、自分が生き残るために勝手に憑依して運気を吸って……それで佳奈美ちゃんがどれだけ辛い目にあったと思ってるの!?」


「……そんなの知らない。リンにとっては、人間は皆同じ。人間のせいでこんな目にあっている以上、同じ人間に責任を取ってもらっただけ。それに……」


　と、そこでリンはなぜか口元に手を当てて、忍しのび笑いを漏もらした。


「あなたにとっては、このままの方が都合がいいかもしれないわよ？」


「……どういう意味よ？」


　志保が怪け訝げんな顔をする。これには大吾も思わず眉まゆ根ねを寄せた。


　都合がいい？


　佳奈美の身体が乗っ取られて、志保にメリットなど何もないと思うのだが……。


「……いいことを教えてあげる」


　すっと、リンの視線が志保から大吾へ向かう。


　その瞬間、大吾の背筋に嫌いやな悪お寒かんが駆かけ抜ぬけた。


　本能が告げる。


　ダメだ。リンに次の言葉を言わせてはいけない。


　止めろ。早く。今すぐに。


　だが、その本能の叫さけびに理性が応こたえるより一足早く、


「そいつはね。この子の兄なんかじゃないわ」


　リンは大吾を指さし、一言そう告げた。


「………………え？」


　志保の表情が固まる。それをどこか楽しそうに見つめながら、リンは続けた。


「外からでは姉様も見抜けなかったみたいだけど、この子に憑依しているリンにはわかる。この子とその男に繫つながっている縁えんは、明らかに血縁のそれじゃない。そいつはこの子と血なんて繫がってないわ」


　部屋にしばし空白の時間が流れる。大吾も、志保も、ミコトでさえも、誰だれも何一つ言葉を発することはなかった。


「…………大吾？」


　やがて、志保がその空白を打ち破る。弱々しくかすれた、喉のどの奥から絞しぼり出した呻うめき声ごえのようだった。


「……ああ、その通りだ」


　さらに少しの間を置いた後、大吾が観念したように答える。


　ここで隠かくしても、どうせいつかは明らかになること。いや、明らかにしなければいけないことだ。


「俺は元々孤こ児じで、施設にいた。その施設が閉へい鎖さされる時に、そこの経営者と知り合いだったとかで、俺はこの早はや川かわ家に引き取られた。もう一〇年以上前の話だ」


「……佳奈美ちゃんは、そのこと……」


「わからない。俺がこの家に来たのは佳奈美が物心つくかつかないかの頃ころだったからな。ちゃんと聞いたことはない」


　いや、違ちがう。聞いたことがないわけじゃない。意図的に聞かなかったのだ。


　怖こわかった。佳奈美の本心を知るのが。


　純じゆん粋すいに自分を兄として慕したってくれているのか。


　それとも、偽にせ者ものだと知っていながら、知らないふりをしてくれているのか。


　それを知るのが、たまらなく怖かった。


「お前にはいつかきちんと話そうと思ってた。けど、タイミングがなかなか見つからなくて……って、志保!?」


　俯うつむき加減でそう語った後、顔を上げて志保に視線を移した大吾が驚きよう声せいを上げる。


　先さき程ほどまで立ち上がってリンと対たい峙じしていた志保は、ぺたりと床ゆかに座り込み、どこか焦しよう点てんの合っていない視線を虚こ空くうに向けていた。


　明らかに普ふ通つうの状態ではない。


「おい、どうした!?」


　慌てて駆け寄って軽く肩を揺ゆさぶるが、返事はない。相変わらずの放心状態だ。よく見ると、唇くちびるが小さく震ふるえているのがわかった。


「あ～あ、かわいそうに」


　リンが同情の視線で志保を見下ろす。


「おい！　志保に何をした!?」


「別に何も。リンはただ真実を教えてあげただけ。その子がそんなになっちゃったのは、あなたの責任よ」


　そう言って、ぴしりとこちらを指さす。


　大吾は戸と惑まどいの表情を浮かべた。


「俺の……？　どういう意味だ？」


「さぁ？　そこまで教えてあげる義理はないわ」


　これ以上話すことはないとでも言いたげに顔を背そむけるリン。


　これ以上の追つい及きゆうは無意味と判断し、大吾は仕方なく志保に視線を戻もどした。


「志保、大だい丈じよう夫ぶか？」


　正面から顔を覗のぞき込むようにして尋たずねる。すると、


「……ごめん」


　呟つぶやくように謝罪の言葉を口にして、志保はよろよろと立ち上がった。


「あたし……今日は帰る」


「は……？」


「本当にごめん。大変な時だってわかってるけど、でも、今は……今は少しだけ、一人にして」


　それだけ告げると、志保は大吾の返事を待たずに歩き出した。


　どこかおぼつかない足取りでリンの横を抜け、階段を下りていく。


　憔しよう悴すいしきったような様子の志保に何を言って良いかわからず、大吾はただ呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送ることしか出来なかった。


「あらら。貴重な協力者を失ってしまったみたいね。まぁ、自じ業ごう自得なんだけど」


　志保を見送った大吾の背中に向けて、リンが嘲ちよう笑しよう含ぶくみの言葉を投げかける。


「そうそう。最初の命令は明日あした出すことにしたわ。しっかりと準備しておいてね、お兄ちゃん？」


　そう言い残し、リンが大吾の部屋の隣となり、佳奈美の部屋の中へと消えていく。


　ぱたり、と扉の閉まる音が廊ろう下かに虚むなしく響ひびいた。


「……どうするつもりじゃ？」


　しばらく沈ちん黙もくが続いた後、一人佇たたずむ大吾にミコトが遠えん慮りよがちに声をかける。


「……どうしようもない。他に協力者のアテはないからな。こうなったら、協力者なしでなんとかしてみせる」


「じゃが……」


「やるしかないんだ。それに」


　大吾は振ふり返ると、今出来る精せい一いつ杯ぱいの笑えみを浮かべた。


「お前もいるしな。二人なら、まぁなんとかなるだろ」


「お主……」


「絶対に助けよう。佳奈美も、そしてリンも」


　その言葉に、ミコトが少し驚いたような顔をする。が、すぐに呆あきれ顔がおになり、


「まったく。お主という奴やつは……」


「よろしく頼たのむぜ。相棒」


　大吾がすっと拳こぶしをミコトの前に突つき出す。


　それを見たミコトは一瞬きょとんとした後、


「……うむ！」


　やがて、その拳に自らの拳をコツンと突き合わせたのだった。




　　第二章　長なが風ぶ呂ろには危険がいっぱい？







　翌日の日曜日。


　リンから最初の命令を出すことを予告されていた大だい吾ごは、朝から落ち着かない気分だった。


　いつ、どんな命令が出されるのか。考えても仕方のないことだとはわかっていても、考えずにはいられない。なにしろ、佳か奈な美みの今後の人生がかかっていると言っても過言ではないのだ。


　朝食を終え、片付けを済ませてからリビングのソファーに腰こし掛かける。なんとなくテレビの電源を入れて画面を眺ながめてみるが、内容は全く頭に入ってこなかった。


　今のところ佳奈美に変わった様子はない。相変わらず朝はお寝ね坊ぼうさんで、朝食はいつも通りおいしそうに食べてくれた。


　もっとも、いつ人格が入れ替かわるかわからない以上、油断は出来ない。いつどんな命令が来ても対処できるよう、常に万ばん全ぜんの状態を保っておかなければ。


「あ、お兄ちゃん」


「おう！　どんな命令でもドンと来い！」


　背後からかけられた声に反射的にそう答えて振り返ると、


「ふぇ……？」


　そこには、ポカンとした顔の佳奈美が立っていた。


「あ、あの、洗せん濯たく物ものを干すのを少し手伝って欲しかっただけで、別に命令なんてつもりじゃ……」


　洗濯機から取り出した衣類の入ったかごを手にした佳奈美が申し訳なさそうな顔をする。


　……あれ？　なんだか妙みような勘かん違ちがいが……。


「いつも手伝ってもらってばっかりでごめんね。今日は数も多くないから一人でやるね」


「ち、違うんだ佳奈美！　誤解なんだ！　待ってぇぇぇえええ!!」


　くるりと踵きびすを返してリビングを去ろうとした佳奈美を懸けん命めいに引き留める。


「もちろん手伝うぞ！　というか、いつもやってもらってばかりだし、今日は俺が一人でやろう！」


「え？　でも……」


「いいからいいから！」


　遠慮する佳奈美を勢いで押し切りながら、大吾は半ば強ごう引いんに洗濯かごを奪うばい取った。


「あ、待ってお兄ちゃん！　それは……！」


　なおも遠慮しようとする佳奈美を捨て置き、二階のベランダに向かう。


　思わぬことで佳奈美の好感度を下げてしまった。これで少しでも挽ばん回かいしなければ！


　ベランダに出て洗濯かごを足あし下もとに置くと、軽く腕うでまくりをする。


　天気は快晴。今日は絶好の洗濯日和びよりだ。


「干すぜぇ～！　超ちよう干すぜぇ～!!」


　どこかで聞いたことがあるようなかけ声を発しながら、大吾は洗濯かごに右手を突っ込む。そして、たまたま手に触ふれた適当な衣類を思い切り引っ張り出した！





　──ぴろん





　……なんだか、そんな効果音が聞こえたような気がした。


「……あり？」


　大吾が手にしているのは、白を基調とし、ところどころにピンク色のフリフリをあしらった小さな三角状の布地。清せい楚そさと可愛かわいらしさを調和させたデザインの、なんとも男心をくすぐる一品。見てはいけないと思いつつもついつい目がいってしまう、いついかなる時代も男心を狂くるわせる魔ま性しようの存在。
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　一言で言うとパンツ。


「お、お兄ちゃんダメぇぇぇぇええええ!!」


　大吾が予想外の事態にフリーズしていると、後を追ってきた佳奈美が大おお慌あわてで大吾の手からそれを奪い取った。


「ひどいよお兄ちゃん！　いくらお兄ちゃんでもセクハラだよ！」


「わ、悪い。でも、いつもはそんなの入ってないのに……」


「それは私が干す前に私の分とお兄ちゃんの分を分けてるからだよ。今日はまだ分けてなかったから、分けた後に手伝って欲しいって言うつもりだったのに……」


「そ、そうだったのか……すまん……」


　佳奈美の言葉を聞き、がっくりとうなだれる大吾。


　せっかく挽回しようと思っていたのに、余計に好感度を下げてしまった。


「……ねぇ、お兄ちゃん」


　とそこで、落ち込んで俯うつむく大吾の顔を佳奈美が覗き込んだ。


「なんだか今日、朝から変だよ？　妙にそわそわしてるっていうか……」


「そ、そうか？」


「そうだよ。今日の朝ご飯の目玉焼き、お兄ちゃんお醬しよう油ゆ派なのにソースをかけてたし。あと、いつもは朝ご飯食べたら三〇分以内には必ずトイレに行くのに行かなかった。それと、後片付けの前にも背せ伸のびしてなかったよ。いつも絶対するのに」


「……そ、そうか」


　ぴしりと人差し指を立て、不自然さを感じた根こん拠きよを名探たん偵ていのごとく淡たん々たんと列挙していく佳奈美に、大吾は冷ひや汗あせをかきながら頷うなずく。なるべくいつも通りにしようとしていたのだが、自分でも気付かないところでボロが出ていたらしい。


　……それにしても、目玉焼きのことはともかく、その他ほかの二つは自分でもあまり意識していなかった。そんなことまで逐ちく一いちチェックされていたかと思うと、嬉うれしいような怖こわいような……。


「それで、何かあったのお兄ちゃん？」


「い、いや、別に何もないぞ？」


「本当に？　何か隠かくしてない？」


「もちろんだ！　俺が佳奈美に隠し事なんてするはずないじゃないか！」


「じゃあ、今度お兄ちゃんのお部屋の襖ふすまの中を掃そう除じしてもいい？」


「ごめんなさいそれだけはやめてください!!」


　一秒で土ど下げ座ざしながら前言を撤てつ回かいする大吾であった。


「むー……どうしても話せないの？」


「……すまん……」


　ふくれっ面つらをする佳奈美に、大吾は顔を上げないまま絞しぼり出したような声で謝罪する。


　出来れば隠し事などしたくはないが、こればかりは仕方がない。


　下手に事情を話して佳奈美に不安を与あたえるなどもってのほかだ。


　しばしの沈黙が続く。が、


「……はぁ～。仕方ないよね。いくら兄妹きようだいでも、話したくないことはあるだろうし……」


　やがて、佳奈美はまだ不満そうな顔をしつつも渋しぶ々しぶ引き下がってくれた。


　よかった。どうにか納なつ得とくしてくれたようだ。これでとりあえず一安心──


「ねぇ、お兄ちゃん。一応これだけは聞いておくけど、女の人に関係することじゃないよね？」


「[image: ]……？」


　安あん堵どしていたところで不意を突かれ、大吾はついギクリとしてしまった。


「……お兄ちゃん？　まさか、本当に女の人に関することなの？」


「い、いや、その……」


　いきなり目の据すわった佳奈美に思わず一歩身を引く。


　まぁ、リンやミコトに関することなので、一応女の人に関係することと言えなくもないが……。


「やっぱりそうなんだ！　前言撤回！　全部話して！」


「ええっ!?　な、なんで急に……」


「なんでもだよ！　もし話さないなら、今すぐ志し保ほ姉ねえを呼んでお兄ちゃんの部屋を隅すみ々ずみまで一いつ緒しよに調べちゃうから！」


「なんてことをっ!?」


　佳奈美の発言に思わず愕がく然ぜんとする。


　佳奈美だけならともかく、死刑執行人しほが一緒ということになれば、それは大吾にとって死し刑けい宣告に等しい所業だ。


　くそっ……なぜだ！　どうしていきなりこんなことに……！


「制限時間残り三〇秒！　二九～二八～……」


「ま、待て佳奈美！　冷静に話し合おう！　交こう渉しようの余地はあるはずだ！」


「二六～二五～……」


　こちらの呼びかけには耳を貸さず、佳奈美が死の宣告のカウントダウンを始める。


　ど、どうする!?　このままでは、俺がこれまで集めてきた秘蔵の佳奈美コレクション（犯罪スレスレ）が白日の下もとに……！


「二〇～一九～……」


「か、佳奈美！　今は何時何分だ!?」


「え？　今は……えっと……一一時三五分だよ。三五～三四～……」


　よし、引き延ばし成功。この間に何かしらの言い訳を……。


「って、一一時三五分!?」


　と思っていたところで、佳奈美が突とつ然ぜん、素すっ頓とん狂きような声を上げた。


「こ、今度はなんだ？」


「大変だよ！　駅前のスーパーの卵の特売、午前中で終わっちゃうんだ！　急いで行かないと！」


　時計を見ながら焦あせりを含ふくんだ声で言う佳奈美。


　確かに、ここからスーパーまでは徒歩で二〇分くらいかかる。今から行ってもギリギリだろう。


「ちょっと行ってくる！　あ、帰ったらちゃんと話してもらうからね！」


「お、おう……」


　佳奈美の変わり身の早さに少し驚おどろきつつも頷く。


　何にせよ助かった。これで十分言い訳を考える時間が……。


（……って、買い物!?）


　そこで、はたと気が付いた。


「それじゃあ……」


「ま、待て！」


　部屋を出て行こうとする佳奈美の腕を摑つかんで引き留める。


「そ、そんなに焦ると危ないぞ。時間もないし、今日はもう諦あきらめよう」


「ふぇ……？　でも、急げばまだ……」


「いやいやいや！　せっかくの休日だし、今日は家でのんびりしよう！　なっ!?」


　外出を思いとどまるよう、懸命に説得を始める大吾。


　いつ命令が出るかわからない以上、うかつに外出するのは危険だ。外出先でこなせる命令かわからないし、そもそも外で人格が入れ替かわるのはあまり好ましくない。ここは家で待機しておくのが最善だろう。


「……お兄ちゃん、やっぱり何か変だよ？」


　すると、佳奈美はますます顔を曇くもらせて大吾に疑いの眼まな差ざしを向けた。


　無理もない。自分でも無茶苦茶なことを言っているという自覚はある。


　しかし、佳奈美のためにもここは譲ゆずれない。どうにか上う手まく理由をつけて説得しなければ。


「あ、あのな、佳奈美。その……」


　必死に頭をフル回転させて理由を考えるが、なかなか思いつかない。別に天気が悪いわけでもなければ、来客の予定があるわけでもない。むしろ、いつもなら積極的に一緒に外出するくらいの状じよう況きようだ。


　だがしかし、こうして悩なやんでいる間にもますます佳奈美の疑念は深まっていってしまう。


　早く。早く何か言わなければ……！


　焦りがピークに達した大吾は、とりあえず頭に浮うかんだことを叫さけんだ。





「お、俺は……佳奈美と離はなれたくないんだっ!!」





「……………………………ほぇ？」


　思わぬ言葉を受けて、ついぽけーっとしてしまう佳奈美。


　そんな佳奈美の様子にも気付かず、大吾は無我夢中でまくし立てた。


「佳奈美と一時も離れたくない！　一日中ずっと一緒にいたいんだ！　だからどこにも行くな！　俺の傍そばにいてくれ！」


　情熱的なまでの激しい口調でそう言い切って、一度呼吸を落ち着ける。そして、


（…………アホかぁぁぁあああああ!!）


　あまりの自分の馬ば鹿かさ加減に絶望した。


　これでは外出できない理由になっていない。一緒に行けば済む話である。必死に考えを巡めぐらせて出た結論がこれという事実に涙なみだが出そうだった。


　というか、そもそもこれ、俺の一方的な願望だしね……。


　佳奈美もさぞ呆あきれているだろうと思いつつ、恐おそる恐る顔色を窺うかがう。すると、


「……そ、そっかぁ……じゃあ、仕方ないかなぁ……[image: ]」


　佳奈美は両りよう頰ほおに手を当てながら、うっとり顔でそう言った。


「え？　い、いいの？」


「う、うん。だって……お兄ちゃんにそんなこと言われたら、えへへ、えへへへへ……[image: ]」


　軽く驚きながら問う大吾に、嬉しそうな顔で頷く佳奈美。


　その声はなぜか蕩とろけきっていた。


「よ、よし。それじゃ、まずは一緒に洗せん濯たく物ものを片付けるか」


　大吾の提案に、一点の曇りもない笑え顔がおで「うん！」と答える。どうやら佳奈美は先さき程ほどの理由で納なつ得とくしてくれたらしい。


　しかも、志保と一緒に部屋を調べるという話もどこかに飛んでいってしまったようだ。


　いきなりの事態の変化に正直、戸と惑まどいを隠せないが……。


（まぁ、いいか……）


　何はともあれ結果オーライだ。後は命令が出るまで待つとしよう。


「じゃあ、洗濯物分けるから下まで一緒に行こうよ♪」


　とそこで、洗濯かごを右手で持った佳奈美が空いている左ひだり腕うでを大吾の右腕に絡からめてきた。全くの不意打ちに、大吾の心臓が思わず跳はね上がる。


「ど、どうした佳奈美？」


「だって、一時も離れたくないんでしょ？　じゃあ、一緒に行こうよ♪」


「ん、ああ……そう、だな」


　高ぶる鼓こ動どうを必死に自制しながら、なるべく動どう揺ようが声に出ないように努める。


　なぜそんなことを気にしているのか、自分でもよくわからなかった。


「さっ、行こ。お兄ちゃんっ♪」


「お、おう……」


　佳奈美が歩き出すのに合わせて、こちらも一歩踏ふみ出す。


　こうして、最近記き憶おくにないほど上じよう機き嫌げんな佳奈美に首をひねりつつ、大吾は階段へと向かったのだった。








「……遅おそいっ！」


　その日の午後八時三〇分。


　夕食を終えて自室に戻もどった大吾は、ミコトを手鏡から呼び出すと開口一番そう言った。


「もう夜だぞ！　いつになったら命令は出るんだ!?」


「我に言われても困るのじゃが……」


　呼び出されて五秒も経たたないうちに苦情を出され、迷めい惑わく顔がおをするミコト。


　全くもって正当な言い分であったが、妹のこととなると相変わらず大吾は聞く耳を持たなかった。


「呼び出せ！　今すぐに！」


「無茶を言うでない。我にも出来ることと出来ないことがあるぞい」


「ちっ……使えない神様だな。姉なら妹をテレパシーか何かで呼び出してみろ」


「言いたい放題じゃな！　ならば、お主は呼び出せるとでもいうのか!?」


「ふっ……当たり前だ。見ていろ」


　大吾が目を閉じて何か念じるような仕草を見せる。と、


「お兄ちゃん、何か用事？」


　扉とびらの向こうから佳奈美の声が！


「な、なんじゃとっ!?」


　目玉が飛び出そうな勢いで驚きよう愕がくするミコト。


　大吾はニヤリと勝ち誇ほこった笑みを浮かべた。


「いや、もうそろそろ風ふ呂ろが沸わくだろうから、先に入っていいぞ」


「あ、うん。わかった～」


　扉の向こうの佳奈美に一声かけた後、再びミコトの方に顔を戻す。


「ま、こんなもんだ。あ～あ。神様も大したことねぇな～」


「む、むぐぐ……！」


　ニヤニヤしながら肩かたをすくめる大吾に、悔くやしさのあまりワナワナと全身を震ふるわせるミコト。が、


「でもお兄ちゃん。なんで隣となりの部屋にいるのに携けい帯たいにかけてきたの？」


　その一言で、二人はピタリと静止した。


「う～ん……まぁいいや。それじゃあ、お風呂から上がったら呼ぶね～」


　そう言い残し、佳奈美の足音がパタパタと遠ざかっていく。


　大吾は一つコホンと咳せき払ばらいをすると、


「で、話を戻すけど」


「待つのじゃ！　よくわからぬが、何やら卑ひ怯きような手を使ったのではないか!?」


「そんなことはない。高度に発達した科学は魔ま法ほうと見分けがつかないらしい。つまり電波とテレパシーも一いつ緒しよみたいなもんだ」


「ぬぅ……騙だまされている気がするのは我の気のせいじゃろうか……」


　納得がいかない顔で唸うなるミコト。そんなミコトを無視して大吾は続けた。


「それで結局、リンを呼び出す方法はないのか？」


「じゃから、ないと言っておろうに。まだ日付が変わるまでには時間がある。もう少し待ってみるのじゃ」


「そうは言うが……！」


　なおも食い下がろうとする大吾。と、


「ダメじゃない。そんな大声で話していたら、この子に聞こえちゃうわよ？」


　扉の向こうから、そんな声が聞こえてきた。


「っ……ようやく来たか！」


　立ち上がって自室の扉を開ける。


　そこには、佳奈美の姿を借りたリンが腕うで組ぐみしながら廊ろう下かの壁かべに背中を預けていた。


「あらあら、随ずい分ぶん慌あわてて。そんなに早くリンに会いたかったの？」


「お前な……話が違ちがうぞ。命令をこなすための時間は十分与あたえるって……」


「心配しなくても、今からでも十分こなせるわ。それより、なかなか面おも白しろかったわよ。朝からずっとそわそわしっぱなしのあなたを見るの」


　そう言って意地の悪い笑みを見せるリンに、不快そうに眉まゆを寄せる大吾。


　リンは構わず話を進めた。


「さて、それじゃ最初の命令だけど」


「おう！　ドンと来いや！」


　さぁいよいよだ、と気合いの入った声で答える大吾。


　そんな大吾を愉ゆ快かいそうに見つめながら、リンはおもむろに告げた。





「今から一緒にお風呂に入りなさい」





「…………は？」


　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか理解出来なかった。


「今から入る予定だったのでしょう？　あなたも一緒に入りなさい」


「……意味がわからんのだが。風呂で何をするつもりだ？」


「当然、身を清めるのよ。あなた、お風呂で他ほかに何かするの？」


「いや、別にしねぇけど……」


　まぁ、他の使い方もないわけじゃないが、特に考える必要もないだろう。自分は健全な高校生であるからにして。


「時間は……そうね、二〇分にしましょうか。二〇分間、一緒に入ることが出来たら合格よ」


「……それだけか？」


「ええ。ただしその間、あなたから一いつ切さい、こちらに触ふれてはダメ。もしあなたが自発的に少しでもこちらに触れたら、その時点で失敗とみなす」


「俺の方から触さわらなきゃいいんだな？」


　念を押して確かく認にんする大吾に、リンが頷うなずく。それを見た大吾は、


「……くくく……はーっはっはっはっは！」


　いきなり頭の悪い三流悪役みたいな高笑いを始めた。


「バカめ！　いくら外見が佳奈美でも、中身がお前なら何の問題もない！」


「お主、その言い方では中身が妹だと問題があるように聞こえるぞい……」


　自信満々のドヤ顔で宣言する大吾にミコトがツッコむ。


　もちろん、言葉のアヤである。中身が佳奈美でも何の問題もない。


　…………いや本当に。


「そんなことを言っていいのかしら。後で吠ほえ面づらかいても知らないわよ？」


「安い脅おどしだな。俺はそんなものにはのせられないぜ」


「そう？　それじゃ、行きましょう」


　軽く肩をすくめたリンが風呂場に向かおうとする。が、


「おい、待て。一応言っておくが、裸はだかはダメだぞ」


　大吾はその肩を摑つかんで引き留めた。


「あら？　どうして？」


「どうしてって……当たり前だろ。いくら中身がお前でも、身体からだは佳奈美──」


「妹の裸を見るのに何か問題がある？　リンは昔、姉様と一緒に入っていたけど」


「いや、だから、それは……」


「ああ。つまり、下心があると」


「あるわけがない！」


「なら、問題ないわね」


「おうよ！　望むところだ！」


「落ち着くのじゃ！　いとも簡単にのせられておるぞ！」


　ミコトの冷静なツッコミにはっとする。


　危ない。もう少しで騙されるところだった。


　こやつ、なかなかやりおる。


「とにかく、裸はダメだ！　断固認めん！」


「リンがあなたの言うことを聞く義理はないんだけど……まぁいいわ。でも、それならどうすればいいわけ？」


「む……。仕方ないな。ちょっと待ってろ」


　そう言って、足早に佳奈美の部屋に向かう大吾。そして、


「これを着ろ」


　部屋の中から、丁てい寧ねいに畳たたまれた紺こん色いろの布地を持って戻ってきた。


「何じゃそれは？」


　ミコトが大吾の手元を覗のぞき込みながら尋たずねる。


「学校指定の競泳用水着だ。中学の時のだが、サイズはあまり変わってないから多分着られるだろ」


「ああ。部活で使っていたやつね。まぁ、いいわ」


　リンが大吾の手からスクール水着を受け取る。


「お前、そんなこと知ってんのか」


「当たり前でしょう。意識が表面化出来なかっただけで、リンは中学の三年間ずっとこの子の中にいた。最近顕けん現げんした姉様と違って、この時代のことはほとんど把は握あくしているわ」


　軽く驚おどろく大吾に、リンは何を今いま更さらという顔をした。


「それじゃ、部屋に着き替がえに行くわ。……見たい？」


「見たいくない！」


「どっちじゃ……」


　ミコトがまたしても半眼でツッコむ。


　もちろん、見たいなんて思っていない。単なる言い間違いである。


　決して反射的に「見たい」と答えそうになって慌あわてて訂てい正せいしたわけではない。


「その理性がいつまで保もつか。楽しみね……」


　ふふ、と不敵な笑みを残し、リンが佳奈美の部屋に入っていく。


　その背中を見送ってから、大吾は盛せい大だいなため息をついた。


「ったく……散々からかいやがって。性格わりぃな……っと」


　つい愚ぐ痴ちをこぼしてから、すぐ隣にミコトがいたことを思い出し、慌てて口を閉とざす。


　それを見たミコトは苦く笑しようした。


「愚痴くらい構わぬ。お主には散々迷めい惑わくをかけておるのじゃからな。そこまで気を遣つかうでない」


「……そっか。悪いな」


　そう言ってくれるミコトに、大吾も苦笑を返す。


　姉としてミコトも色々とリンを擁よう護ごしてあげたいところだろうが、こちらが命令に集中できるよう、気を遣ってくれているのだろう。


　ならば、余計な気遣いは無用。


　今は命令を達成することだけに集中しよう！


「よし！　俺も準備するか！」


「こ、これ！　じゃから我の前で服を脱ぬぐなと言うに！　そこは気を遣わぬか！」








　そんなこんなで。


　大吾はミコトに部屋を追い出されたため仕方なく脱だつ衣い所で服を脱ぎ、腰こしにバスタオルを巻いただけの状態で一足先に浴室で待機していた。


　なお、男の着替えシーンを描びよう写しやしても誰だれも得をしないので割愛する。


「おい、手を抜ぬくな」


　天てん井じように向かって意味不明な独り言を呟つぶやく大吾。と、


「お待たせ」


　そこで、リンが浴室に入ってきた。


　自然とそちらに視線を向け、スクール水着に着替えた佳奈美（の姿をしたリン）をじーっと見つめる。


　なんのことはない、胸の部分に『３─２　早川』とプリントされた見慣れた水着姿──なのだが、プールではなく浴室で見るとまたいつもとは違った趣おもむきがあった。


「あら、いいの？　妹の水着姿をそんな嘗なめ回すように見て」




[image: ]


「失礼な。嘗め回すようになんて見ていない。ただじっくりと鑑かん賞しようしていただけだ！」


「……妹のことになると本当に噓うそがつけないわね……」


　何の躊ちゆう躇ちよもなくそう言い切る大吾に、これ以上ないほどの呆あきれ顔がおをするリン。


　勘かん違ちがいしないで欲しい。別に邪よこしまな気持ちがあったわけではなく、ただ今日も佳奈美は可愛かわいいなと改めて確認しただけのことである。


　まぁ、中身はリンなんだけども。


「ま、いいわ。背中を流してあげるから、むこうを向いて座りなさい」


　気を取り直したリンが右側の壁を指さしながら言う。


　命令形の口調にややむっときたものの、ここで争っても仕方がないので大吾はおとなしく指示に従った。


「お前、洗い方知ってるか？」


　プラスチック製の風ふ呂ろ椅い子すに腰こし掛かけながら大吾が問う。


「現代の知識には精通していると言ったでしょう。何度も同じことを言わせないで」


　そう答えながら、リンが軽く両手を掲かかげる。すると、


「あ……？」


　大吾の前にあったボディーソープのボトルとスポンジがふわふわと宙に浮うき、背後のリンの手に収まった。


「お、おい。今の……」


　首だけ振ふり返って肩かた越ごしにリンを見上げる。


「？　何を驚いているの？　神通力なら見たことあるでしょう？」


「いや、それはそうだが……その身体で……」


「ああ……。天変地異を起こすような強い力はさすがに無理だろうけど、このくらいならこの子の身体でも使えるわ。それに、リンは姉様に比べて縁えん結むすびの神としての力は劣おとるけど、神通力に関しては優すぐれているの」


「……そうか。なるほど」


　その説明に、何かを納なつ得とくしたかのように頷く大吾。


　リンは思わず首を傾かしげた。


「何がなるほどなの？」


「二人組の縁結びの神様は多いが、ほとんどは夫婦、つまり男女の組み合わせだ。姉妹しまい、女同士の組み合わせってのはかなり珍めずらしい。だから、姉妹でも男女の役割分担があるんじゃないかと思ってな。ミコトはあれで結構母性的な面が強いから、多分役割は女性だ。だとすると、お前はどちらかというと男性の役割になる。神通力が強いのも、ミコトを守るために備わっているんじゃないのか？」


「……随ずい分ぶんと詳くわしいのね」


「そこまで詳しくはねぇよ。ただ、ミコトと会ってから俺も自分なりに調べてみただけのことだ。もしかしたら役に立つ情報があるかもしれないしな」


「ふ～ん……」


　大吾がこれまで得た知識に基もとづいて自分なりの考えを淡たん々たんと述べていく。


　その間、リンはスポンジにボディーソープを垂らしながら、まるで品定めをするかのような目で大吾を見ていた。


「……何だよその目は」


「別に。そのことに関しては、リン自身にもはっきりしたことはわからないわ。……ただし、リンは間違いなく女よ。もし次にガッチーとかふざけた名前で呼んだら……」


「わ、わかったよ。もう言わないから」


　目を逆三角形につり上げるリンに慌てて答える。どうも相当なコンプレックスらしい。


「じゃあ、始めるわよ」


　スポンジを適度に泡あわ立だてたリンが、それを大吾の背中に当てる。そして、ゴシゴシと縦にこすり始めた。


　む……絶ぜつ妙みような力加減。なかなか気持ちいい。


「どう？」


「うむ。苦しゅうない」


「なんで偉えらそうなの……」


　不満そうな顔をしつつも手は休めないリン。


　ううむ……最後に他ひ人とに背中を流してもらったのはいつだったか。もう感覚を忘れかけていたが、これはいいものだ。


　よし、今度佳奈美にもやってあげよう！


　そんな（犯罪的な）ことを考えながら、大吾が気持ちよさに身を委ゆだねていると、


「随分と余よ裕ゆうそうね」


　いつの間にか顔を近付けてきていたリンが、耳元で囁ささやいた。中身がリンでも見た目は佳奈美のままなので、不覚にもドキリとしてしまう。


「ま、まぁな。一体どんな難問を出してくるのかと思ってたから、正直、拍ひよう子し抜ぬけだ」


「そう。けど、その余裕がいつまで続くか……」


　リンがニヤリと不気味な笑えみを浮かべる。大吾は軽く鼻を鳴らして応戦した。


　どうもリンは自分が佳奈美に邪な念を抱いだいていると勘違いしているようだが、それは間違いだ。確かに佳奈美の水着姿は魅み力りよく的だが、大吾は「ふぇ……？」中学時代にしょっちゅうその姿を見ているのだ。このくらいでどうということはない。


　それに、佳奈美は外見だけでなく中身も伴ともなっている「えっと……私なんで……」からこそ魅力的なのだ。いくら外見が佳奈美と同じでも「そっか。お兄ちゃんの背中を流すんだよね」中身がリンでは魅力は半減以下……ってちょっと待てぇぇぇええええ!!


「か、佳奈美っ……!?」


　グリン、と一八〇度回転して振り返る。


「？　うん。どうしたのお兄ちゃん？」


　すると、佳奈美はこちらを見て不思議そうにきょとんと首を傾げた。


　その仕草と表情を見て、すぐに理解する。


　これはリンの演技じゃない。明らかに人格が入れ替かわっている！


「何か用事？　かゆいところとかあった？」


「あ、いや、その、そういうわけじゃ……」


「それじゃあ、背中向けて。このままじゃ洗えないよ。ほらほら」


　佳奈美に促うながされ、大吾は「お、おう……」と再び佳奈美に背中を向ける。だが、頭の中は混乱したままだった。


　何かのアクシデントで人格が入れ替わってしまった、などということはないだろう。


　恐おそらくは確信犯。リンは初めからこうするつもりだったのだ。


　つまり、残り約一五分、水着姿の佳奈美とここで過ごさなければならない。


（待て待て待て。冷静になるんだ……！）


　佳奈美が再びゴシゴシと背中を洗い始めたのを感じながら、大吾は必死に自分自身に言い聞かせる。


　確かに予想外の事態ではあるが、そこまで動どう揺ようすることではないはずだ。ただ、兄妹きようだいで仲良く風ふ呂ろに入るだけ。昔はよくあったじゃないか。


　そう。落ち着いて考えれば別にどうってことはない。ノープロブレム。


「んしょ……お兄ちゃん、大きいね」


「大きくなんてなってないっ!!」


「ふぇ……？　背中……」


「……あ、ああ。背中、背中ね。あは、あははははは……」


　浴室に大吾の乾かわいた笑い声が響ひびく。背後では佳奈美が首を傾げているのが気配で伝わってきた。


　何言ってんだ俺……テンパりすぎだろ!?　気をしっかり持つんだ早はや川かわ大吾！


　挙動不ふ審しんの大吾に首をひねりつつも、佳奈美は再び背中を洗い始める。どういう風に記き憶おくを補ほ塡てんしたのかわからないが、とにもかくにもこの状じよう況きようを受け入れているらしい。


　もう、こうなってしまった以上は仕方ない。どうにか最後まで耐たえ抜こう。何に耐えるのかはよくわからないが。


「んしょ……んん……」


　健けな気げにも力を込こめて献けん身しん的に洗ってくれる佳奈美。お兄ちゃんの背中をしっかり洗ってあげようというその気持ちは兄としてとても嬉うれしい。


　嬉しい……のだが。


「ふぅ……ん……うぅん……んん……」


　いや、わかってる。佳奈美は一いつ生しよう懸けん命めい力を込めようとしているだけで、他意はない。


　それはわかってるんだけど……でも、そんな悩なやましげな声をずっと出されると……こう……なんというか……。


「お兄ちゃん、気持ちいい？」


「お、おう。佳奈美は？」


「え……？　わ、私……？」


「あ、い、いや、な、なんでもない！」


　しどろもどろになりながら失言を撤てつ回かいする。


　ごめんなさい。もう俺はダメかもしれません。色々な意味で。


（ええい！　何か他ほかのことを考えろ！）


　背中に神経を集中させるとロクなことにならないので、別のことを考える。





『外からでは姉ねえ様さまも見抜けなかったみたいだけど、この子に憑ひよう依いしているリンにはわかる。この子とその男に繫つながっている縁は、明らかに血縁のそれじゃない。そいつはこの子と血なんて繫がってないわ』





　……なぜ今、こんな台詞せりふを思い出してしまうのだろう。


　言われなくてもそんなこと、とっくにわかっていたはずなのに。


「はい。終わったよお兄ちゃん。それじゃ、流すね」


　と、その時。背後から聞こえてきた佳奈美の声で、大吾は現実に引き戻もどされた。


「あ、ああ。頼たのむ」


　大吾の答えに「は～い」と応じ、佳奈美が背中をシャワーで流してくれる。


　よかった……ようやく、ようやくこの苦行から解放される……！


　と、思っていたのも束つかの間、


「それじゃあ、今度は頭を洗うね」


　シャワーを止めた佳奈美は、悪意など微み塵じんも感じられない笑顔でそう言った。


「ちょ、ちょっと待て！」


　大おお慌あわてで振ふり返る。間違いなく純度一〇〇パーセントの好意からくる言葉だろうが、その申し出は受けられない。これ以上は色々と限界だ！


「あ、頭は自分でやるから！　なっ？」


「え？　でも、せっかくだから。遠えん慮りよしなくていいよ」


「いやいやいや！　じゃ、じゃあ、俺が佳奈美の頭を洗おう。これでおあいこだ」


「それなら私がお兄ちゃんの頭を洗った後に洗って。ね？」


「あ～いや、でも……」


　なんとか佳奈美を説得しようと、懸けん命めいに頭を働かせる。


　どうも佳奈美は「今日はお兄ちゃんを洗うのは私の役目だ」くらいに思ってしまっているらしい。こうなってしまうと、責任感の強い佳奈美は頑がん固こだ。説得は難しい。


　しかし、諦あきらめるわけにはいかない。はっきり言って、これ以上の生き地じ獄ごくには耐えられる自信がないのだ。


「その、佳奈美、あのな……」


「まぁまぁ。どっちにしても、とりあえずシャンプーを……ふわっ!?」


　とその時、大吾を宥なだめながら反対側のシャンプーに手を伸のばそうとした佳奈美が、つるっと滑すべってこちらに倒たおれ込んできた。


「なっ……!?」


　反射的に腕うでを広げ、どうにか佳奈美の身体からだを受け止める。


　しかし、支えきることまでは出来ず、二人は折り重なって浴室の床ゆかに倒れた。


「いて……だ、大だい丈じよう夫ぶか佳奈美？」


「う、うん。お兄ちゃんこそ、怪け我がはない？」


「あ、ああ。多分大丈夫だ」


「そっか……よかった。えへへ……失敗しちゃった」


　転んでしまったことが恥はずかしかったのか、照れ笑いを見せる佳奈美。


　そんな佳奈美の笑顔も超ちよう絶ぜつ可愛かわいい……のだが、今はそれよりも。


（この体勢は……まずい！）


　佳奈美の水着姿は見慣れているとはいえ、こんな密着状態になったのはもちろん初めてだ。


　佳奈美の体温も、柔やわらかさも、息いき遣づかいも、全すべてが互たがいの身体を通じて直じかに伝わってきて、否応なしに頭の芯しんが熱くなってくる。


　いや、もちろんやましい気持ちなんてない。ないのだが、しかし、やはり男である以上、たとえ相手が妹でも本能は抑おさえきれないわけで……って誰だれに言い訳してるんだ俺は。


　とにかく、この密着状態を一刻も早く脱だつしなければ。


　そう思い、佳奈美の肩かたに手をかけようとしたところで、


（……いや、待て）


　ふと思い留とどまる。


　今回、リンから出された命令の内容は二つだ。


　二〇分一いつ緒しよに風呂に入ること。そして、自発的に佳奈美に触ふれないこと。


　ということはつまり、たとえこの状態を脱するためであったとしても、佳奈美に自分から触れた場合、それは命令違い反はんということになるのではないだろうか。


　危ない危ない。こんなところであっさり失格になったら、後こう悔かいしてもしきれない。


「か、佳奈美。怪我がないなら、そろそろ起き上がってくれないか？」


　こちらから引き離はなせない以上、向こうに動いてもらうしかない。


　大吾はそう提案したが、


「う、うん。そうしようと思ってるんだけど……」


　それを聞いた佳奈美はなぜか表情を曇くもらせた。


「なんだか床がぬるぬるしてて、上う手まく起き上がれないんだよ」


「床が……？」


　試ためしに床に触れてみると、確かにぬるぬると滑りやすくなっている。


　この匂においと感かん触しよくは……。


（ボディーソープ……そうか！　リンの奴やつ……！）


　恐らく、スポンジに垂らすと同時に床にも大量に垂らしておいたのだろう。佳奈美が転んでしまったのも恐らくこれが原因だ。


　あるいは、こうなることも初めから計算済みか。


　だとしたら、なんて恐ろしい奴……！


「それに、足が絡からまっちゃって上手く抜ぬけないみたい。お兄ちゃん、解ほどける？」


「そうなのか？　よし、ちょっと見てみ──っ……」


　足の絡まり具合を確かめるために首を持ち上げようとして、慌あわてて顔を背そむける。


　やばい。佳奈美が覆おおい被かぶさっているこの体勢で首を持ち上げると、必然的に佳奈美の胸むな元もとを覗のぞき込むような形に……！


「お兄ちゃん、どうしたの？　なんだか顔が赤いけど……のぼせちゃった？」


「え？　あ、ああ！　そうかもな！」


　佳奈美の質問に不自然なほど何度もこくこく頷うなずく大吾。まさか本当のことを言うわけにはいかない。


　しかし、だからといって堂々と見るわけにもいかないし……。


（……こうなったら）


　どうにか足の感覚だけで抜け出すしかあるまい。


　そう決意し、大吾はおっかなびっくり慎しん重ちように足を左右に動かす。が、


「ひゃんっ！」


　その瞬しゆん間かん、佳奈美が可愛い悲鳴を上げた。


「わ、悪い。痛かったか？」


「そうじゃなくてぇ……や、やだお兄ちゃん、そんなとこ触さわっちゃ……！」


「う、あうあ、あううああうあ……」


　妙みように艶つやっぽい佳奈美の声に頭の中がどんどん沸ふつ騰とうしていく。


　違ちがうんだ佳奈美！　お兄ちゃんは決してわざとやってるわけじゃないんだ！


　ていうか、そんなとこってどこですかっ!?


「ひゃうっ……お、お兄ちゃんだめぇ……」


　延々と続く佳奈美の嬌きよう声せい。


　それを必死に意識の外に追い出しながら、大吾はひたすらに足を動かして試行錯さく誤ごを繰くり返すのだった。








「はぁ……はぁ……はぁ……」


　しばらくして、大吾はどうにか危険な体勢を脱することが出来た。


　具体的にどうやったのかは覚えていない。佳奈美の声から意識を逸そらすのに精せい一いつ杯ぱいでそれどころではなかった。


（くそっ……残り後何分だ？）


　防水機能付きの腕時計で時間を確かく認にんする。


　残りは……後三分。恐おそらく、カップラーメンが出来るのを待つより遥はるかに長く感じられることだろう。だが、なんとしても耐たえ抜かねば……！


　そんな風に、大吾が無む駄だに悲ひ壮そうな心構えをしていると、


「な、なんだか疲つかれちゃったね。頭洗うのはまた今度にしよっか」


　ここで佳奈美からナイスな提案が。


　これはまさに渡わたりに船。一気にゴールが見えてきた！


「そうだな。うん、それがいい！」


　もちろん、即そく座ざに承しよう諾だくする。


　よし、後はゆっくり雑談でもして──


「じゃあ、最後に一緒に入ろうよ」


　だがしかし。


　佳奈美はニッコリ笑顔でそう言うと、湯の張ったバスタブを指さした。


　…………なにぃぃぃぃいいい!?


「……い、いやいや、うちの風ふ呂ろ一人用だし、二人で入ると狭せまいだろ？」


「大丈夫だよ。お兄ちゃんが先に入って、私はお兄ちゃんの両足の間に座るから。それならいいでしょ？」


　全然よくない!!


　確かに一緒にテレビを見る時に、たまに佳奈美が両足の間に座っていることはある。


　佳奈美は恐らくそれと同じ感覚で提案したのだろうが、服を着た普ふ段だんの状態と水着の状態の今では全然違うわけで……！


「きょ、今日はもういいんじゃないか？　ほら、しっかり洗ったし……」


「え～……でも、せっかくお湯を張ったのにもったいないよ～」


「うぐっ……」


　佳奈美の正論に思わず唸うなってしまう。


　確かに、わざわざお湯を張っておいて入らないという方が不自然だ。しかし、ここで佳奈美の提案を受け入れてしまうと、また先さき程ほどと同様、あるいはそれ以上の密着状態にならざるを得ないわけで。


（ああああああ……！）


　そう考えると同時に、先程まで感じていたあれやこれやの感触が鮮せん明めいに思い出される。


　必死に忘れようとしていたのに、考えないようにすればするほど次々と思い出されてきて……！


（忘れろ……忘れるんだ……!!）


　脳内を埋うめ尽つくしていく煩ぼん悩のうを振り払はらうべく強く念じるが、効果なし。


　このままではリンの思う壺つぼだ。こうなったら……！





　ゴッ!!





　浴室内に鈍にぶい衝しよう突とつ音が響ひびいた。


「……お、お兄ちゃん……？」


　佳奈美が啞あ然ぜんとした声を上げる。が、それに構わず、


「ふんっ！（ゴスッ！）　ふんっ！（ガスッ！）」


　大吾はひたすら自分の頭を浴室の壁かべに叩たたきつけ始めた。


「お、お兄ちゃん何してるのっ!?」


　我に返った佳奈美が大おお慌あわてで大吾を止める。


「いや、ちょっと頭痛がしてな……」


「それは今頭をぶつけてるからだよ！」


　額を押さえながらよろける大吾に佳奈美がツッコむ。


　これはさすがに痛い。痛いが……しかし、これで少しは冷静に──


「あぅ……痛そう。すごい赤くなってるよ……」


　と思ったのも束つかの間、佳奈美が心配そうな顔でにゅっとこちらの顔を覗き込んできた。


　うあ……今そんなに顔を近付けられたらまた……！


「ふんっ！（ドゴッ！）　ふんっ！（ボゴッ！）　ふんっ！（ズゴッ！）」


「あああ！　お兄ちゃんダメだってば！」


　再び頭を叩きつけ始めた大吾を、佳奈美は背後から羽は交がい締じめにしてどうにか壁から引き離した。


「さっきからどうしたのお兄ちゃん!?」


「いや、また少し頭痛が……」


「これじゃ余計に悪化しちゃうよ！」


「そんなことないぞ？　ほら、現に段々と痛みが薄うすれて……」


「それは痛みのあまり意識が遠くなってるだけだよ！　お兄ちゃんしっかりして！　お兄ちゃん！」


　意識が朦もう朧ろうとしている大吾を、佳奈美が必死に介かい抱ほうする。


　そんな中、仰あお向むけに倒たおれて浴室の天てん井じようを見上げた大吾は、


（やっぱ……妹と一緒に風呂に入るのは子供の時に限るな……）


　そんな深いような深くないようなことを考えながら、やがて意識を失ったのだった。








「で、バスタオル一枚で気絶してこの子に運び出されたと。……ぷぷ」


「笑い事じゃねぇよ……！」


　その後。


　大吾が自室で意識を取り戻もどすと、また佳奈美とリンの人格が入れ替かわっていた。やはり風呂でのことは確信犯だったらしい。


「話が違うぞ！　なんで佳奈美と一緒に入ることになってんだよ！」


「あら、リンは『一緒に入りなさい』って言っただけよ。リンと、なんて言ってないわ」


「ぐっ……！」


　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする大吾。それを見たリンはふっと小さく笑った。


「けれど、気絶するまでに二〇分は経たっていたようだし、今回は大目に見て達成ということにしてあげる。一応、頑がん張ばっていたようだしね」


「はっ！　このくらい楽勝だっつーの！」


「その割には息も絶え絶えじゃったように見えたがの……」


　腕うで組ぐみをして強がる大吾にミコトのツッコミが入る。もちろんスルーである。


「で、二つ目の命令は!?」


「んー……そうね。またしばらく考えるわ」


「……お前、そうやってのらりくらりと引き延ばして佳奈美の身体からだを返さないつもりじゃないだろうな？」


　のんきな顔でそう言うリンにジト目を向ける。すると、リンは心外だという風に眉まゆをひそめた。


「あなた達人間と一いつ緒しよにしないで。きちんと約束は守るわ。それじゃあ、おやすみ」


　ひらひらと手を振ふって、リンが部屋を去って行く。


「……ああ、おやすみ」


　その背中に向けてそう答えた後、大吾はゆっくりと立ち上がってふらふらとベッドに向かった。


「む。今日はもう休むのかの？」


「ああ……今日は疲れた……」


　疲れ切った声で返事をしながらベッドに倒れ込む。


　明日あしたからまた学校だし、きちんと体力を回復しておかなければ。


「しかし、お主をそこまで弱らせるとは……一体風呂で何があったのじゃ？」


　普段では考えられないほどへろへろの大吾を見てミコトが尋たずねる。


　すると、大吾は遥か彼方かなたの天てん竺じくに思いを馳はせるような遠い目をして、


「ミコト……あそこはな。天国に一番近い地じ獄ごくだったよ……」


　そう、しみじみと呟つぶやいた。


「ど、どういう意味じゃそれは？」


「そのままの意味だ……じゃ、おやすみ……」


　その言葉を最後に、ぐーぐーと寝ね息いきを立て始める大吾。


「ま、待つのじゃ！　そんなことを言われたら気になって眠ねむれぬではないか！　これ！　お主だけ気持ちよさそうに眠るでない！　説明せぬかーっ！」


　慌あわてて大吾の身体を揺ゆするが、もちろん返事はなし。


　結局、この日一番の被ひ害がい者しやは、一人眠れぬ夜を過ごすこととなったミコトであった。




　　第三章　君は誰だれとキスをする？







　どうにかこうにか困難（？）な最初の命令を達成し、一夜明けた月曜日。


　大だい吾ごと佳か奈な美みはいつも通りの時間に登校し、途と中ちゆうで恵え怜れ菜なや由ゆ美みと合流した。途中からは同じ道だからということで、最近になって毎日待ち合わせをすることにしたらしい。


「しかし、迂う闊かつでしたわ。佳奈美と一緒に登校するということは、セットで先せん輩ぱいが付いてくるということでしたわね」


「人をおまけみたいに言うなよお前……」


　朝からひどい言い草の恵怜菜に、大吾がげんなりした声で答える。


「別におまけなんて言うつもりはありませんわ」


「そうか？　じゃあいいけど」


「ええ。おまけというのは付いていて得をするものですわ。ですから先輩はおまけではありません」


「ごめん。やっぱ全然よくねぇ」


　すまし顔でそう言う恵怜菜に、大吾は横に首を振る。


　態度から察するに、多分、恵怜菜は『おまけ』という言葉の意味の解かい釈しやくを指し摘てきしただけ（正確には損得は関係ないと思われる）なのだろうが、それがナチュラルに罵ば倒とうになっているのが恐おそろしい。


　志し保ほといい恵怜菜といい、どうして自分の周りには嗜し虐ぎやく心しんに富んだ女性が集まるのだろうか。そのうちおかしな快感に目覚めてしまいそうだ。


　まぁ、佳奈美に責められるならそれはそれでいいかもしれないけど。


「あの、先輩？　何か変なことを考えてませんか？」


「え？　い、いや、別に」


　と、ここで少し離はなれた位置にいた由美から予想外の鋭するどいツッコミが。思わず返事がどもってしまった。


「ならいいですけど……佳奈美さんに変なことしちゃダメですよ？」


「も、もちろんだ！」


　微び妙みように疑いの目を向けてくる由美に、なるべく力強く答える。


　どうもこの間のスタジオでの一件以来、由美の自分を見る目が厳しくなっている気がする。あれはあくまで演技だと説明したのに……。


「由美ちゃん、変なことってなに？」


　すると、これまでの話を聞いていた佳奈美が不思議そうな顔で由美に尋ねた。


「へ？　え、えーっと、それは、その……」


　由美が視線を宙に彷徨さまよわせながら言い淀よどむ。佳奈美は純じゆん粋すいに疑問に思って聞いたのだろうが、これは誰でも返答に窮きゆうするだろう。


　普ふ段だんなら助け船を出してあげるところだが、今日は黙だまって見守ることにする。


　ふっ……いつまでも人を疑っている罰ばつだ。せいぜい恥はずかしい思いをするが良い！


「そ、そうですね……例えば、一緒にお風ふ呂ろに入ったりとか……」


「え？　それなら昨日──」


「のおおぉぉぉぉおおおおおお!!」


　人類が持つ限界ぎりぎりの反射速度で、大吾は佳奈美の口を塞ふさいだ。


「昨日……なんですか？」


「昨日……なんですの？」


　後輩二人が氷点下一千度くらいの視線をこちらに向けてくる。


　まずい。これはバレたら言い訳する間もなく殺されかねない。


「き、昨日久しぶりに二人で念入りに風呂の掃そう除じをしたんだ！　ほら、ほっとくとカビとか生えちゃうだろ!?　なっ！　佳奈美！」


　口を塞いだまま、半ば強ごう引いんに佳奈美を頷うなずかせる。


　先さき程ほどまで高みの見物気分だったのに、いつの間にかこちらが窮きゆう地ちに立たされていた。


　これが厳しい競争社会を生き抜ぬいてきた処世術だとでもいうのか。


　恐るべし、現役アイドル……！


　などと、大吾が一人戦せん慄りつしていると、


「……まぁいいです。これ以上追つい及きゆうしても仕方がなさそうですし」


　由美は意外にもあっさりと矛ほこを収めた。


「そうですわね」


　同時に、恵怜菜もこちらから視線を外す。どうやら今回は見み逃のがしてくれるらしい。


　よかった……この後輩達にも一応、慈じ悲ひの心はあったか。


「でも、後で水みな瀬せ先輩にはきちんと報告しておきましょう」


「ええ。とりあえず報告ですわ」


　前言撤てつ回かい。この二人は確実に俺を殺やる気だ。


「あ、志保姉ねえだ」


　と、そこで佳奈美がとんでもない一言を。


「本当ですね。早さつ速そく報告しましょう」


「さっ、行きますわよ」


「やめてくれぇぇえええ!!」


　少し先に左右に揺れるポニーテールを見つけた佳奈美と由美が小走りに後を追い、それに続いて恵怜菜が引きずるようにして大吾を連行する。気分はまさに刑けい場じように引き出される罪人そのものだ。


　通学路で公開処しよ刑けいなんてひどすぎる！　これは憲法違い反はん（憲法第三六条）だ！


「志保姉、おはよう！」


　駆かけ寄った佳奈美が元気よく志保の背中に挨あい拶さつする。と、


「っ……」


　振り返った志保は、驚おどろきとも戸と惑まどいとも違ちがう、言葉では表現しにくい複雑な表情をした。


「志保姉……？」


「ご、ごめん。おはよう、佳奈美ちゃん」


　そんな表情を見せたのも一いつ瞬しゆん、すぐさま笑え顔がおに戻もどって挨拶を返す志保。だが、その笑顔は慌てて取り繕つくろったような、どこかよそよそしいものに見えた。


「水瀬先輩、おはようございます。ところで、ちょっとお話が……」


「ごきげんよう先輩。そうですわ。実は先程……」


　佳奈美に追いつくと、挨拶もそこそこに早速報告を始めようとする後輩二人。恵怜菜にがっちりと腕うでをホールドされていて逃にげることもかなわない。


　というか、なんでそんなに殺る気満々なの!?　何か俺に恨うらみでもあるんですか!?


　そんな感じで、大吾がこれから繰くり広げられるであろう凄せい惨さんな光景を想像しながら涙なみだ目めで志保を見ると、


「……大吾……」


「あ……」


　どこか気まずそうにこちらを見る志保を見て、今いま更さらながら思い出す。


　そういえば、昨日の出来事が強きよう烈れつすぎて頭から飛んでしまっていたが、志保と顔を合わせるのは一昨日おととい、事情を話すために家に呼んで以来だ。あの時、突とつ然ぜん帰ってしまった志保の様子は明らかにおかしかった。


「……おはよ」


「あ、ああ……おはよう」


　一応挨拶をしてくれたので挨拶を返すが、いつものような元気も覇は気きもない。


　そんな志保の姿に佳奈美や恵怜菜、由美も戸惑っているようで、その場にどことなく重苦しい沈ちん黙もくが降りた。


「……え、えーっと……」


　何か声をかけようと思うが、上う手まく言葉が出てこない。


　志保が落ち込んで元気をなくす姿はこれまで何度か見たことがある。


　そんな時は少しからかって発奮させてあげるのが彼女にとって一番効果的なのだが、今回はいつもとは微妙に異なる気がした。


　果たして、どういう言葉をかけたらいいのだろうか。


「……あたし、ちょっと急いでるから。また教室で」


「お、おい……志保……！」


　だが、大吾があれこれと迷っている間に、志保はくるりとこちらに背を向けると足早に学園の方へ歩いて行ってしまった。


「……う～ん……」


　その背中が遠ざかっていくのを見つめながら、大吾は呻うめきにも似た声を漏もらす。


　志保とはもう長い付き合いだが、こんな雰ふん囲い気きになったのは初めてのことだ。どう対処してよいのか、まるでわからない。


「……お兄ちゃん、志保姉と何かあったの？」


　すると、困り果てた様子の大吾を見た佳奈美が心配そうにそう尋たずねた。


「いや、何かあったというか……」


　あったといえばあったのだが、その結果としてなぜ志保がああいう状態になってしまったのかがわからない。その原因さえわかれば少しは対処できそうなものなのだが……。


「よくわかりませんが、どうせ悪いのは先輩の方でしょうから、謝った方がいいのではなくて？」


「お前な……」


　問答無用でこちらを悪者扱あつかいする恵怜菜に抗こう議ぎの目を向ける。


「ですが、何が悪いのかわからないままで謝るのは逆効果だと思います。とにかく謝っておけばいいという態度に見えてしまいかねませんし……」


「その意見には一理あるが……俺が悪いのは決定なのか？」


「「当然です（わ）」」


「さいですか……」


　きっちりハモって答える二人にがっくりうなだれる。後輩二人の自分に対する信用度は限りなくゼロに近いようだった。


（……けど）


　志保が帰った後、リンも『あなたのせい』と言っていた。あの時はそれほど気に留めていなかったが、あるいは彼女の言う通りなのかもしれない。


　今はリンからの命令の達成が最優先とはいえ、このまま放置しておくわけにもいかない問題だ。どうにかしないと……。


「お兄ちゃん……」


「……大だい丈じよう夫ぶだ。そんな顔するな」


　佳奈美の頭の上に手をのせてナデナデしながら、安心させるように微び笑しようを浮うかべる。


　これ以上、佳奈美に心配をかけるわけにはいかない。もちろん恵怜菜や由美にも。


　そして何より、志保のあんな顔をこれ以上、見ていたくはない。


「さぁ、行こう。ぐずぐずしてると遅ち刻こくするぞ」


　なるべく明るい声で三人にそう促うながし、再び学園に向けて歩き出す。


　これからどうすべきなのか。自分に何が出来るのか。


　少しでも早く、その答えを見つけなければ。








　その日の放課後。


　授業が終わると同時に、志保は逃げるように教室を出て生徒会室を訪おとずれた。


　まだ仕事が残っている、というわけではない。第一、今は試験前で部活動は禁止だ。


　にもかかわらず、志保が生徒会室を訪れた理由は、


「……何してるんだろ、あたし……」


　ぼうっと壁かべに貼はられた予定表を眺ながめながら、力なく呟つぶやく。


　昨日もこんな状態だった。


　試験勉強にも身が入らず、ただ時間が過ぎてゆくだけの一日。


　そして、今日。自分は大吾から逃げている。彼と話すことを拒こばんでいる。


（なんで……？）


　怖こわいから。


（何が？）


　最後の希望を、心の支えを失ってしまうのが。


（……そうなの？）


　どんなに互たがいを想おもっていても、兄妹きようだいである以上、結ばれるはずがない。


　それが、自分にとって唯ゆい一いつ残された希望だった。


　そういうことなの？


「違うっ……！」


　怒いかりの色の滲にじんだ声が喉のど奥おくから溢あふれ出る。


　それは敗者の発想だ。敗北を受け入れた者の最後の悪あがきに過ぎない。


　小学生の時以来、ずっと心の中で大切にしてきたこの気持ちが、そんなに情けないもののはずがない。


（……でも）


　それなら、どうして大吾を避さけているのだろう。


　一体、何に対して恐きよう怖ふしているのだろう。


　あたしは、何を望んでいるの？


　そんな風に、志保が一人自問自答していると、


「志保、いる？」


　控ひかえめなノックと共に、聞き慣れた声が扉とびらの向こうから聞こえてきた。


「琴こと音ね……？」


「ああ、やっぱりここにいた。入るわよ」


　がちゃりと扉が開いて、琴音が顔を覗のぞかせる。


「どうしたの？　今週から試験だし、勉強はいいの？」


「それは志保も同じことでしょう？　勉強しているようには見えないけれど」


　琴音が何も置かれていない机を指さす。


「こ、これからしようと思ってたの！」


「何それ、小学生みたい」


　とっさに出た志保の言い訳に、くすくすと笑う琴音。


　バツが悪くなり、志保はつい唇くちびるをとがらせた。


「ふん。どうせあたしは子供っぽいですよ」


「拗すねないの。それより、何かあったの？」


　唐とう突とつに核かく心しんを衝つかれ、志保は一瞬、息を詰つまらせた。


「べ、別に？」


「ごまかしても無む駄だよ。志保はすぐ顔に出るんだから。朝や昼休みに会った時も、明らかに変だったもの。早はや川かわ君と何かあったんでしょう？」


　既すでに何もかも見み抜ぬかれてる。志保は諦てい念ねんのため息を漏らした。


　この親友相手には、恐おそらくどんな小細工も通用しないだろう。


「……話しても、いい？」


「もちろんよ。どんなことでも」


「……ありがと」


　琴音が志保の正面の席に腰こし掛かける。それを見てから、志保は語り始めた。


　一昨日突然、大吾の家に呼ばれたこと。そしてその際に、大吾と佳奈美に血が繫つながっていないのを知ったことを。


　呼ばれた理由については、佳奈美の友達作りに協力して欲しいと頼たのまれたことにした。神様うんぬんについては自分の悩なやみと直接関係がないし、何より、志保自身上手く説明できる自信がなかった。


「そうだったの……」


　話を聞き終えた琴音が思し慮りよ深げに頷うなずく。


「うん。あいつは昔から知ってたみたい。佳奈美ちゃんはどうかわからないけど」


「聞いてないの？」


「……うん。大吾が聞いてないのに、あたしが聞くのもね」


　いっそのこと聞いてしまおうかとも考えたが、結局やめた。


　恐らく、大吾はそれを望まないだろうから。


「それで、志保はどうしてそこまで落ち込んでるの？　もう勝ち目はないって思ってるから？」


「……それも、あると思う」


　認めたくはない。しかし、認めざるを得なかった。


　琴音と話している間に、志保も少しずつ自分の気持ちを整理することが出来ていた。


「あたしね、大吾はあたしの気持ちには気付いていないんだと思ってた。単に鈍どん感かんなんだと思ってた。でも、本当は違ちがうのかもしれない。あいつはあたしの気持ちには気付いてて、でも、あいつの気持ちは別の人にあって、だから、気付かないふりをしてたんじゃないかって……そう、思って……」


　そう語っているうちに、声が情けなく震ふるえてしまった。


　何も、今になって初めて考えたことではない。ずっと、心のどこかでそう思っていた。


　だが、大吾がこれまで佳奈美以外の女の子に興味を示したことは、志保の知る限りでは一度もなかった。だからこそ、単に鈍感なだけだと思っていたのだ。


　しかし、佳奈美が大吾にとって恋れん愛あい対象足り得うる存在なのだとすれば、話は全く違ってくる。


「なるほどね。志保の言うことはわかるわ」


　琴音はゆっくりと一つ頷き、





「でも、私は違うと思う」





　ほとんど確信に近い口調で、はっきりとそう言った。


「え……!?　ど、どうして!?」


「教えてあげてもいいけど……その前に一つ聞かせてくれない？」


「何を？」


「どうして志保が早川君を好きになったのか」


「え……えぇぇぇえ!?」


「いいじゃない。ずっと聞いてみたいと思ってたの。もし話してくれたら、私も教えてあげるから」


「う……うぅ……」


　どことなく楽しそうな琴音に、志保は子犬のように小さくなって唸うなる。


　恥はずかしいので出来れば話したくないが、琴音の話はどうしても聞きたいし……。


「わ、わかったわよ。けど、話したら絶対に教えてよね！」


「もちろん。さぁ、どうぞ」


　琴音が笑え顔がおで先を促す。志保はなおも少し躊ちゆう躇ちよした後、思い切って口を開いた。


「あたしが大吾と初めてきちんと会ったのは、小学三年生の時だったわ」


　志保の通っていた小学校は二年ごとにクラス替がえが行われており、大吾と初めて一いつ緒しよのクラスになったのが三年の時だった。


　一応、これが志保にとって大吾との運命の出会いだったわけだが……。


「実を言うとね、あたし最初はあいつのことあんまり好きじゃなかったわ」


「あら？　どうして？」


「あいつのシスコンぶりは当時からもう異常だったのよ。特に佳奈美ちゃんが入学してからの奇き行こうは生徒達の間でも有名だったわ」


「そ、そう……」


　不ふ機き嫌げんそうな志保に思わず苦く笑しようする琴音。


　琴音も高校入学後の大吾の奇行の数々を知っているだけに、小学生時代の志保がそう思うのも無理はないと言わざるを得なかった。


「でも、あの時からそれが変わった」


「あの時？」


「学級委員選挙。まぁ、選挙って言っても手を上げて多数決を取るだけなんだけどね」


　三年生になった志保は、密ひそかに学級委員をやりたいと思っていた。


　小学校、特に低学年においては、どうしても目立つ人気者が選出されやすい。


　だが、そういう人に限って目立つことばかりやり、地味な仕事は他人にやらせてしまう傾けい向こうがある。志保はそれが大いに不満だった。


「でも……当時のあたしは目立つ方じゃなかったし、何より、自分をアピールするのが苦手だった。だから、地味なアピールしか出来なかったの。授業の合間に黒板を綺き麗れいにしたりとか、花か瓶びんの水をこっそりかえたりとか」


　だが、そんな地味な努力を見ている者などいるはずもない。


　そうして、大したアピールも出来ないまま時は過ぎ、選挙当日。


　立候補かあるいは推すい薦せんはないか尋たずねる担任に対し、志保は何も出来なかった。今思えば立候補すればいいだけのことなのだが、当時の自分にはそんな大それたことをする勇気がなかった。


「その時、真っ先に手を上げたのが……大吾だった。てっきり立候補するのかと思ったら、違った。いきなりあたしを指さして、『俺は水瀬を推薦する』って、そう言ったの」


　人気者どころか、クラスメイトの大半が志保の名前すら知らなかった当時のこと。


　当然、クラス内では不満の声が上がった。


「その時、あいつはあたしが毎日やってた地味な行動を一つ一つ挙げた。そして、『学級委員ってのはクラスのことを一番考えている奴やつがやるべきだ。だから水瀬を推薦する』って、そう言ってくれた。皆みんなその説明に納なつ得とくして、結局、クラス全員の賛成であたしは学級委員に選ばれた」


　嬉うれしかった。


　友達も、他ほかのクラスメイトも、先生ですら見てくれていなかったのに。


　大吾だけは、自分のことを見てくれていた。


　学級委員になったことよりも、そのことが何より嬉しかった。


「学級委員になってからも、あいつは誰だれに言われてもいないのに手伝ってくれた。あたしが一人で困っている時や大変な時、『手伝ってやろうか？』って、笑顔で声をかけてくれた」


　そんな関係がずっと続いた。幸運にも四年生から六年生の間も一緒のクラスになり、中学でもずっと同じクラス。


　一緒にいる時間が長くなり、いつからか隣となりにいることが当たり前の存在になり。


　そして、これからもずっと隣にいて欲しいと、そう思うようになった。


「へぇ～……そんなことが」


「ま、まぁ、そういうわけで……その……」


「惚ほれてしまった、と」


「……うぅ……」


　ストレートにそう言われ、志保はますます顔を赤くする。


　単純と言われても仕方がないと思うが、こればっかりは自分でもどうしようもなかった。


「でも、今の話を聞いて確信したわ。志保の考えは絶対に間違ってる」


「な、なんで!?」


「う～ん……簡単に言うとね。あなた達って、似た者同士なのよ」


　その言葉に、志保はしばし呆ぼう然ぜんとした。


「大吾とあたしが!?　どの辺が!?」


「自分のことを考えていないところ」


　身を乗り出して質問する志保に、琴音が即そく答とうする。


「二人とも同じなのよ。他人のことを一番に考えていて、自分のことは二の次。早川君が志保のことを見ていたのは、きっと自分と似た人間だったから。だから、すぐに目に付いたのよ」


「そうかなぁ……」


「そうよ。だからこそ、自分に対する気持ちには目が向かない。特に早川君の場合は佳奈美ちゃんに目が向いてるから、なおさらでしょうね」


「け、けど……」


「じゃあ聞くけど」


　いまいち納得がいかない様子の志保に、琴音は畳たたみかけるように尋ねた。


「知ってる？　志保のことが好きな男子は、この学校に山ほどいるのよ」


「へ……？」


　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったような顔をする志保。


「う、噓うそよ！　あたし告白されたことだってないし……！」


「それは勝算がないから初めから諦あきらめてるだけよ。それでも、うちの役員にだってさりげなくアピールしてる人はいるのよ？　志保が気付いてないだけで」


「そ、そうなの……？」


「志保は早川君を鈍感だって言うけど、あなたも似たようなものよ。そういうところも似ているわけ」


「……なんか納得いかない……」


　恐おそらく正しいのだろうが、あの非常識男と似ているというのはどうにも心外だ。


　ふくれっ面つらをする志保に、琴音は困ったような笑えみを浮うかべた。


「だから、彼も単に志保の気持ちに気付いていないだけだと思う。もし気付いていれば、何かしらの答えを返そうと努力するはずよ。それとも、早川君は人の気持ちに応こたえようとしない不誠実な人間だと思うの？」


　じっと志保の瞳ひとみを見つめて、そう問いかける琴音。


「……ううん。そんなことない」


　その問いに、志保はすぐ首を横に振ふる。


「そんなこと、絶対にない」


「……そう」


　いつも通りの芯しんの通った頼たのもしい志保の声に、琴音は嬉しそうに微笑ほほえんだ。


「あたし、きちんと話してみる。何もかも、全部ぶつけてみる。どういう結果になったとしても後こう悔かいはしない。諦めた方が、ずっと後悔すると思うから」


　全身から溢あふれてくる何か強い力を声に乗せて、そう宣言する。


　先さき程ほどまでの空くう虚きよさが噓のような清すが々すがしい気分。


　今ならどんなことだって出来る。そんな気にさえさせてくれる。


「頑がん張ばれ、志保」


「うん。ありがと、琴音」


　唯ゆい一いつ無二の親友の言葉に感謝しながら、志保は天てん井じようを見上げて拳こぶしを握にぎりしめる。


　もうあれこれ悩なやむ時間は終わりだ。後は行動あるのみ。


　待ってなさいよ、大吾!!








　同日の夜。


　夕飯を終えた大吾がいつも通り自室でくつろいでいると、突とつ然ぜん、携けい帯たい電でん話わでリンに呼び出された。


「何だ？　まさか、もう二つ目の命令が決まったのか……？」


「わからぬが……ともかく行くしかあるまい」


　相変わらず大吾の部屋でゴロゴロしていたミコト（もう慣れた）と共に佳奈美の部屋の前に向かい、軽くノックする。すると、すぐに「入っていいわよ」と返事があった。


　それを確かく認にんしてから部屋に入り、後ろ手に扉とびらを閉め「ふぎゃっ！」る。


　む……上う手まく閉まらない。


「ちょ、ちょっと！　姉ねえ様さまが挟はさまってるわよ！」


「え……？　おお、すまん」


「すまんではない！　お主、わざとやっておるじゃろ!?」


　挟まれていた状態から解放されたミコトが痛む顔を押さえながら抗こう議ぎする。


「おいおい、そんなことを言われるとは心外だぞ。俺は単にお前のことを忘れていただけだ！」


「力強く言い切るでない！　なおのことひどいわ！」


　ぷんすか怒おこるミコトに「悪い悪い」と詫わびる大吾。


　そんな二人の様子を、ベッドに腰こし掛かけたリンはどこか不機嫌そうに見つめていた。


「で？　何か用なのか？」


「……決まっているでしょう。二つ目の命令のことよ」


　不機嫌顔のままリンがぶっきらぼうに答える。


「やっぱりそうなのか。また夜にやらないといけない命令か？」


「違ちがうわ。今回は明日あした一日の間に達成すればいい」


　その答えに、大吾はほっと胸をなで下ろす。


　もう日が変わるまであまり時間がない。今日中に、となるとかなり厳しいものになっただろうが、明日でよいなら一日丸々時間を使うことが出来る。


「それで、内容は？」


「その前に聞いておくけど、この子が今現在、縁えんを結んでいる相手を把は握あくしているわね？」


「ああ。まぁな」


　佳奈美が縁を結んでいるのは大吾自身と両親、そして志保、恵怜菜、由美の三人だ。


「それがどうかしたのか？」


「ええ」


　いぶかしげな顔をする大吾にリンは涼すずしい顔をして、





「その三人の内の誰か一人と明日、キスをしなさい」





　そんな、とんでもないことを言った。


「…………すまん。意味がわからん」


「口づけのことよ。接せつ吻ぷんとも言うわね」


「そんなお決まりのボケはいらねぇよ。そうじゃなくて──」


「意味なんて教える必要ないわ。断るなら、それで失敗ということでいいのよ？」


「ぐっ……」


　冷たく突つき放され、思わず歯がみする。


　けど、まぁいい。キスなら色々とやりようはある。


「わかったよ。じゃあ……」


「そうだ。念のために言っておくけど、唇くちびると唇以外は認めないわ。額や頰ほおは論外よ」


「…………」


　唯一の逃にげ道があっさり断たたれてしまった。この調子では、恐らく間接キスも認められないだろう。


「なぁ……」


「なんと言われても変えるつもりはないわ。どうするの？　やるの？　やらないの？」


　どうにか最後の交こう渉しようを試みようとするも、リンは一いつ切さい取り合ってくれなかった。言外に、これが最後通つう牒ちようだという雰ふん囲い気きを滲にじみ出している。


「リン……このような──」


「姉様は黙だまっていてください」


　見かねたミコトが取りなそうとしたが、やはり応じる気配はない。よほど決意は固いようだ。


（……どうする……？）


　本来なら断るべきだと思う。


　何しろ、自分一人でどうにか出来る内容ではない。相手が協力してくれて初めて達成出来ることだが、内容が内容だけにおいそれと頼めないし、承しよう諾だくだって簡単には得られないだろう。


　しかし、ここまでの強きよう硬こうな態度を見ればわかる。


　リンは本気だ。もし断れば、本当に佳奈美の身体からだを乗っ取られてしまうかもしれない。


　もはや、選せん択たくの余地はなかった。


「……わかった。やるよ」


　重々しい口調で頷うなずきながら答える。


　こうして、二つ目の命令が決定した。








「して、どうするつもりじゃ？　何かいい案があるのかの？」


「う～む……」


　生徒会で緊きん急きゆうの呼び出しがあった、という書き置きを佳奈美に残して一足先に家を出た大吾は、人通りのない早朝の通学路を歩きながら唸うなる。


　期限は今日一日のみ。その間に志保、恵怜菜、由美の誰だれか一人とキスをしなければならない。命令の内容自体は極きわめて単純だが、難易度はウルトラ級だ。


「なぁ、ミコト」


　前を向いたまま、隣となりを歩くミコトに声をかける。


「む？　なんじゃ？」


「お前、神通力で人を眠ねむらせられるか？」


「最低じゃなお主は！」


「冗じよう談だんだ」


　肩かたをすくめながらそう言うものの、実際、それくらいしか手段が思い浮かばない。


　まさか『キスさせてくれ』と正面から頼み込むわけにもいかないし……。


「……仕方ない。こうなったら、例の作戦でいこう」


「おお。一応、作戦を考えておったのじゃな」


「まぁな。名付けて『当たって砕くだけろ作戦』だ！」


「それは無策と同じではないか!?」


「む。ならば、『行き当たりばったり作戦』でどうだ!?」


「同じじゃ！」


　自信満々で言い換かえた大吾にミコトがツッコむ。


　むぅ……日本語って難しい。


「だが、こうして考えていても仕方がない。とにかく行動だ」


　大吾が携帯電話を取り出し、電話帳を開く。


　さて、まずは……。








　学校に到とう着ちやくした大吾は教室に直行して鞄かばんを机に置くと、すぐに屋上へとやって来た。


　まだ始業まで一時間近くあるので、もちろん誰もいない。校庭から運動部の朝練のかけ声が風に乗ってわずかに聞こえてくる程度で、後は静かなものだ。


　周囲を囲むフェンスに背中を預けながら、じっと相手が来るのを待つ。


　そして、屋上に来てから一〇分ほどが経過した頃ころ、


「あ、あの……先せん輩ぱい、いますか？」


　恐おそる恐るといった感じで、屋上に由美が姿を現した。


「おう、こっちだ。悪いな。こんな朝から呼び出して」


「い、いえ、平気です。以前、わたしから呼び出してしまったこともありますし……」


　大吾が声をかけると、由美が恐きよう縮しゆくしたようにそう答える。


　そういえば、以前に手紙で屋上に呼び出されたことがあった。今日は全く逆の立場になったわけだ。


「それで、あの、大事な用事というのは……」


「あ、ああ。そのことなんだが……」


　大吾はコホンと一つ咳せき払ばらいをする。


　さぁ、いよいよここからだ。果たして、どうやってキスまでもっていくか。


　まず最初に由美を選んだ理由は至し極ごく単純。一番キスさせてくれそうだからである。


　彼女は基本的に優やさしいので、必死に頼たのめば一度くらいはさせてくれるかもしれない。


　また、やむを得ず同意なしにしてしまった場合でも、土ど下げ座ざして誠心誠意謝罪すれば許してくれる可能性もある。もちろん、出来る限り同意を得る努力はするつもりだが。


　他ほかの二人だとこうはいかない。頼んでもさせてくれるはずがないし、同意なしでした場合、最悪命が危ない。


「あ、あの……何か言いにくいことなのでしょうか……？」


　大吾がどう行動すべきか悩なやんでいると、意外にも由美の方から声をかけてきた。心なしかそわそわしているようにも見える。


「え？　その……まぁな」


「そ、そうなんですか……。えっと……な、悩んでいらっしゃるなら、思い切って言って頂いて構いません。その、も、もしかしたらいいお返事が出来るかもしれませんし……」


「えっ……!?」


　思わぬ由美の言葉に、つい声を上げてしまった。


　いいお返事ということは、キスＯＫということだろうか。


　あれこれと悩んでしまっていたが、この命令、案外簡単に達成出来るかもしれない。


「そ、そっか。そりゃ助かるよ」


「は、はい……」


　俯うつむき加減で小さく頷く由美。緊きん張ちようのせいか声が硬かたく、頰の辺りが微び妙みように赤い。


　無理もない。理由はどうであれ、男とキスしようとしているのだ。恥はずかしさも緊張もあるだろう。


　ただでさえ迷めい惑わくをかけるのだし、ここは先輩として少し後輩の緊張をほぐしてあげなければ。


「まぁ、なんだ。もう少し近くで話そうぜ」


「あ、は、はい！」


　その言葉に応こたえ、由美がこちらにやって来る。が、一メートルほど手前でぴたりと足を止めてしまった。


　…………あれ？　何か俺、大事なことを忘れているような気が……。


「……えーっと、もう話してもいいのか？」


「ど、どうぞ」


　由美がおずおずとこちらに先を促うながす。しかし、距きよ離りを縮めようとはしない。


　それもそのはず。


（そういやこいつ……男性恐きよう怖ふ症しようじゃん！）


　由美といる時は大たい抵てい、佳奈美や恵怜菜とも一いつ緒しよなのでついつい忘れがちになってしまうが、彼女は相当な男性恐怖症なのだ。頑がん張ばって克こく服ふくしようと努力はしているようだが、まだその努力が実を結ぶには至っていない。


　性格だけを考えてつい一番手として選んでしまったが、あるいは一番の難敵は他ならぬ由美なのかもしれなかった。


（どうする……？）


　正面から頼む、という線は消えた。触ふれることはおろか近付くことさえままならないのに、キスなんて夢のまた夢だ。


　とすれば、気付かれないように近付いて、ささっとキスしてしまうしかあるまい。


　なんだか急に犯罪っぽくなってきたが、全すべては佳奈美のため。許されるはずだ（ちなみに、犯罪っぽいのではなく明らかに犯罪であり、もちろん許されない）。


　問題はその方法だ。


　まず、相手に気付かれないように近付かなければならない。つまり背後からだ。


　そして、近付いたら逃げられないようにしないといけない。羽は交がい締じめだな。


　さらに、悲鳴を上げられると上う手まくキス出来ないので、口を塞ふさぐ。驚おどろいて暴れられたりしても同じなので、クロロホルムを含ふくんだ布を口に当てて眠らせる。これで完かん璧ぺきだろう。


　以上をまとめると、[image: ]背後からこっそり近付き[image: ]羽交い締めにして[image: ]口を塞いでから[image: ]クロロホルムで眠らせる、ということになる。


　はい。立派な誘ゆう拐かい犯の完成です。


　…………ダメじゃん！


（考えろ……考えるんだ……）


　こういう時は、同じ状じよう況きようでの先人達の行動に倣ならうべきだ。


　これまで漫まん画がやアニメ、ドラマで見てきたキスシーンを思い出す。


　こういう時、彼らが取ってきた行動は……。


「……なぁ、由美」


「は、はい！」


　緊張のあまり上うわ擦ずった声で返事をする由美。


　そんな彼女に対し大吾は、





「ちょっとの間、目を閉じていてっ（はぁと）」





　可能な限りの媚こび声（気持ち悪いだけ）で、そんなことを言った。


　これぞ、これまで数々のキスシーンで男を虜とりこにしてきた魔ま性しようの台詞せりふ。これならきっと由美にも効果があるはずだ！


　大吾が会心のドヤ顔で由美を見る。すると、


「……………………………………はい？」


　由美は名状しがたい異世界の珍ちん獣じゆうでも見たような顔でどん引きしていた。


　……あれぇぇ～～っ!?


「……あの、先輩、大だい丈じよう夫ぶですか？　その……頭とか」


　控ひかえめな笑え顔がおでひどいことを言われた。


　そこまで俺の台詞はあれだったというのか……。


「……すまん。悪いんだが、少しだけ目を閉じていてくれないか？」


「は、はぁ……。いいですけど……変なこととかしないでくださいね？」


「ああ。もちろんだ」


　やや不安そうな由美に力強い口調で約束する。


　変なことなんてしない。ただキスするだけである。


「で、では……」


　由美が目を閉じる。


　それを確かく認にんしてから、大吾は足音を立てないよう、慎しん重ちように一歩由美に近付いた。


　一歩、また一歩と少しずつ距離を詰つめていく。由美の顔が、唇くちびるが少しずつ近付いてくる。


　やばい。なんか興奮……じゃなくて緊張してきた。


「せ、先輩？　その……もしかして、近寄ってきてませんか？」


「いや、気のせいだろう」


　かすれ気味の声でそう答え、また一歩近付く。もう手を伸のばせば届きそうな距離だ。


「で、でも、声が近くなっているような気が……」


「そんな……はぁ……ことは……はぁ、はぁ……ない」


「せ、先輩!?　なんだか息まで荒あらくなってませんか!?」


　由美の悲鳴に近いツッコミも完全無視。


　両目を閉じて怯おびえる美少女に鼻息を荒くした男子生徒がゆっくりと近付いていくその光景は、誰だれが見ても犯罪現場にしか見えなかった。




[image: ]


（あと……少し……！）


　由美のすぐ目の前まで辿たどり着き、自分の顔を徐じよ々じよに由美の顔に近付けていく。


　小さく形の良い桜色の唇まで、後ほんの数センチ。


　まだ早朝のため、いつぞやのように誰かが乱入してくる心配もない。


　いける、いけるぞ……！


　そう、大吾が命令の達成を確信した、まさにその瞬しゆん間かん。


「あ、あの、ごめんなさい！　少しだけ目を開けますね！」


　由美は突とつ然ぜん、ぱっと目を開けてしまった。


「え……？」


「…………へ？」


　わずか数センチ先にある大吾の顔に、由美がポカンとする。何が起きたのか、すぐには理解できなかったようだ。


「あ、いや……」


　至し近きん距きよ離りで硬こう直ちよくしたまま、必死に言い訳を探す。


　ここで悲鳴を上げられて、誰かに見られたら大だい惨さん事じだ。ただでさえこの前、妙みような誤解を受けたばかりなのに、またおかしな誤解をされてしまう。


「ち、違ちがうんだ。これは……って、由美!?」


　大吾がどうにか言い繕つくろおうとしたその時、由美は突とつ如じよふらりと倒たおれた。


　地面に頭をぶつけてしまわないよう、慌あわてて支えてやるが、


「はふ……」


　由美はショックのあまり、目を回してしまっていた。


「大丈夫か？　お～い？」


　軽く身体からだを揺ゆすりながら尋たずねてみるが、返事はなし。完全に気を失っているようだ。


　今ならキスしてしまってもバレないだろうが……。


「……そういうわけにはいかないよなぁ……」


　さすがに、意識のない相手にキスするわけにはいかない。それは最低すぎる。


「ごめんな……」


　大吾は依い然ぜん気絶したままの由美にそう呟つぶやくと、彼女を背負って保健室へと向かったのだった。








　一人目は失敗してしまったが、まだ後二人残っている。今日中になんとかどちらか一人とキスしなければならない。


　というわけでお次は、


「恵怜菜かぁ……」


　昼休みの廊ろう下かを歩きながら、大吾は深いため息を漏もらす。


　志保とは依然気まずい状態が続いているため、自然と恵怜菜を先に選せん択たくしたのだが、成功の見込みがあるかと問われれば首を縦に振ふれないのが痛いところだ。


　目を閉じて作戦は一〇〇パーセント通用しないだろうし……。


「結局、その場で考えるしかないわけだ」


　こうなったら開き直るしかあるまい。


　そう覚かく悟ごを決めて、一年Ｄ組の教室に向かっていると、


「あら、先せん輩ぱい。ごきげんよう」


　廊下で弁当箱を持った恵怜菜にばったり会ってしまった。


「お、おおう！　ご、ごきげんよう！」


「……なぜそんなに慌てておりますの？」


　心の準備が出来ていない状態での遭そう遇ぐうに動どう揺ようを見せる大吾に、恵怜菜が半眼でツッコむ。


　まずい。早くも出で鼻ばなを挫くじかれた感じだ。


「いや、別に慌ててなんてないぞ？　それより、お前どうしてこんなところに？　佳奈美は一緒じゃないのか？」


「それが、昼休みになってすぐにどこかへ行ってしまいましたの。由美もどういうわけか早退してしまったようですし……って、なぜそんなに冷ひや汗あせをかいておりますの？」


「な、なんでもない……」


　恵怜菜から目を逸そらしながらそう答える。


　すごい罪悪感だ。今度、きちんとお詫わびをしないといけないな……。


「そういうわけで、佳奈美を捜さがすついでにお弁当を食べる場所を探しているのですわ」


「そ、そうか……ん？」


　一度頷うなずきかけてから、ふと思い直す。


　待て。なんとなく聞き流してしまったが、実はこれは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスでは？


「……なぁ、一いつ緒しよに食べる人がいないなら、俺と一緒に食べないか？」


　少し考えた後、大吾はそう切り出した。


　佳奈美や由美のいる状態でこんなことを言ったら不自然だが、今の状態ならそう不自然でもない。上手くいけば、自然と二人きりになることが出来るだろう。


「せ、先輩とですか!?」


「ああ。無理にとは言わないが」


　あまり強く言って怪あやしまれるといけないので、少し控えめに言っておく。


　今まで恵怜菜と二人で食事をしたことがないので断られてもやむを得ないと思ったが、


「そ、その……わたくしは別に構いませんが……」


　恵怜菜はやや迷うような素そ振ぶりを見せた後、小さく頷いてくれた。


「そうか。じゃあ、生徒会室に行こう。多分、この時期は誰もいないだろう」


「は、はぁ……。わかりましたわ」


　そういうわけで、大吾は一度購こう買ばいに寄って昼食を購入してから、恵怜菜と共に生徒会室に向かう。


　いよいよ明後日あさつてから中間テストということもあり、予想通り昼休みに仕事をしている役員は一人もいなかった。


「適当なとこに座ってくれていいぞ。お茶かなんかいれてやろうか？」


「ええ。それでは、お願い致いたしますわ」


　大吾は「あいよ」と答えてささっと二人分の緑茶を用意する。安物の茶葉だが、まぁ、そこはご愛あい敬きようだろう。


「んじゃ、食うか」


「そうですわね」


　恵怜菜が弁当箱の包みを開ける。どんなすごい弁当箱が出てくるかと思ったが、意外にもその辺りのスーパーでも売っていそうな普ふ通つうのプラスチック製のものだった。


「なんだ。てっきり重箱でも出てくるのかと思ったぜ」


　やや拍ひよう子し抜ぬけした声で大吾が言う。すると、


「……初めて持ってきた時にそれで大おお恥はじをかきましたわ。しかも四段重ね……」


　恵怜菜は頰ほおを赤くして恨うらめしそうな目でこちらを見た。


　やばい。なんか地じ雷らいを踏ふんだっぽい。


「そ、そういえば、弁当は誰が作ってるんだ？　やっぱ雇やといの料理人か？」


「ええ、まぁ。わたくしは佳奈美のように美お味いしくは作れませんので」


「確かにお嬢じよう様さまが自分で料理する姿はあまり想像できないな……。けど、少しくらい練習した方がいいんじゃないか？　佳奈美なら喜んで教えてくれると思うぞ？」


　最近は料理が出来なくてもあまり困ることはないが、出来ないよりは出来る方がいい。


　大吾はそのくらいの軽い気持ちで言ってみたのだが、


「……その、お聞きしたいのですが、やはり男性は料理の出来る女性が好みなのでしょうか？」


　それを聞いた恵怜菜は、思いの外真しん剣けんな顔つきでそう尋ねてきた。


　む……意外な。恵怜菜もそんなことを気にするのか。


「う～ん……まぁ、出来るにこしたことはないが、最近は料理が得意な男も結構いるしな。そういう奴やつはむしろ自分で作りたがるかもしれん。気になる相手がいるなら、そいつがどっちのタイプが見み極きわめるのが重要じゃないか？」


「……ですからこうして聞いておりますのに……」


「ん？　何か言ったか？」


「何でもありませんわ！」


　ぼそぼそと何事か呟いたかと思えば、急に不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いてしまった。


　よくわからないが、また怒おこらせてしまったらしい。どうにも上う手まくいかないな……。


　しばし無言のまま、お互たがいに昼食を進める。


　そして、恵怜菜が弁当を全すべて食べ終えた頃ころ、


「な、なぁ、恵怜菜。ちょっといいか？」


　大吾は本来の目的を達するべく、話を切り出した。


「？　何ですの？」


　若じやつ干かん表情が強こわばっている大吾を見て、不思議そうな顔をする恵怜菜。


「あ～……えっと、何だ？　その……」


　さて、切り出してはみたものの、ここからどうしよう。


　とりあえず、遠回しにアピールしてみるか。


「そういや、お前の弁当に天ぷら入ってたよな？　あれ、何の天ぷらだ？」


「あれはエビとサツマイモですが……それが何か？」


「そうか。ちなみに俺は天ぷらなら鱚きすが好きだ。最高だよな鱚！」


「は、はぁ……。ちなみに、鱚は一応、夏が旬しゆんらしいですが、一年通してそれほど味に変化はないそうですわよ？」


　微び妙みようなトリビアを披ひ露ろうされつつ、さらりとかわされてしまった。


　くっ……まだまだぁ！


「ところでお前、映画とか見るか？」


「映画ですか？　たまに見ますが、最近は見ておりませんわね……」


「実は最近『ロスト・ワールド』という映画がやってるんだが、これが面おも白しろくてな。なかでも刑けい事じ役のキース・ブラックという俳優の演技が最高だ。本当キース最高だぜ！」


「はぁ……それは知りませんでしたわ。今度調べておきましょう」


　再度の挑ちよう戦せんもあっさり流されてしまった。


　ダメだ……このお嬢じよう様さま鈍にぶすぎる……。


「先輩、どうかなさいましたの？　先さき程ほどから挙動不ふ審しんですわよ？」


　と、ここで恵怜菜が疑いの眼まな差ざしを向けてきた。どうやら様子がおかしいことは伝わっていたらしい。なら、もう少しその先まで読んで欲しい。


「別に。俺は正常だ」


「それは異常事態ですわ。先輩は元々正常ではありませんもの」


「相変わらずさらりとひでぇこと言うなお前は……」


　もうこのナチュラル罵ば倒とうにも自然にツッコミを入れられるようになってきた。


　慣れって恐おそろしい。


「そういえばお前、部活は決めたか？　中間テスト終わったらすぐに入部期間始まるぞ」


「いえ、それが……。いくつか勧かん誘ゆうは受けているのですが、決めかねておりまして……」


「まぁ、お前ならどこの部も欲ほしがりそうなもんだが……決まってないなら水泳部はどうだ？　多分、佳奈美はそこに入ると思うぞ」


「水泳部ですか……一応、考えてはいるのですが……」


　大吾の提案に、恵怜菜は表情を曇くもらせる。


「何だ？　水泳嫌きらいか？」


「いえ、そういうわけでは……と言いますか。わたくし、その……」


　何やら言いにくそうにモジモジする恵怜菜。


　何だろう。水着を見られるのが嫌いやだ、なんて言いそうにないし……。


「まさか、泳げないとか？」


　冗じよう談だんのつもりで、軽く笑いながらそう言ってみる。が、


「…………」


　対する恵怜菜は、俯うつむき加減で黙だまりこくってしまった。


「……え？　もしかして、そうなのか？」


「し、仕方がありませんでしょう!?　わたくしの通っていた学校には水泳の授業がなかったのですわ！」


「ああ。そうなのか……」


　羞しゆう恥ちに顔を染めてやけくそぎみに言う恵怜菜に、素す直なおに納なつ得とくする。


　何でも出来るパーフェクトお嬢様だと思っていたので意外ではあったが、これまで授業がなかったのであれば泳げないのも無理はない。自主的に練習するようなものでもないし。


「じゃあ、なおのこと水泳部に入ったらどうだ？　心配しなくても、お前以外にも泳げない奴の一人や二人はいるさ。佳奈美も張り切って教えてくれるだろ」


「それは、そう思いますが……もし万が一溺おぼれでもしたら……」


「はは。足がつくプールでそうそう溺れたりしねぇって。もし万が一溺れたら、佳奈美に人口呼吸でもして──」


　もらえ、と言いかけて、大吾はそこで言葉を止めた。


　人口呼吸……これだ!!


「よし、恵怜菜！　善は急げだ。水泳部入部に向けて、早さつ速そく、人口呼吸を練習しよう！」


　勢いよく椅い子すから立ち上がり、声高らかにそう宣言する。


「……はぁぁぁぁあああああ!?」


　一方の恵怜菜は、あまりに突とつ拍ぴよう子しもないその提案に目を剝むいて叫さけんだ。


「ど、どうしてそうなりますの!?」


「馬ば鹿か野や郎ろう！　もし部活中に佳奈美が倒たおれて、人口呼吸が必要になったらどうする!?」


「わ、わたくしまだ水泳部に入ると決めたわけでは……それに、わたくし以外の部員の方達だって……」


「じゃあ、もしお前と佳奈美が二人で居残り練習をしている最中だったらどうだ。その時、お前は人口呼吸が出来ないからと助けを呼びに行くのか？　もし人口呼吸が遅おくれたせいで佳奈美に万が一のことがあったら……」


「そ、それは……」


　大吾の勢いに押おされ、思わずたじたじになる恵怜菜。


　冷静に考えれば今ここで練習する必要など皆かい無むなのだが、佳奈美のため、と言われると強く否定できなかった。


「さぁ、練習するぞ！」


「で、ですが……」


「さぁ！　さぁ！　さぁ！　さぁ!!」


「わ、わかりましたわ！　練習すればよろしいのでしょう!?」


　大吾の凄すさまじい勢いに押し切られ、恵怜菜はついに承しよう諾だくしてしまう。


　普段は人の上に立つことが多い分、意外と押しに弱いのだった。


「よし。それじゃあ、ここに寝ねるからな」


　大吾が生徒会室の床ゆかに仰あお向むけに寝転ぶ。恵怜菜はその横に膝ひざ立だちになった。


「ほ、本当にするんですの……？」


「もちろんだ。これはあくまで尊とうとい生命を守るための行こう為い。決してやましいものではない！」


「え、ええ。あくまで救急行為……救急行為ですわ……」


　大吾の言葉に頷うなずいたというより自分自身を納得させるようにそう呟つぶやきながら、恵怜菜がゆっくりと自分の顔を大吾の顔に近付けていく。


　少しずつ、しかし確実に近付いてくる恵怜菜の整った顔。長い睫まつ毛げも、透すき通るような青い瞳ひとみも、上気した頰も、柔やわらかそうな唇くちびるも、その全てが目と鼻の先だ。


「せ、先せん輩ぱい……目を閉じて頂けませんか？　人口呼吸の相手が目を開けているのはおかしいですわ……」


「お、おう!?　そうだな!?」


　耳元をくすぐるような恵怜菜の小声に、声のトーンがオクターブ跳はね上がってしまう。


　別に意図しているわけではないのだろうが、なんか声が色っぽい……！


　恵怜菜の言う通り目を閉じて、目的達成の瞬しゆん間かんを待つ。


　鼻息がかかるほど恵怜菜の顔が大吾に近付き、そして──





　──キーンコーンカーンコーン……





　安っぽいベル音に遮さえぎられた。
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「ひ、昼休みが終わりましたわね！　五時限目に遅れてしまいますわ！　人口呼吸の練習はまたの機会ということで！　そ、それでは、失礼致いたしますわ！」


「あっ……おい！」


　大吾が慌あわてて呼び止めようとする。だが、恵怜菜は弁当箱を摑つかむと、目にも留まらぬ速さで生徒会室を去って行ってしまった。


「……はぁ……」


　一人取り残された大吾は、がっくりと項うな垂だれながら大きく嘆たん息そくする。


　教室に帰れば恵怜菜も冷静になるだろうし、同じ手は二度と使えまい。


　つまり、


「また失敗……だな」


　そう、結論づける他ほかなかった。








　放課後。授業の終しゆう了りようと共にテスト勉強のために生徒達は慌ただしく下校し、校内は普段とは違ちがうどこか寂さびしい静せい寂じやくに包まれる。


　いつもは談だん笑しようする生徒達が数人はいる教室も、今はまさに閑かん古こ鳥どりが鳴いている状態。


　当然、二年Ｄ組の教室もその例外ではなかったが、


「……どうすりゃいいんだ……」


　ただ一人、大吾だけが下校の準備もせずに弱り切った顔で天てん井じようを仰あおいでいた。


　三人の内、既すでに二人は失敗。


　残りは志保を残すのみなわけだが……。


「……無理」


　絶望的な気分でそう呟き、途と方ほうに暮れる。


　志保とは相変わらず気まずいまま。今日は由美や恵怜菜のところに行っていた関係上、志保とはまだ一言も話しておらず、気まずさを解消することも出来なかった。


　こんなことなら少しくらい志保と話しておけば良かったと思うが、今となってはそれも後の祭りである。


「いや、どっちにしろ同じか……」


　そこまで考えてから、大吾は自らの考えを否定する。


　仮に気まずい状態でないとしても、志保とキスするための方法が思い浮うかばない。


　由美のように素直にこちらの言うことを聞いてくれるわけではないし、恵怜菜のように勢いだけで押し切れる相手でもない。


　それこそ、『キスさせてください』と土下座するくらいしか考えつかなかった。


「どうしろってんだよぉぉおお……！」


　情けない声で愚ぐ痴ちりながら、大吾がガリガリと両手で頭を搔かきむしっていると、


「……こんなとこで一人で何してるわけ……？」


　背後から思いもよらない声が聞こえてきた。


「志保っ……!?」


「？　何をそんなに驚おどろいてるのよ？」


　振ふり返って驚きよう愕がくの表情を浮かべる大吾に、志保が怪け訝げんな顔をする。


　大吾は慌てて平静を装よそおった。


「い、いや、まさかまだ学園に残ってるとは思わなくてな。勉強はいいのか？」


「この後するわよ。ただ、その前にちょっとあんたに話があるっていうか……」


　言いながら、志保が教室に入ってくる。


　教室には大吾と志保の二人だけ。校内に人はほとんど残っていない。


　状じよう況きようだけならまさに理想的なのだが……。


「そ、そうか。その、実は俺も志保にちょっと話があるんだが……」


「え？　そうなの？　じゃあ、先に聞くわよ」


「いいのか？」


「うん。その……あたしの話はちょっと長くなるかもしれないし……」


　少し不安げな顔でそう言う志保。


　普ふ段だんはあまり見せないような表情だけにその話とやらの中身も気になったが、今はそれよりも命令の達成が優先だ。


「で？　あんたの話って何なの？」


「あー……ちょっと頼たのみ事というか……」


「頼み事？　どんな？」


「いやー……その……」


　曖あい昧まいな表現で場を繫つなぎながら、視線をあちこちに彷徨さまよわせる。


　何か上う手まい言い回しはないものかと頭をフル回転させているのだが、さっぱり出てこなかった。遠回しアピールが無む駄だなことは恵怜菜で実証済みだ。


　ただ、唯ゆい一いつ幸いなことに、昨日まであった気まずさのようなものはどういうわけか大分解消されている気がした。おかげで多少話しやすくはある。


　こうなったら、本気で土下座作戦を敢かん行こうするしかないか……！


　などと、大吾があまりに情けない決意を固めていると、





「……また隠かくし事なわけ？」





　志保が淡たん々たんとした口調でそう呟いた。大吾は反射的に顔を上げる。


「違う！　佳奈美とのことは、いつかお前にはきちんと話そうと思っていた。けど、なかなか言い出すタイミングが摑めなくて……」


　自分でも言い訳じみているとは思うが、こればかりはまぎれもない事実だ。


　隠す必要はなかったが、逆に明かす必要性も感じなかった。


　血の繫がりがあろうとなかろうと、佳奈美は大吾にとって大事な妹であり、そして、志保にとってもやはり、妹同然の存在のはずだから。


「お前がそれを隠していたことを怒おこっているなら、謝る。でも、それは──」


「別に怒ってないわ。そのことは」


　続く大吾の言葉を、志保は強い口調で遮った。


「あんたの言う通り、言い出すタイミングは摑みにくかったと思う。だから、それについては怒ってないわ」


　でも、と志保は首を振り、


「佳奈美ちゃんの体質の話は別よ。あんたが四月から無茶苦茶なことばかりしていたのは、それが原因なんでしょ？　あたしだっていくつかの騒そう動どうには関かかわってたわけだし、言い出すタイミングはいくらでもあったんじゃないの？」


「それは……あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話で俺自身半信半疑な部分があったし。それに、これは俺がやると決めたことだから、お前に迷めい惑わくかけるわけにも……」


「でも、佳奈美ちゃんの問題よ。あんただけの問題じゃない」


　そう言う志保の声に、これまでにない強い何かが含ふくまれているのを感じた。


　どんなものをも貫つらぬき通すような、どこまでも真っ直すぐで強きよう烈れつな何かを。


「それとも、これはあんたと佳奈美ちゃんだけの問題で、あたしは蚊か帳やの外なの？」


「違う。そんなつもりじゃ……」


「あんたがそういうつもりじゃなかったことはわかってる。でも、意識してないだけで自然とそう思っていたんじゃないの？　だからあたしには言わなかったんじゃないの？」


　次々と畳たたみ掛かけて来る志保の言葉に、大吾はまともな返答が出来なかった。


　濁だく流りゆうのように押し寄せて来る彼女の感情を、ただ受け入れることしか出来ない。


「あたしは、蚊帳の外は嫌いや」


　燃えるように鮮せん烈れつな意思を宿した志保の瞳が、大吾を捉とらえる。


「あんたにはたくさん迷惑かけられたけど、でも、たくさん助けられても来た。副会長をお願いした時は嫌な顔一つせず引き受けてくれたし、朝呼んだ時も佳奈美ちゃんと登校するのを我が慢まんして来てくれた。迷惑かけることもあるけど、それでもお互たがいに助け合える。そういう関係だと思ってた。そう思ってたのはあたしだけなの？」


「志保……俺は……」


「もっと、あたしを近くに置いてよ」


　いつの間にか、志保がすぐ近くまでやって来ていた。


　そして、さらに一歩、踏ふみ込んでくる。


「あんたの近くに、あたしを置いてよ！」


　そこでようやく、志保は一度言葉を止めた。だが、対する大吾は落ち着けない。


　今何が起きているのか、何を言われているのか、突とつ然ぜんすぎて理解が追いつかない。


　ただわかることは、彼女が必死に自分に何か大切なことを伝えようとしていて。


　そして、そんな彼女から、自分は目が離はなせない。


　それだけだった。


「さっき、頼み事があるって言ってたわよね？」


「え？　あ、ああ……」


　混乱する思考の中で、どうにか答えを返す。


「それって、もしかしてこの前言ってた命令に関することなんじゃないの？」


「[image: ]っ……!?」


　ただでさえ混乱している中で思い切り核かく心しんを衝つかれ、もろに動どう揺ようが顔に出てしまった。


「やっぱりそうなんじゃない！　言いなさいよ！」


「いや、でも……」


「こんだけ言ってもまだ除のけ者にする気なわけ!?」


「そうじゃなくて……だから……」


「そうじゃないなら言いなさい！　今すぐに！」


　志保がさらにぐっと迫せまってくる。もう今にも折り重なって倒たおれてしまいそうだ。


　彼女の瞳ひとみが迫ってくるにつれ、大吾の混乱もいよいよ限界に達する。


　正直に言ったら殺されかねないけど、かといってもうごまかすのも無理そうだし……。


　ああもう……どうにでもなれ！


「キ、キス!!」


　ほとんど自じ暴ぼう自じ棄きになって、大吾は思い切り叫さけんだ。


「は……？」


「だから、お前とキスしろって言われたんだよ！」


　その叫び声を最後に、教室が静まり返る。そして、


「……はあぁぁあああ!?」


　志保の裏返った声が廊ろう下かにまで響ひびき渡わたった。


「な、なんで!?」


「知るか！　けど、いくら佳奈美のためとはいえこんなこと頼めないし、だから……」


　後半にかけて、言葉が尻しりすぼみになっていく。


　そう。


　由美にしても恵怜菜にしても、最終的にはそれが全すべてだ。


　結果的に二人とも後一歩のところで未み遂すいに終わったわけだが、仮にキス出来る状況になっていたとしても、結局はしなかったと思う。


　どういう理由であれ、やはり同意なしでキスすることは許されない。


　それがたとえ、佳奈美のためであってもだ。


「……ねぇ、大吾」


　志保の呼びかけ。それに反応して視線を上げた、その瞬しゆん間かん。




[image: ]





「ん…………」





　世界が、真っ白に染まった。


　気が付けば、志保の顔がすぐに志保のものだと判別できないくらい近くにあった。


　唇くちびるに少し冷たく、柔やわらかい未知の感かん触しよくがそっと押しつけられる。


　何が起きたのか、などと考える暇ひまもないほどの一瞬。時間にして恐おそらく数秒の出来事。


　だが、人生においてほんの一瞬でしかないその瞬間は、大吾の脳のう裏りに一生消えることのない記き憶おくとして刻み込まれることとなった。


「……これで、いいんでしょ……」


　少し大吾と距きよ離りを取った志保が、俯うつむきながら呟つぶやく。表情を見なくても、その顔が真っ赤になっているであろうことは容易に想像が出来た。


「え、う、えあ……？」


　一方、大吾の頭は混乱を通り越こして爆ばく発はつ寸前だった。


　今の状況も何もかも吹ふっ飛んで、ただキスされたという事実だけが頭を埋うめ尽つくす。


「い、いいのか……？」


　まとまらない思考の中で、まず最初に出た言葉はそれだった。


「……いいわよ」


「け、けど、いくら佳奈美のためとはいえ……」


「別に、佳奈美ちゃんのためだけじゃないわよ」


　俯いていた志保が顔を上げる。


　その顔はやはり赤かったが、それ以上に凜り々りしさが際きわ立だっていた。


「大吾、あたしは……」


　こちらの瞳から片時も目を離さずに、志保が口を開く。


「あたしは、ずっと──」


　狂くるったように脈動する心音が、耳鳴りのように脳内で幾いく度ども反はん響きようする。


　まるで金かな縛しばりにあったかのように、指先一つ動かせない。


　もうわかる。わかってる。


　その先に続く言葉も。彼女の気持ちも。何もかも、全部──





　──どさっ……





　その時。


　不意に、何かが地面に落ちたような音がした。


　志保と共に音のした方に振ふり向く。そこには、


「佳奈美っ……!?」


　足あし下もとに鞄かばんを落として、教室の出入り口から呆ぼう然ぜんとこちらを見つめる佳奈美の姿があった。


　一体いつからそこに……!?


「あ……あ……」


　瞳の奥を揺ゆらしながら、佳奈美がよろけるように一歩後ずさる。


　何か言わなければと思うものの、思考に反して大吾の身体からだは硬こう直ちよくしたままだった。


「佳奈美ちゃん……その、これは……」


　代わりに志保が説明しようとする。が、


「っ……！」


　佳奈美は一瞬で踵きびすを返すと、鞄を持つのも忘れて走り去ってしまった。


「くっ……！」


　ようやく金縛りの解けた大吾が、慌あわてて出入り口に向かう。


　だが、廊下には既すでに佳奈美の姿はなかった。


（やられた……）


　志保とキスしている場面を佳奈美に見られた。


　偶ぐう然ぜん、などと言うことはあるまい。間ま違ちがいなくリンの仕し業わざだ。リンの目的は大吾にキスをさせることではなく、その場面を佳奈美に目もく撃げきさせることだったのだろう。


　今思えば、佳奈美が昼休みになってすぐにいなくなったというのも、佳奈美の意思ではなくリンの意思による行動と考えるのが妥だ当とうだ。恐らく昼休みの間もこっそり跡あとをつけられていたのだろう。


　少し考えればわかりそうなことなのに、今いま頃ごろになって気が付くなんて……。


「大吾、どうしよう!?　あたし、あたし……！」


　すぐに追いついてきた志保が今にも泣きそうな顔ですがりついてくる。


　大吾は志保の方に向き直ると、その両りよう肩かたにそっと手を置いた。


「落ち着け」


「けど、佳奈美ちゃんが……！」


「志保」


　少し身をかがめて志保と視線を合わせるようにしながら、大吾は穏おだやかな口調で語りかける。


「ありがとう。何はともあれ、これで二つ目の命令は達成出来た」


「でも……！」


「わかってるよ。けど、後は俺に任せてくれないか？」


　思わぬ言葉に、虚きよを衝つかれたような顔をする志保。


　大吾は自信に満ちた笑えみを浮うかべた。


「お前にここまでしてもらったんだ。佳奈美のことは絶対に助けてみせる。だから、後のことは俺に任せろ。俺達は助け合う関係だしな」


「あ……」


　にっと笑みを深める大吾に、志保がはっとする。


　そして、


「……わかった。任せるわ」


　少しだけ嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、小さく頷うなずいた。


「おう！」


　その答えに、気合いの入った声で応ずる大吾。


　一人で全てを背負う必要はない。それがわかっただけで、少し心が軽くなった。


　信しん頼らいしてくれた志保のためにも、三つ目の命令も達成して、必ず佳奈美を助けなければ！








　教室で志保と別れた後、大吾が帰宅すると、玄げん関かんには佳奈美の靴くつがあった。どうやら佳奈美も真っ直すぐ帰宅したらしい。


　二階に上がって二人分の鞄を自室に置くと、佳奈美の部屋の前に立つ。もう大吾が帰ってきていることには気付いているであろうから、出で迎むかえてくれなかったのはやはり先さき程ほどのことが影えい響きようしているのだろう。


　ノックをしようと右手を持ち上げる。とそこで、


（そういやこの状じよう況きよう……あの時と似てるな）


　そう思い、軽く苦笑い。


　以前、恵怜菜に冷たくして落ち込んでしまった時も、こうして佳奈美の部屋に入ろうとしたことを思い出す。


　あの時は結局、何を言って良いかわからず入ることが出来なかった。


　でも、今は違う。もうあの時のような情けない失態は繰くり返さない。


「佳奈美、入っていいか？」


　トントン、とノックをして扉とびらの向こうに呼びかける。


「…………うん」


　すると、しばらくしてちゃんと返事があった。


　扉を開けて、佳奈美の部屋に入る。


「……おかえり、お兄ちゃん」


　部屋の中では、佳奈美が制服姿のままベッドの上で膝ひざを抱かかえていた。


　その表情は暗い。ここ最近はずっと明るかっただけに、そんな佳奈美の表情を見ると心が痛むが、ここで逃にげるわけにはいかない。きちんと話をしないと。


「隣となりに座ってもいいか？」


　大吾がそう尋たずねると、佳奈美は小さく頷いた。


　それを確かく認にんしてから、すぐ隣に腰こし掛かける。


「……あ、あのさ、佳奈美……」


　しばらく重苦しい沈ちん黙もくが流れた後、大吾が思い切って話を始めようとすると、


「……志保姉ねえとキスしてた」


「うぐっ……!?」


　思わぬ先制攻こう撃げきを受けた。大吾のハートにクリティカルヒット！


「あーいや、うん……」


「キスしてた……」


　佳奈美からの冷たい視線がグサグサと突つき刺ささる。


　やばい。なんかもう早くも逃げ出したくなってきた。


「その……キスしてたのは事実なんだが、それには理由があってだな……」


「理由……？」


　佳奈美の視線の鋭するどさがやや弱まる。


「ああ。その……中身はちょっと言えないんだが、その理由のためにしたことなんだ。だから、佳奈美の考えているようなものとは多分、少し違うと思う」


　慎しん重ちように言葉を選びながら、大吾が事情を説明する。


　正直何の説明にもなっていないとは思うが、これが話せるギリギリの許容範はん囲いだった。


　再び部屋に沈黙が降りる。そして、ややあった後、


「……じゃあ、その『理由』のために、仕方なく志保姉とキスしたってこと？」


「え……？」


　予想外の質問に、思わず聞き返してしまう。


　志保とキスをしたのは、リンの命令によるものだ。佳奈美を助けるためには、他ほかに選せん択たく肢しはなかった。


　それはようするに、仕方なくキスしたということになるのだろうか。


「いや、そうじゃない」


　はっきりと首を振って、大吾は佳奈美の質問を否定した。


「確かに理由があってしたことだけど、それは俺が頼たのんで、お互たがいに同意した上でしたことだ。だから、決して仕方なくなんかじゃない」


　佳奈美の目をしっかり見て、力強い口調で言う。


　やむを得ない状況だったとはいえ、志保はこちらの無茶な要求に精せい一いつ杯ぱいの気持ちをもって応こたえてくれた。その気持ちを、『仕方なく』などと冒ぼう瀆とくすることは許されない。


　それにあの時、唇くちびる越ごしに伝わってきた志保の想おもい。それが嬉しくなかったと言えば、噓うそになる。この気持ちを偽いつわることもまた、彼女に対する冒瀆だ。


　たとえ佳奈美にどう思われることになっても、それだけは出来ない。


「……そっか……」


　大吾の答えを聞いた佳奈美が目を伏ふせる。が、





「……よかった」





　すぐに顔を上げ、いつも通りの屈くつ託たくのない笑顔を見せてくれた。


「佳奈美……？」


「理由があるなんて言うから少し不安だったけど、お兄ちゃんがちゃんと志保姉の気持ちに気付いてくれてよかった。もし仕方なくした、なんて言ったら、お兄ちゃんのこと嫌きらいになっちゃうところだったもん」


「嫌いに……!?」


「うん。もう一生口きかないくらいだよ」


「何だとっ……!?」


　あ、危なかった……。もしそんなことになったら、俺は明日あしたからどうやって生きていけばいいんだ……！


「ね、お兄ちゃん」


「ん？」


　人生最大の危機を脱だつして安あん堵どの息をついていた大吾が、呼びかけに応えて顔を上げる。


　と、


「んぅ……!?」


　突とつ然ぜん、息が出来なくなった。


　いや、違う。何かに口を塞ふさがれた。


　そう。丁度、つい先程感じた感かん触しよくと似たような感じのものに──って!?


「かかかかか佳奈美っっっ!?」


「えへへ……」


　重ねていた唇を離はなした佳奈美が、恥はずかしそうにはにかむ。


　その表情はあまりにも愛らしくて、もうどうにかなってしまいそうだった。


　いや、むしろどうにでもして！


　……ダメだ。完全に頭がショートしてまともに思考が働かない。


「お兄ちゃん、覚えてる？　前に二人で屋上にいた時に言ったこと」


「お、おう」


　笑えみを崩くずさず問う佳奈美に頷き返す。


　もちろん、忘れるはずもない。何しろ、『お兄ちゃんがずっと好き』と言ってくれたのだ。あれ以来、脳内で一万回はリピート再生したね！


「お兄ちゃんの言う『理由』が何かわからないから、はっきりとしたことは言えないけど……でもいいんだ」


　佳奈美の穏やかで、それでいて確かな強い意思を宿した視線が、大吾を射い貫ぬく。


「もしこの先、私達がどうなったとしても、その気持ちだけは変わらないから」
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　ただただ真っ直ぐで一いち途ずなその言葉に、大吾は声を失った。


　肝かん心じんなことは何一つ説明出来ていないままなのに、それでも佳奈美は自分を信じてくれている。


　そのことが、堪たまらなく嬉しい。


　その信頼は、どんなものにも勝まさる自分の誇ほこりだ。


「……ありがとう」


　感謝の気持ちを表現し尽つくすことは出来ないが、それでも可能な限りの想いを込こめてそう告げる。


　その言葉に、佳奈美はただ静かに微笑みを返してくれた。








　その日の深夜、午前一時。


　月明かりすらも遮しや断だんされた深い暗くら闇やみの中、彼女はベッドに腰掛け、ぎりりと奥歯を嚙かみ締しめた。


「なんで……」


　思い通りにいかない苛いら立だちが声に滲にじみ出る。


　大吾と志保の間に不ふ穏おんな空気が流れていた時、佳奈美は明らかに動どう揺ようしていた。


　二人の関係に何かしらの変化があったのではないか。もしかしたら、兄を奪うばわれてしまうのではないか。そういう不安が確かにあった。だからこその二つ目の命令だった。


　目の前で兄が誰だれかに奪われれば、関係の修復など絶対不可能。それが長年慕したってきた志保なら尚なお更さらのこと。そう思っていた。


　実際、佳奈美は動揺した。


　でも、それだけだった。


　目もく撃げきしてから帰宅するまでのわずかな時間に気持ちの整理をつけたわけではない。


　佳奈美の心は初めから決まっていて、それは変わらなかった。ただそれだけのことだ。


「なんで……」


　もう一度同じ呟つぶやきを繰り返し、リンがやり場のない怒いかりに顔を歪ゆがめていると、


「もうよいのではないか？」


　暗闇の奥から、慣れ親しんだ声が聞こえてきた。


「姉様……なぜ……？」


「リンと話がしたいと言って、あやつに出してもらったのじゃ」


　佳奈美の部屋に入ったミコトは、静かにリンの傍そばに歩み寄る。


「お主が何をしようとしているかはわかっておる。二人の縁えんを断たち切ることで、所しよ詮せん、人など信ずるに値あたいしないと、そう我に示したいのじゃろ？　じゃが、無む駄だなことじゃ。この程度のことでは、二人の縁を断ち切ることなど出来ぬよ」


「……姉様はあの男を随ずい分ぶんと買いかぶっていらっしゃるのですね。所詮、偽にせ物ものの兄妹きようだいだというのに」


「縁に偽物など存在せぬ。それに、買いかぶってもおらぬ。我はあやつが信ずるに足りると思っているからこそ、行動を共にしてきたのじゃ」


「……姉様には、悔くやしさがないのですか？」


　そこで初めて、リンがミコトを正面から見つめる。


「リン達は生前は巫み女ことして生しよう涯がいを信しん仰こうに捧ささげ、死後も神様となって人に尽くしてきた。それなのに、あっさりと信仰を捨てられ、ついには居場所さえも奪われた。そして、封ふう印いんを解かれてもまた、姉様はあの男にいいように使われている。それでいいのですか!?」


「それは見方の違ちがいじゃな。我はいいように使われておるつもりなどない。それにの。あやつと行動を共にして、よくわかったのじゃ」


　ミコトはこれまで大吾や佳奈美と過ごした日々を思い出すように、そっと目を閉じた。


「確かに、我らが信仰を捨てられたのは悲しいことじゃし、人はあまり神を信仰しなくなったかもしれぬ。じゃが、人が以前と全く変わってしまったのかといえば、そうではない。大吾も、佳奈美も、志保も、恵怜菜も、由美も、皆みんな互たがいを思い遣やる心を忘れてはおらんかった。神の力などなくとも、見事に縁を結んで見せおった。むしろ、昔に比べて人は強くなったと言えるかもしれぬ」


「だから、リン達はもう不要だと……？」


「そう結論づけるのは早そう計けいじゃな。じゃが、ただ一つ言えることは、人もまだまだ捨てたものではないということじゃ。我はまだ、人に絶望してはおらぬよ」


　静かに目を開いたミコトが、穏おだやかな微び笑しようを浮うかべる。


　それはかつて、我が儘ままを言ったリンを優やさしく諭さとした姉の表情と同じだった。


「……姉ねえ様さまのお気持ちはわかりました」


　厳しかった表情を幾いく分ぶん和やわらげてリンが言う。


「でも、リンはまだ納なつ得とく出来ません。ですから、決着をつけましょう」


「決着……じゃと？」


「ええ。姉様とリン。どちらの考えが正しいのか」


　すっと立ち上がったリンが、ミコトと真正面から対たい峙じする。


「明日、最後の命令で決着を」




　　第四章　最後の命令







「間違いないんだな？　最後の命令が今日出るってのは」


　教室の窓の外に広がる景色を眺ながめながら大だい吾ごが尋たずねる。


　本日は快晴。上空を見上げれば雲一つない気持ちのいい青空が広がっている。


　ただ、さすがにテスト前日だけあって、昼休みに校庭で運動をしている者は普ふ段だんに比べて格段に少なかった。


「うむ。確かにそう言っておった」


　すぐ隣となりにいるミコトが頷うなずいて答える。


　昼休みになってすぐ、例のごとく手鏡が振しん動どうしたため、大吾は急きゆう遽きよ二年Ｄ組の教室を出て一つ上の階にある空き教室にやって来ていた。


「けど、それならそうと朝言ってくれればよかったのによ。心構えをする時間が多いにこしたことはないんだし」


「それは、そうなのじゃが……」


　そう答えてから、その先を言い淀よどむミコト。大吾は首を傾かしげた。


「何だよ？　言えない理由でもあったのか？」


「……いや、言えないというより、言うべきかどうか思案しておったというところじゃろうか。じゃが、やはり言おう」


　思案顔をしていたミコトが、表情を引き締めて大吾に向き直る。


「最後の命令の内容は我にもわからぬ。じゃが、昨日のリンの様子からして、相当困難なことを要求してくるじゃろう」


「これまで以上のか？　あんま考えたくねぇな……」


　既すでにクリアした二つの命令を思い出し、思わずげんなりする大吾。


　どっちも相当厳しかったんだが……まだその上があるのか。まさか恋こい人びとを作れとかじゃないだろうな。


「もし出された命令が達成可能なものならそれでよい。じゃが、仮に達成が困難である場合には、拒きよ否ひすることも考えておくべきじゃ」


　真しん剣けんな目つきでそう言うミコトに、大吾は思わず眉まゆをひそめた。


「おいおい、バカ言うな。それじゃ佳か奈な美みはどうなる？」


「案ずるでない。初めに言ったじゃろ？　我の力を使えば、リンを引き剝はがすことも出来ると。そうすれば、お主の妹も──」


「それも論外だ。俺はそんなつもりはない」


　かぶりを振ふってミコトの提案をきっぱり拒きよ絶ぜつする。


　だが、ミコトは引き下がらなかった。


「お主の気持ちは嬉うれしいが、守るべき相手を間違えるでない。お主がまず第一に守らなければならないのは妹のはずじゃ」


「どうしたんだよ急に？　昨日まではそんなこと言わなかっただろ？」


　やや苛立った声で大吾が問う。すると、ミコトはわずかに顔を伏ふせた。


「……昨日リンと話した後、我も色々と考えたのじゃ。我らは既に信仰を失い、棲すむ場所すらもない状態。果たしてこの世に留とどまる必要があるのじゃろうか。今我らがこのような状じよう況きように置かれていることこそ、我らが役目を終えたことの証あかしなのではないか？　もしそうならば」


「おい」


　さらに言葉を続けようとしたミコトを、大吾がいつもより低い、はっきりと不快感が滲み出た声で遮さえぎる。


　強い怒りを感じさせる鋭するどい視線を向けられ、ミコトは思わず息を呑のんだ。


「勝手なことを言うな。お前達がそれで納得出来たとしても、こっちは出来ない」


「なぜじゃ？　以前も言ったが、お主には我らを助ける義理も義務もないのじゃぞ？」


「だから、義理とか義務とかの話じゃないだろ？　単なる偶ぐう然ぜんかもしれないが、俺はお前やリンと出会った。これだって一種の縁じゃないのか？　縁結びの神様なら、もっと縁を大事にしろよ」


「……じゃが」


「じゃがもバターもねぇよ。こう言えばいいか。俺はミコトやリンに消えて欲しくない。だから協力する。そんだけの話だ」


「我らを……必要とするというのか？」


「当たり前だろ。お前がいなきゃどうやって縁を結ぶんだよ。それに……」


　大吾はそこで一度間を置き、


「元いた場所に帰るなり、新しい場所に棲みつくならともかく……迷めい惑わくかけるから消えますなんて。そんなの、寂さびしすぎるだろうが」


　ミコトの視線から逃のがれるように窓の外に目を向けながら、大吾がやや早口で呟く。


　そんな大吾をミコトはしばしじっと見つめ、やがて力の抜ぬけたような小さな吐と息いきを漏もらした。


「やはり、お主は人が好よすぎるの。この先も楽には生きられまいて」


「別にそれでもいい。それが俺の選んだ道なら、結果は受け入れるしかないだろ」


　やれやれとばかりに首を振るミコトに、大吾は苦く笑しようを返す。


　この先、ミコト達と関かかわることでさらなる苦労を強しいられるかもしれないし、あるいは将来、そのことを後こう悔かいする日が来るのかもしれない。それは誰にもわからないことだ。


　ただ、一つだけ確実にわかることは、今、ミコト達を見捨てたら一生後悔する。それだけだった。


「じゃが、そう言うわりにお主はよく我をからかうのじゃ。我が必要と言うなら、もう少し我に優やさしくするべきじゃ」


「あー……いや、それは……」


　ミコトに白い目で見られ、大吾の視線が泳ぐ。


　確かに、自分でも必要以上にミコトをからかっているという自覚はある。だが、同時にその原因も概おおむね把は握あくしていた。


　恥はずかしい話ではあるが……多分、自分はミコトに母親という存在を重ねているのだ。


　孤こ児じだった大吾は本当の母親を知らない。


　佳奈美の両親は十分愛情をもって接してくれたが、それでも、大吾にとってはやはり他人であり、必要以上に甘えることは許されないという気持ちがどこかにあった。


　だから、からかっても我が儘を言っても許してくれ、時には優しく抱だき締しめてくれたミコトについつい甘えてしまう。


　完全にマザコンの考えなので死んでも口に出すつもりはないが、自分がミコトを失いたくないと思う理由は実はそこにあるのかもしれなかった。


「それは……なんじゃ？」


　ミコトが不思議そうに首を傾げる。


「……いや、なんでもない。お前の間の抜けた顔を見てると、ついついからかいたくなっちまうんだ」


「それは我にとってはなんでもなくないぞい!?　お主、全く反省しておらぬな！」


　いつも通りぷんすか怒おこるミコトに、大吾もいつも通り笑いながら詫わびる。


　ミコトやリンがいつまでもこのままでいいとは思わない。いつかは別れる日が来るのだろうと思う。


　でも、今はもう少しだけ、この日常を大切にしたかった。


「ところで、一つ聞きたいのじゃが」


　ひとしきり怒った後、不意にミコトが尋ねる。


「先さき程ほど言ったじゃがもバターもないとはどういう意味じゃ？」


「滑すべったネタを今いま更さら蒸むし返すんじゃねぇよ！」








　眠ねむい。


　黒板の前に立つ数学教師が身み振ぶり手振りを交えて説明するのをぼんやりと見つめながら、佳奈美はごしごしと目をこすった。


　数学は苦手教科なのでしっかりと授業を聞いておかなければいけないのだが、先程から瞼まぶたがとても重い。昼食を終えた直後の五時限目は眠くなることが多いとはいえ、この眠気は異常だ。


　昨日もいつも通りの時間にベッドに入ったし、色々あったとはいえ、特別疲つかれが残るようなことはしていないのに……。


（あうぅ……でも、頑がん張ばって起きないと……）


　意思を強く持って必死に睡すい魔まに抵てい抗こうしようとするが、眠気はどんどん増すばかり。


　ついにはうとうとと船を漕こぎ始めてしまった。


（ちょ、ちょっとだけ……）


　ついに我が慢まんの限界に達し、目を閉じる。


　視界が暗転し、意識が深く深く沈しずんでいく。底の見えない暗くら闇やみにどこまでも落ちていく。


　そして、


「ふぇ……？」


　急に、意識が覚かく醒せいした。


　頭上から降り注ぐ暖かな太陽の光。ざわざわと木々を揺ゆらす緩ゆるやかな風が、心地ここちよく肌はだを撫なでていく。


　周囲に人ひと影かげはなく、都会のような騒そう音おんや喧けん騒そうとも無む縁えん。どこまでも穏おだやかで、心の静まる空気が流れている。


　そんな見覚えのない森の中に、佳奈美は一人立っていた。


「……えっと……」


　自身の置かれた状況を確かく認にんするようにきょろきょろと辺りを見回す。


　なぜ自分はこんな場所にいるのだろうか。思い出そうと頭を捻ひねってみるものの、まるで思い出せない。とりあえず兄に連れん絡らくを取ろうとポケットに手を入れたところ、いつも入っているはずの携けい帯たい電でん話わが入っていなかった。どこかに忘れてきてしまったのだろうか。


「う～ん……」


　少し考え込んだ後、佳奈美はゆっくりと歩き始めた。


　ひとまず周囲を探たん索さくしてみよう。もしかしたら誰だれかいるかもしれない。


　見知らぬ森の中を、佳奈美は一人歩いて行く。


　コンクリートやアスファルトと違ちがう、柔やわらかい土の地面の感かん触しよくが少し新しん鮮せんだ。踏ふみしめる度たびに、足裏を押し返してくるような不思議な感覚。


　ただ静かで心地よいその森では、時間さえもゆったり流れているような錯さつ覚かくを覚えた。


　いい場所だな、と思う。兄と一いつ緒しよになんでもない話をしながらこの道を歩いたら、どんなに幸せな気持ちになるだろう。


　そんなことを考えながら佳奈美が歩みを進めていると、


「あ……」


　不意に視界が開けた。


　森を抜けた先には、ややこぢんまりとした神社があった。


　年季を感じさせる古い造りの拝はい殿でん。色あせて汚よごれも目立つ鳥居。時じ代だい遅おくれと称しようされてもやむを得ないその神社は、それでも周囲を囲む森の中で確かな品位と存在感を放っていた。


　鳥居をくぐって敷しき地ち内に入り、参道を通って拝殿の前に。賽さい銭せん箱ばこはあったが鐘かねは既に壊こわれて鳴らなくなっており、長く参拝客が訪おとずれていないことが窺うかがわれた。


　誰か人が居ないか確かめるため、ぐるりと拝殿の裏側に回る。


　すると、いた。


　縁側に一人の少女が腰こし掛かけ、ぽりぽりと煎せん餅べいをかじっている。


　長い銀ぎん髪ぱつを頭の両側で結ゆったツインテールに、一見して美少年にも見える美しく凜り々りしい横顔。彼女の纏まとう青と白の巫み女こ服が、その中性的な魅み力りよくをより一層引き立てる。


　思わず見入ってしまうほど浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼうを持つその少女は、その圧あつ倒とう的な存在感にもかかわらず、不思議と周囲の景色の中に溶とけ込んでいた。


　少女の左ひだり隣どなりには煎餅の入った木製の皿があり、そのさらに隣となりには、誰も座っていない紫むらさき色いろの座ざ布ぶ団とんが一枚敷しかれている。


　まるで、そこにいるはずの誰かを待つように。


　少女は何をするでもなく、ただぼんやりと宙を眺ながめている。何か考え事でもしているのか、あるいは単に日向ひなたぼっこでもしているのか、佳奈美には判断がつかなかった。


　ただ一つ言えるのは、その少女は、どうしようもなく一人だった。


　彼女の瞳ひとみには何も映っていない。ただ虚うつろで光はなく、この世界に自分一人しか存在しないことを受け入れている。そういう目だった。


「あの……」


　たまらず、佳奈美は声をかけた。そうしなければいけないと思った。


　孤こ独どくは辛つらい。その痛みは長く続けば続くほど、麻ま薬やくのように少しずつ心を冒おかしていく。


　冒されていく心を守るためには、心を閉とざす他ほかはない。だが、それはより孤独を深めていくことにつながる。そうして、逃れられない暗闇にどこまでも嵌はまっていく。


　佳奈美自身そうだった。他人を拒きよ絶ぜつして、一度は心を閉ざそうとした。


　でも、佳奈美には大吾がいた。何があってもずっと愛していると、そう言ってくれた。


　志し保ほも、恵え怜れ菜なも、由ゆ美みも傍そばにいてくれた。一人じゃないと教えてくれた。


　だから、自分も彼女に教えてあげないといけない。


　一人じゃないと。自分は確かにここにいると。そう伝えなければ。


「え……？」


　少女がこちらに振ふり向く。そして佳奈美を見た途と端たん、その表情が凍こおり付いた。


「……あなた、どうして……」


　少女が力のない声で呟つぶやく。だがその言葉より、佳奈美は彼女の表情が気になった。


　どこか悲しげで、申し訳なさそうな顔。初対面のはずなのになぜそんな顔をするのか、佳奈美にはわからなかった。


　二人の間にどこか気まずい沈ちん黙もくが流れる。


　少女の瞳は佳奈美の言葉を拒絶していた。何も言うなと、そう言っていた。


　それでも、佳奈美は意を決して口を開こうとして、
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「佳奈美さんっ！」





「ふぇ……!?」


　すぐ隣から聞こえてきた呼びかけに、一気に現実に引き戻もどされた。


　再びきょろきょろと辺り見回す。そこはいつも佳奈美が授業を受けている、普ふ段だん通りの教室だった。


「どうしたんですか？　居い眠ねむりなんて珍めずらしいですね」


　数学教師の目を盗ぬすんで、由美が佳奈美にボソボソと耳打ちする。


「う、うん。なんか、今日はすごく眠くて……」


「そうなんですか。でも、牧まき野の先生は怒るとこわいらしいですから、気をつけた方がいいですよ。もしまた寝ねちゃいそうになっていたら起こしますね」


「あ、ありがとう……」


　由美の好意にお礼を言って、黒板の方に視線を向ける。


　結局、その後授業が終わるまで、佳奈美が再び眠ってしまうことはなかった。


　ただ、夢の中で少女が最後に見せた表情は、佳奈美の脳のう裏りに鮮せん明めいに焼き付いていた。








　六時限目の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り響ひびくと同時に、生徒達が慌あわただしく下校の準備を始める。


　いよいよ明日あしたから中間テスト。個々の勉強量に差はあれど、前日になっても勉強しないという生徒はさすがにいない。


　そのため、教室内の生徒達は親しいクラスメイトに手短に挨あい拶さつを済ませると、次々と教室を去って行った。


　大吾も周囲の生徒同様、素す早ばやく下校の準備を終える。


　もっとも、それはテスト勉強のためではなく、早く帰宅して最後の命令に備えるためであった。


　教科書類や筆記用具の入った鞄かばんを肩かたにかけ、大吾がまさに下校しようとしたその時、


「お……？」


　ポケットの中にある携帯電話が振しん動どうした。この振動はメールだ。


　すぐに携帯電話を取り出し、送り主を確認すると、


「おっ！　佳奈美っ♪」


　相手は佳奈美だった。恐おそらく一緒に下校するお誘さそいだろう。


　もちろん、即そく承しよう諾だくである。


　大吾はウキウキしながらメール画面を開き、


「っ……！」


　すぐにその表情が険しいものへと変化した。





『今から三〇分後、旧校舎の屋上に来るように』





　メールにはただ一文、そう書かれていた。


　絵文字や記号が一いつ切さい使われていない、淡たん々たんとした飾かざり気けのない文章。佳奈美はこういうメールは送ってこない。


　だとすれば、送り主は一人しかいない。


「大吾」


　と、そこで志保がこちらにやって来た。


「今、佳奈美ちゃんからメールが来たんだけど……」


「え？　お前のところにも来たのか？」


　軽く驚おどろきながら尋たずねる大吾に、志保が「うん」と頷うなずく。


「でも、この文章……」


「ああ。佳奈美が書いたものじゃないな。送り主はリンだろう」


「やっぱりそうよね。用件は……」


「多分、三つ目の命令に関することだろうな」


　大吾がそう答えると、志保は「そうだよね」と僅わずかに顔を俯うつむけた。


「どうかしたか？」


「……その、あたしも行っていいのかな？」


　やや不安そうに、上うわ目め遣づかいでそんなことを尋ねてくる。


「そりゃそうだろ。じゃなきゃ、わざわざメール送ったりしねぇよ」


「そっか……」


　肩をすくめながら大吾が答えると、志保は少しほっとしたような顔をした。


　それを見て思う。


　もしかして、今までも表情に出さなかっただけで、志保はいつもこんな何気ないやり取りの中でも疎そ外がい感を抱いだいていたのだろうか。


　だとしたら、本当に申し訳ないことをした。


「それじゃ、一緒に行こうぜ。万が一にでも遅おくれるとまずいしな」


　教室の出入り口の方を顎あごで示しながら、大吾が歩き出そうとすると、


「ちょ、ちょっと待ちなさいよ」


　志保に呼び止められた。


「ん？　何だ？」


「旧校舎の屋上は原則立ち入り禁止よ。何か理由を付けて鍵かぎを借りてこないと……」


「ああ……。多分、そのことなら問題ない」


　志保の懸け念ねんに対し、大吾は首を横に振る。


「え？　どうして？」


「もうリンが神通力で開けちまってると思う。以前、ミコトも電源室の鍵を神通力で開けてた。リンはミコトよりも神通力が強いらしいから、ミコトに出来てリンに出来ないってことはないだろ」


「そ、そうなんだ……。神通力って便利なのね」


「まぁ、詳くわしいことは俺もよくわからないんだけどな。そういうわけだから、すぐに旧校舎に向かおう」


「うん。わかった」


　志保が頷き返したのを確かく認にんして、大吾は先行して歩き出す。そのすぐ後ろを同じ歩調で志保が追った。








　旧校舎は本校舎の裏側にあり、本校舎に比べて一回り小さな造りになっている。


　老ろう朽きゆう化かにより今から十数年ほど前から現在の本校舎が使用されるようになったが、特別耐たい震しん性能等に問題があるわけではないらしく、現在でも時折、特別授業やイベントに利用されることもある、というのが志保から聞いた説明だ。


「お前、よくそんなこと知ってるな……」


　頭の後ろで両手を組みながら大吾が感心したように言う。


「一応、生徒会長だしね。といっても、中に入るのはあたしも今日が初めて。あたし達が入学してからは授業やイベントでも使ってないし、うちの学年で使ったことがあるのは園芸部員くらいじゃないかしら」


「園芸部？　なんでだ？」


「旧校舎の前には花か壇だんが残ってて、園芸部はその花壇を使ってるみたい。本校舎の方には花壇がないからね。といっても、日当たりがイマイチらしくて園芸部の中でもあんまり人気はないらしいんだけど……」


「へ～……」


　志保に言われ、旧校舎の前に広がる花壇を見る。確かに、日当たりが悪いせいか植物達はあまり元気がなさそうだった。


　花壇から視線を外し、旧校舎の入り口の方に視線を向ける。と、


「んん……？」


　入り口の前に見知った人ひと影かげを見つけた。


　あれは……。


「ねぇ、あれって恵怜菜さんと飯いい原はらさんじゃないの？」


「ああ。多分な」


　志保の言葉に頷き、一いつ緒しよに駆かけ足あしで二人の許もとに向かう。


「おい！　恵怜菜、由美！」


　大吾が名前を呼ぶと、二人はくるりとこちらに振り向いた。


「あら、先せん輩ぱい方。ごきげんよう」


「早はや川かわ先輩、水みな瀬せ先輩、こんにちは」


　恵怜菜が軽く会え釈しやくをし、由美が丁てい寧ねいに頭を下げる。挨拶一つとってもなかなか対照的な二人だ。


「おう。それより、二人ともなんでここに？　旧校舎に何か用なのか？」


　二人がなぜここにいるのかわからないが、今からここで恐らく最後の命令を実行することになるはずだ。出来ることならそれが終わるまでは待っていて欲しい。


「はぁ……それが……」


　大吾の問いに、恵怜菜がやや怪け訝げんそうな顔をしながら携けい帯たい電でん話わを取り出す。


「先さき程ほど、佳奈美からこのようなメールが来まして……」


　そして、メール画面を開いて大吾に示した。


　そこには、大吾や志保に来たメールと同じ文面が。


「お前のところにも来ているのか……!?」


　予想外の答えに大吾が思わず目を丸くする。


「ええ。ということは、早川先輩のところにも？」


「ああ。まぁな」


「もしかして、飯原さんのところにも？」


「は、はい。来ています」


　志保の問いに由美も頷く。


「ですけど……これを送ったのは本当に佳奈美さんなんでしょうか？　佳奈美さん、普ふ段だんはもっと可愛かわいいメールを送ってくるのに……」


「わたくしも同感ですわ。それが気になったので、急いでここまで来ましたの」


「……そうか」


　どうやら二人とも佳奈美のメールに疑問を抱いだいたようだ。


　当然だろう。佳奈美を知っている人間なら、誰だれでもこのメールに違い和わ感かんを覚える。


　そんなことはリンもわかっているはずなのに、なぜこの二人にまでメールを送ったのか……。


「先輩、何か心当たりはありませんの？」


　恵怜菜がずばり直球で聞いてくる。相変わらず気持ちいいほど遠えん慮りよのない後輩だった。


「……いや。とにかく屋上に行こう。そうすればはっきりするさ」


　一いつ瞬しゆん、恵怜菜達にも事情を話しておこうかと考えたが、やはりやめた。


　命令は出されたその日に達成しなければならない。ならば、先に一秒でも早くその内容を聞いておくべきだ。説明は後でも出来る。


　そう結論づけ、大吾が旧校舎に入ろうとすると、


「あ、あの……！」


「お、お待ちなさい！」


　そこで由美と恵怜菜に呼び止められた。


「ん？　何だ？」


　大吾が不思議そうな顔で振ふり返って尋ねる。


　すると、二人は僅かに逡しゆん巡じゆんするような素そ振ぶりを見せた後、


「「き、昨日のこと……！」」


　見事に声をハモらせてそう言った。


「「え？」」


　言った直後に二人が顔を見合わせる。


　一方、それを聞いた大吾は背中にダラダラと冷ひや汗あせをかき始めた。


　しまった……。そういえば昨日キス未み遂すいを起こしてから、二人にはまだ何のフォローもしていない。志保とのキスとか佳奈美とのキスとかで頭が一いつ杯ぱいで、今の今まで完全に失念していた。


　とはいえ、ここでフォローしている時間はない。今はとにかくごまかして、後で全部説明するしかないだろう。


　そう考え、大吾がどうごまかそうかと思案していると、





　──みちみちみちみちっ……！





「ぽぎゃぁぁあああああ!!」


　突とつ然ぜん、肩かたに脳内の血管が全すべて吹ふき飛んでしまいそうなほどの激痛が走った！


「……ねぇ、大吾。昨日のことって何のことかしら……？」


　大吾の肩にかけた手にますます力を込こめる志保。意識を失うぎりぎり一歩手前の激痛を与あたえ続ける、絶ぜつ妙みようにコントロールされた力加減だった。


「ま、待ってくれ……違ちがうんだ、志保……」


　朦もう朧ろうとした意識の中でかすれた声で弁解する。


　絶対に背後の志保は見ない。なぜなら、


「ひぃぃいいい……!!」


「せ、先輩怖こわいです……!!」


　目の前にいる後輩二人が、尋じん常じようじゃないほど青ざめた顔で怯おびえきっているからだ。


　以前お化け屋や敷しきで一いつ切さい怖がらなかった由美までそんな顔をするなんて……もし振り返ってしまったら、恐おそらく腰こしが抜ぬけて立てなくなってしまうだろう。あるいは一生悪夢に見るかもしれない。


「で、昨日のことって……？」


「せ、説明する。後で必ず説明するから。だから、今は先に屋上に行かせてくれ」


　聞いただけでトラウマになりそうな声で尋たずねてくる志保に、震ふるえる声で命いのち乞ごいをする大吾。すると、


「……仕方ないわね」


　事情を知っている志保は、仕方なく大吾を解放した。


「サ、サンキュ……」


「別に。そのかわり、これが終わったらたっぷり、じ～～～～っくり聞かせてもらうから」


「……はい」


　異様な迫はく力りよくの笑えみを浮うかべる志保に、大吾はオオカミに狙ねらわれた子羊のような目で頷うなずく。


　すまない佳奈美。最後の命令を達成したとしても、お兄ちゃんはもう明日あしたの朝日を拝めないかもしれない……。


「さっ、そういうわけだから行きましょう」


　気を取り直した志保が恵怜菜と由美にそう告げる。


「「い、イエッサーッ!!」」


「……なんで軍隊風？」


　直立不動で敬礼する二人に、志保は一人首を傾かしげた。








　志保達三人を連れて階段を上り、屋上に続く扉とびらの前に立つ。


　ドアノブに手をかけると、すんなりと回った。やはりリンが先に鍵かぎを開けていたようだ。


　扉を開けて屋上へ。夏が近付いてきているためか、以前、本校舎の屋上で弁当を食べた時よりも照りつける日差しが眩まぶしい。本校舎の屋上よりも狭せまいはずなのに開放的なのは、周囲を囲むフェンスがないためか。


「来たわね」


　佳奈美──いやリンは、屋上の中心辺りに立ってこちらを待ち受けていた。


　挑ちよう発はつするような薄うす笑わらいを浮かべるリンに、大吾は戸と惑まどいの表情を浮かべる。


　志保はともかく、事情を知らない恵怜菜や由美は、佳奈美がそんな顔をしたら明らかに変に思うだろう。


　いずれ二人にも事情を話さなければいけない日が来るかもしれないとは思っていたが、こうしてリンが堂々と姿を現した以上、もう隠かくすことも出来まい。


　一体彼女が何を考えているのか、大吾にはますますわからなかった。


「……ああ、来たよ。メールを送ったのはお前だな？」


　大吾が念のために確かく認にんすると、リンは聞くまでもないという顔で頷いた。


「で、用件は……」


「もちろん、最後の命令についてよ。もう準備はいいのかしら？」


「ああ……いや、ちょっと待て。一つ忘れてた」


　大吾が背後にいる恵怜菜や由美からは見えないように懐ふところから手鏡を取り出し、開く。


　すぐにいつものようににゅっと手が伸のびてきて、中からミコトが姿を現した。


「リン……」


「…………」


　ミコトが何かを訴うつたえかけるようにリンをじっと見つめる。


　だが、リンはそんなミコトを一いち瞥べつした後、すぐに大吾の方に視線を戻もどした。


「それで、今度こそ準備はいいのかしら？」


「ああ、いいぞ」


　リンの再度の確認に大吾が頷く。


「そう。これで最後なわけだけど、一応、確認しておきましょうか。もしこの命令を達成出来れば、リンはこの子の身体からだから出ていく。この子の体質は改善されて、あなたがこれ以上苦労することもなくなり万ばん々ばん歳ざい。けれど、もし達成出来なかった場合、この子の身体はリンがもらう。いいわね？」


「言われなくてもわかってるよ。それで──」


「ちょ、ちょっとお待ちなさい！」


　と、ここで背後にいた恵怜菜が声を上げた。


「先さき程ほどから一体何の話をしておりますの!?　さっぱり事情が見えてきませんわ！　それに、佳奈美はどうしてしまいましたの!?　明らかに普通じゃ──」


「恵怜菜」


　事情の説明を求めようとする恵怜菜の言葉を大吾が遮さえぎる。


「色々聞きたいことはあるだろうけど、後できちんと説明する。だから、今は佳奈美の言うことに従ってくれ。由美も……言いたいことはあると思うが、今は堪こらえてくれ。頼たのむ」


「……先せん輩ぱい……」


　神しん妙みような顔つきでそう言う大吾。


　そんな大吾に、恵怜菜と由美は一度だけ顔を見合わせた後、仕方がないという顔で口を閉とざした。


「それで、最後の命令は何だ？」


　二人がこちらの要求をのんでくれたことに感謝しつつ、改めてリンに尋ねる。


　もっとも、これまでの命令と違い、今回の命令に関してはある程度予測はついていた。


　わざわざ志保や恵怜菜、由美まで呼び出したということは、恐らく複数人が必要な、ある程度時間と手間のかかる複雑なものなのだろう。


　だとすれば、とにかく早く内容を聞いてしまってすぐに行動に移らなければ。なにしろ、命令は出されたその日のうちに達成しなければならないのだから。


　リンの目を見つめながら、じっと答えを待つ。


　だが、そんな大吾の予想に反し、リンの出した命令は極きわめてシンプルだった。





「飛び降りて」





　たった一言。


　あまりに短いその命令は、しかしその短さに反して理解に長い時間を要した。


「聞こえなかった？　ここから飛び降りて」


　リンが淡たん々たんと同じ言葉を繰くり返す。


　ここ。すなわち、旧校舎の屋上。


　本校舎よりも低いとはいえ、もちろん、地面まで二〇メートル以上はある。


　もし飛び降りれば人間の身体がどうなるかなど、火を見るより明らかだった。


「あなた……本気で言ってるの……？」


　志保が血の気の引いた顔で尋ねる。


「もちろんよ。リンがこの子から出て行くってことは、すなわちリンは消しよう滅めつしてしまうということ。それは人間で言うところの死と同じ。だったら、そちらも同じことをするのが公平でしょう？」


「バカなこと言わないで！　勝手に佳奈美ちゃんに取り憑ついておいてよくもそんな……！」


「出来ないの？」


　眼中にないといわんばかりに志保の言葉を無視し、リンは大吾を見つめる。


「…………」


　一方の大吾は口を真一文字に結んで押おし黙だまったまま、正面からリンを見つめ返した。


「リン……お主、そこまで……」


　ミコトの声が震える。それが悲しみからか、怒いかりからか、あるいはもっと別の感情からなのか、大吾には判断がつかなかった。


「……まぁ、簡単じゃないということはリンもわかってるわ。だから、今回だけ特別にルールを変へん更こうしてあげる」


「ルール変更……？」


「そう。もしあなたが達成出来ないなら、後ろにいる誰だれかでもいいわ。三人のうち誰か一人でも飛び降りたら、それで達成ということにしてあげる」


　そこで、リンが初めて大吾の背後にいる三人に視線を向ける。志保は気き丈じように睨にらみ返し、恵怜菜と由美はどうしてよいかわからず大吾に助けを求めるような視線を向けた。


　ようするに、リンはこう言いたいのだろう。


　佳奈美を助けたければ、大吾自身が犠ぎ牲せいになれ。


　それが無理なら、代わりに三人の内、誰か一人を犠牲にしろ。


　そのどちらかを選べと、そう言っているのだ。


　後者は論外だ。初めから選せん択たく肢しに入らない。


　とすれば、答えは必然──





「もうよいっ!!」





　大吾がそこまで考えたその時、すぐ隣となりで絶ぜつ叫きようが弾はじけた。


「それ以上何も言うでない！　リン……お主には失望した。かつては言こと葉ば遣づかいは少々乱暴でも根は優やさしい子じゃったのに、まさかここまで変わり果てていようとは……。万が一に備えて今日まで大きな力を使わずにおったのは正解だったようじゃな。今の我でも、お主を引き剝はがすだけの力は残っておるぞ」


　ミコトが怒りに顔を歪ゆがめながら、リンに向けて右手をかざす。


　対するリンは特に逃にげだそうともしなかった。ただ、じっとミコトの右手を見つめている。


　ミコトの怒りはもっともだ。三人の命を犠牲にすることは出来ないし、大吾自身の命も犠牲にするわけにはいかない。誰か一人でもいなくなれば、それは佳奈美にとって体質が改善しない以上の不幸になってしまう。


　ミコトを止める理由はなかった。大吾達が犠牲にならないためには、これ以外にもう手は残されていないのかもしれない。


　……でも。


　全すべてが終わって、取り返しがつかなくなるその前に。


　これだけは、聞いておかなければいけないと思う。


「リン」


　ミコトが力を行使する前に、リンに向かって呼びかける。


　それに反応して、リンの視線がこちらに向く。大吾ははっきりとした口調で尋たずねた。





「お前、ミコトのことが好きか？」





　思わぬ問いに、ミコトが虚きよを衝つかれたように大吾を見る。


　リンは表情を変えなかった。一見、先程までと変わらない無表情。


　だが、大吾を見つめる瞳ひとみの奥がほんの少しだけ揺ゆらいだような、そんな気がした。


「ミコトのことが好きか？」


　再度、同じ質問を繰り返す。


「……何よ。そんなこと、今は関係──」


「答えろ」


　さらに語気を強めて大吾が言う。


　答えるまでは絶対に退ひかない。リンを見つめる大吾の目がそう物語っていた。


　しばしの沈ちん黙もくが続く。そして、


「嫌きらい…………なわけ、ないじゃない」


　リンは俯うつむきながら、どうにか聞き取れるくらいの小声で呟つぶやいた。


「姉ねえ様さまはずっとリンの傍そばにいてくれた。人間だった頃ころからずっと、姉様だけがリンの支えだった。別に神になんてなりたくなかったけど、でも、姉様と一いつ緒しよに居られるならそれもいいかなって、そう思った」


　リンの言葉を聞きながら、ちらりと視線をミコトに向ける。


　ミコトはかざしていた右手を少し下げ、リンの話に耳を傾かたむけていた。


「神社も神器も壊こわされて、とっさにこの子に取り憑いたけど……そのせいで、この子は不幸になってしまった。リンは神様で、本来この子を幸せにしてあげないといけないのに……。縁えんを結んで少し力を取り戻したと言っても完全な状態には程遠いし、そもそも縁を結ぶのだって簡単じゃない。その間、ずっとこの子は不幸なまま。だったらもう、リンなんて消えてしまえばいい、いなくなった方がいいんだって、そう思って……でも、やっぱり消えるのは怖こわくて……それに」


　リンが俯けていた顔を上げる。その視線がはっきりとミコトを捉とらえた。


「消えてしまったら……もう、二度と姉様に会えなくなる。そんなの嫌いや……絶対に嫌……。帰る場所がなくたっていい。誰に信しん仰こうされなくてもいい。ただ、どこか静かな場所で姉様と一緒にいられれば……リンは、それだけで十分なのに……」


「……リン……」


　リンの両目からぼろぼろと涙なみだがこぼれる。いつもならすぐに見分けがつくのに、その泣き顔だけは佳奈美のものと区別がつかなかった。


　意識はなくとも、同じ妹として佳奈美の心も同調しているのだろうか。


「……そうか」


　ようやくリンの本心が聞けて、大吾は一つ頷うなずく。


　ようするに、リンは理由が欲ほしかったのだろう。


　佳奈美を不幸にしてしまう自分なんていなくなった方がいいと思いながらも、それでもどうしてもミコトと一緒にいたくて。


　必死に『自分がここにいてもいい理由』を探していた。たとえそれが『大吾が命令を達成出来なかったから』という無茶苦茶な理由であったとしても。


「じゃが、だからといって……」


「いや、いい。リンの気持ちは俺にはよ～くわかる」


　なぜかしみじみした声でそう言ってしきりに頷く大吾。


「……どういうこと？」


　なんとなく嫌な予感がした志保が半眼になって尋ねる。


「ずっとそうじゃないかと思ってたんだよ。今まであれこれ散々されてきたけど、どうにもリンを憎にくみきれなくてな。だが、今の言葉で確信した！」


「……一応聞くけど、何を？」


　志保の問いに対し、大吾はふっと満足げな笑えみを浮うかべると、





「リン……やはりお前も同類シスコンだったか!!」





　これ以上ないほど嬉うれしそうな顔で、そんなことを言った。


「…………は？」


「いや～、今まで周りに同類がいなくて寂さびしかったんだが、ようやく人生の心の友ソウルメイトに出会えた気がするぜ……」


「ちょ、ちょっと！　勘かん違ちがいしないで！　リンは別にあなたみたいな変態じゃ……！」


「別に隠かくす必要はない。俺も毎日、休み時間や昼休みになる度たびに佳奈美のところに行ってもいい理由を探しているからな。それに」


　大吾はそこでにやりと意地の悪い笑みを浮かべ、


「お前はこれまで俺を貶おとしめるような命令ばかり出していたが、それは俺とミコトが一緒にいるのが気に入らなかったからだろ？　だからミコトが俺を嫌うような命令を出していたんだ。ようは嫉しつ妬とだな、嫉妬」


「ななななななななな……！」


　リンが声を震ふるわせて顔を真っ赤にする。


「……リン、そうじゃったのか……？」


「ちち違います姉様！　り、リンは別に……！」


「くくく……明らかに声が動どう揺ようしているぞ。やはり図星だな！」


　謎なぞは全て解けたと言わんばかりのドヤ顔をする大吾。


　もっとも、端はたから見ると妹好きシスコンが姉好きシスコンを暴あばいただけというなんとも微び妙みような構図でしかなかったが。


「……ていうか、ちょっとは空気を読みなさいよ……」


　これ以上ないほどのジト目で志保が言う。後こう輩はい二人も呆あきれたような目で大吾を見ていた。


「何だその目は。今まさに同じ宿命を背負った二人が運命の出会いを果たした感動の場面だというのに。映画化すれば全米ナンバーワンヒット間違いなしだぞ！」


「どこら辺が!?　今すぐ全世界の映画監かん督とくに謝りなさい！」


　志保がいつも通り激しくツッコミを入れる。


　それを聞いた大吾はからからと愉ゆ快かいそうに笑った後、


「でも、きちんとリンの本音が聞けて良かったぜ。これで決心がついた」


　ふと、そんなことを言った。


「…………え？」


　その言葉の意味がわからず、戸と惑まどいの表情を浮かべる志保。


　そんな志保に背を向け、大吾はゆっくりと歩き出した。


　フェンスのない、屋上の端はしへと。


「先輩……!?」


「ど、どこへ行くつもりですの!?」


　由美と恵怜菜がほとんど悲鳴に近い声を上げる。


　その声を背中に受けながら、大吾は屋上の端の一歩手前で立ち止まり、眼下に広がる景色を見下ろした。


　つい先さき程ほど見た花か壇だん、そこに咲さくわずかな花々が豆まめ粒つぶのように見える。


　思ったより高いな、などと他ひ人と事ごとのように思った。


　くるりと振ふり返って、正面にいるリンと向かい合う。リンは何が起きているのかわからないという顔で、呆ぼう然ぜんとこちらを見つめていた。


「リン。俺はお前と三つの命令を全て達成すると約束した。だから、どんな命令だろうと必ずやり遂とげる。けど、かわりにお前も一つ約束しろ」


　大吾は口の端に微び笑しようを浮かべ、さも当然のように告げた。


「佳奈美の中から出ていくな」


　それを聞いたリンが、小さく息を呑のむ。


「勝手に諦あきらめるな。一人で絶望するな。ミコトが好きで、ずっと一緒にいたいと思うなら、そう願い続けろ。でなけりゃ、絶対に実現しない」


　言い終えて、大吾が右足を一歩後ろに引く。屋上の端へ、また一歩近付く。


「……大吾、冗じよう談だんでしょ……？」


　志保が震える唇くちびるでなんとか言葉を紡つむぐ。だが、大吾は答えなかった。


「お主、何をするつもりじゃ！」


　ミコトが慌あわてて大吾の方に足を踏ふみ出す。


　その瞬しゆん間かん。


「確かに、約束したからな」


　大吾はさらにもう一歩、足を引いた。


「いやぁぁぁああああああああああ!!」


　穏おだやかな青空に似つかわしくない志保の絶ぜつ叫きようが屋上に響ひびき渡わたる。


　そんな中、地面という支えを失った大吾の身体からだは、重力に従い急速に落下を始めた。








『かわりにお前も一つ約束しろ』


　どこからかぼんやりと、大吾の声が聞こえた。


　まどろみの中にいるような不確かな意識の中で、それでも佳奈美はその声を聞いていた。


　ぐにゃりと歪ゆがんでいた視界が、少しずつ像を結んでいく。


『佳奈美の中から出ていくな』


　大吾がさらに言葉を続ける。


　その言葉の意味するところはよくわからない。ただどういうわけか、佳奈美はその言葉が正しいと思えた。


　大吾の言葉だからというだけでなく、本当になんとなく、直感的にそう思った。


　視界がさらに明めい瞭りようになってくる。
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　大吾は少し離はなれた場所に立っていた。そのすぐ後ろには地面がない。ここがどこか高い場所なのだということがわかった。


　それなら、そんな場所に立っていてはいけない。落ちてしまったら大変だ。


　佳奈美はそう注意しようとしたが、なぜか声が出なかった。


『勝手に諦めるな。一人で絶望するな』


　うん。わかってる。もうそんなことしない。


　志保姉ねえが、レナちゃんが、由美ちゃんが、そして、お兄ちゃんが。


　どんなに辛つらくたって、皆みんなが私を支えてくれるから。


『ずっと一いつ緒しよにいたいと思うなら、そう願い続けろ』


　願ってるよ。子供の頃ころからずっと願ってる。


　たとえこの先、色々なことが変わってしまったとしても、それだけは変わらないでいて欲しい。


　お兄ちゃんが傍そばにいてくれるなら、きっとどんなことだって頑がん張ばれるから。


　大吾がさらに一歩足を引く。地面がなくなるまで後ほんの数センチ。


　このままじゃ本当に落ちてしまう。そう思うのに、声が出ない。


　視界が徐じよ々じよに色を取り戻もどす。頭上に青い空。ここは屋上だ。


　そんな高いところから落ちたら大変なことになる。大おお怪け我がどころの話ではない。


　きっと、もう会えなくなってしまう。もう二度と──


『確かに、約束したからな』


　大吾の身体がふわりと宙に浮く。屋上から、その身体が落下していく。





「お兄ちゃんっっっ!!」





　はっきりと声が出た。


　同時に足が動く。両足を必死に動かして、全力で走る。


「お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん……!!」


　慌てすぎたせいで足がもつれる。つんのめって前のめりになる。


　でも、倒たおれない。絶対に倒れない。


　今倒れてしまったら、もう永遠に見られなくなってしまう。


　何かを企たくらんでいる時のいけない顔。自分に絶望しそうになった時、本気で怒おこってくれた時の顔。志保姉に怒られている時のちょっと情けない顔。


　そして、いつも佳奈美を幸せな気持ちにしてくれる、楽しそうな笑え顔がお。


　その全すべてが、何もかも失われてしまう。手の届かないところへ行ってしまう。


　屋上の床ゆかを蹴けって、躊ちゆう躇ちよなく飛んだ。大吾を追って真っ逆さまに落ちていく。


　恐きよう怖ふなどまるで感じなかった。いや、それ以上の恐怖で上うわ塗ぬりされていた。


　お兄ちゃんを失うより怖こわいことなんて、生しよう涯がいありはしないから。








　全身がバラバラになりそうなほどの風圧が背中を圧あつ迫ぱくし、息をするのも忘れていた。


　先程までいた屋上があっという間に遠ざかっていく。


　ごうごうと耳元で風が吹ふき荒あれている。視界が狭せまくなり、意識も次し第だいに遠くなっていく。


　徐々に失われていく全身の感覚。まるで自分の身体じゃないみたいだ。


　不意に、昼休みにミコトに言った言葉が頭をよぎった。


　構わない。これが俺の選んだ道だ。結果がどうなろうと、全て受け入れるだけ。


　そう思い、大吾が目を閉じてしまおうとした、その瞬間。


「お兄ちゃんっっっ!!」


　嵐あらしのように暴力的な風の中を突つき抜ぬけて、その声は確かに大吾の耳に届いた。


「佳奈美っ……!?」


　かっと目を見開く。意識も視界も一瞬でクリアとなって、全身に熱が行き渡った。


　佳奈美が一直線にこちらに向かってくる。大吾に向かって手を伸のばしている。


　それに応こたえて、大吾も手を伸ばした。


　不思議だ。こんな簡単に出来るなんて。ついさっきまでは、指一本動かせそうになかったのに。


　互たがいの指先が触ふれ合う。そこから狂くるおしいほどの温ぬくもりが伝わってくる。


　それが瞬時に全身を駆かけ巡めぐって、さらなる力を生んだ。


　佳奈美の小さな手をしっかり握にぎって引き寄せる。決して離れてしまわないように、その華きや奢しやな身体を強く抱だきしめた。


　大地がみるみる迫せまってくる。衝しよう突とつまで残り数秒。もうこれ以上、自分に出来ることは何もない。


　だから最後の一瞬まで、何があっても絶対に。


　この手だけは、絶対に離さない。


「ぐあっ……!?」


　背中にかつてないほどの強きよう烈れつな衝しよう撃げきが走った。


　内臓がぐちゃぐちゃにかき回されるようなおぞましい感覚。肺の中の空気が全て押し出され、げほげほと咳せき込んだ。


　落下の衝撃で麻ま痺ひしていた全ての感覚が、少しずつ少しずつ回復していく。


　大吾は佳奈美の状態を確認するためにゆっくりと瞼まぶたを持ち上げ、


「……すごいな、こりゃ」


　思わず、間抜けな声でそう呟つぶやいた。


　目を開けてすぐ視界に飛び込んできたのは、花畑だった。


　数え切れないほどの多くの草花が、大吾と佳奈美の周囲を囲んでいる。


　先さき程ほど見た元気のない花壇など影かげも形もない。時間も季節も関係なく、この花壇の下に眠ねむっていたありとあらゆる植物が芽め吹ぶき、二人を優やさしく抱きとめるためのクッションになっていた。こんな光景を見ることは、恐おそらくもう二度とないだろう。


　大吾はその光景を目に焼き付けるように少しだけ見つめた後、佳奈美と一緒にゆっくりと上半身を起こし、


「ありがとな、ミコト」


　すぐ目の前に降りてきたミコトに、感謝の言葉を伝えた。


「し、信じられんことをする奴やつじゃ！　心臓が止まるかと思ったぞい！」


「へぇ、神様も心臓止まったりするのか」


「ものの例えじゃ！」


　ミコトといつも通りのやり取りを交かわして、ようやく実感を得る。


　助かった。今、自分は確かに生きているのだ。


「これで命令は全部達成した。文句ねぇな？」


　ミコトから視線を外して佳奈美──いや、リンの方に目を向ける。


「……なんで、こんな……」


　再び人格を入れ替かえていたリンは、弱々しい声でそう言って大吾を見上げた。


「約束は守れよ？　佳奈美の中で、もうしばらく我が慢まんしていてくれ」


　ほとんど放心状態のリンの肩かたにそっと手を置く大吾。と、


「お主……リンを許すというのか!?」


　それを聞いたミコトは愕がく然ぜんとした顔をした。


「は？　許すも何も……俺の生涯の心の友ソウルメイトだぞ？」


「いや、その意味はよくわからぬが……わかっておるのか？　一歩間ま違ちがえれば命を落とすところじゃったのじゃぞ!?」


「そうだな。けど、現にこうして生きてる」


　それに、と大吾は周囲を示すように両手を広げ、


「これ、お前一人で出来ることなのか？　確か神通力はリンの方が強いんだろ？　リンが協力してくれて、初めて出来ることじゃないのか？」


「……それは……」


「お前だってもうわかってるだろ？　リンは別に本気で俺に死んで欲しいと思ってたわけじゃない。出来るはずがないと考えて今回の命令を出したんだ。だから俺が飛び降りた時に動どう揺ようして、佳奈美の人格と入れ替わってしまった。違うか？」


「それがわかっておったのなら、なぜこのようなバカな真ま似ねをしたのじゃ!?」


　ミコトが強い口調で大吾を問い詰つめる。すると、大吾はこの上なく真しん剣けんな顔つきでリンを見つめた。


「ミコトには初めに言ったが、お前にもきちんと言っておく。俺は佳奈美はもちろん、二人にも不幸になって欲しくない。ミコトと、リンと、そして佳奈美と。皆が幸せになるためなら、俺は命だってかけられる。だから、俺を信じてくれないか」


　その言葉に、リンもミコトも思わず目を見開いた。


「で、ではまさか、お主はそれを証明するために……!?」


「まぁな」


　大吾が軽く肩をすくめて答える。


　それを見たミコトはまさに開いた口がふさがらないとばかりにポカーンとした後、


「……はぁぁぁぁああああああああ……」


　これまでで一番長く、深いため息をついた。


「呆あきれた奴じゃ……一体どこまでお人ひと好よしなのじゃお主は……」


「俺に言わせりゃ、お前らも十分お人好しだよ」


　なんとかしてくれるだろうと勝手に信しん頼らいして飛び降りた大吾を、二人ともきちんと助けてくれた。これがお人好しでなくてなんだというのだろう。


「姉様……ごめんなさい。リンは……」


　リンがバツの悪そうな顔で上うわ目め遣づかいにミコトを見る。


　まるで、親に叱しかられるのを怖がる子供のようだった。


「……もうよい」


　ミコトがリンの前に膝ひざをついて目線を合わせる。


「長く寂さびしい思いをさせて、すまなかったの。せっかくお主がこうして出てこられるようになったのじゃ。もっと色々と話をしておくべきじゃった。これでは姉失格じゃな」


「そ、そんなこと……」


「じゃがな、やはりその身体からだはお主のものではない。以前のようにいつも一緒にいるわけにもいかぬ。それはわかるじゃろ？」


　ミコトの問いに、リンはこくりと頷うなずいた。


「はっきり何い時つとは言えぬ。長く険しい道のりかもしれぬ。じゃが、我も約束しよう。どれだけかかっても必ず、どこか二人で暮らせる場所を見つけてみせる。じゃから、いつか来るその日まで、待っていてはくれぬか？　こやつも力を貸してくれるじゃろう」


　ミコトから投げかけられた視線に大吾が頷き返す。それを確かく認にんして、ミコトは再びリンの方に向き直った。


「リン。たとえこの先どれほど長く離はなれておっても、我はこれからもずっと変わらず、お主を愛しておるぞ」


「姉ねえ様さま……！」


　その言葉を聞いたリンが顔を輝かがやかせる。そして、穏おだやかな笑みを浮うかべながらゆっくりと目を閉じると、


「……はい。いつか来るその日まで、ずっとお待ちしております」


　そう、満足げに呟いた。


「…………ふぇ？」


　と思ったのも束つかの間、急に目を開いてぱちくりさせる。どうやら人格が佳奈美に戻もどったらしい。


「佳奈美、大だい丈じよう夫ぶか？」


　とりあえずどこか調子のおかしなところがないか確かめようとする。が、


「お、お兄ちゃんどこ!?」


　佳奈美はいきなり跳はね起きるようにして立ち上がると、ほとんどパニック状態で大おお騒さわぎを始めた。


「お兄ちゃんは!?　お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん……!!」


「お、落ち着け佳奈美！　俺はここだ！」


　急にどこかへ走り出そうとする佳奈美の手を摑つかんで慌あわてて引き留める。


「えっ!?　お、お兄ちゃん!?」


「お、おう。大丈夫だ。ここにいるぞ」


　振ふり返った佳奈美に軽く手を振って答える。どうやら身体の心配はなさそうだ。


「お兄ちゃん……」


　佳奈美が一いつ瞬しゆんほっとしたような顔をする。


　だが、それも一瞬。


　その目にみるみるうちに涙なみだが溜たまっていき……。


「う……[image: ]えぇぇぇぇぇぇええええええええええええええええええええええん!!」


　ぎゅううっと大吾に抱だきつくと、ものすごい勢いで泣き出した！


「ちょっ……ど、どうした佳奈美!?」


「よ、よがっだ……よがっだよぉ……!!　お兄ちゃんが無事でほんどによがっだ……!!」


「……佳奈美……」


　可愛かわいらしい顔をぐしゃぐしゃにしてそう言う佳奈美に、大吾はなんと言葉をかけていいのかわからなかった。


　こんなに佳奈美を泣かせてしまったことは、もちろんこれまでに一度もない。一体どうやって慰なぐさめたらいいのだろうか。


「大吾!!　佳奈美ちゃん!!」


　そんな風に大吾が弱り切っていると、そこに屋上から階段を下りてきたらしい志保が走り寄ってきた。


「二人とも生きてる!?　生きてるわよね!?　もし死んじゃってたりしたら殺すわよ！」


「い、生きてるよ。幸い怪け我がもない。ってか、無茶苦茶言うなよお前……」


　咲さき乱れている草花のことなど完全にスルーして尋たずねてくる志保に、大吾は冷ひや汗あせまじりで答える。


　うーむ……志保より先には絶対に死ねないな。死んでからさらに殺されるのは御ご免めんだ。


「本当に怪我はないの!?　救急車呼ばなくて大丈夫!?」


「ああ。本当に大丈夫だ。心配いらない」


　なおも念を押おしてくる志保に、なるべく安心させるよう軽く笑みを作る。


「…………そう」


　すると、志保はようやく落ち着いたように一つ息をついた……と思いきや、


「……あ、あの、志保さん……？」


　すぐにメラメラと背後に怒いかりの炎ほのおを燃やしながら、右みぎ拳こぶしをゆっくりと持ち上げ始めた！


「あんたは……また勝手にこんなことして……本当にあんたって奴は……！」


「ご、ごめんなさい！　いや、待て、今急に腹が痛くなってきた！　これはやばい！　死んじゃうかも！」


「打ったのは背中でしょうが……！」


「え？　あ、あー、言われてみれば背中かもしれない。と、とにかく痛い！　超ちよう痛い！　今殴なぐられたら今度こそ死んじゃうかも……！」


「バレバレの噓うそをつくなぁぁぁあああああ!!」


「ひぃぃぃいいいいい!?」


　かつてない規模の鉄てつ拳けん制裁を想像し、大吾は目を閉じて覚かく悟ごを決める。が、


「……あ、あれ？」


　いつになっても痛みがやってこない。大吾が恐る恐る目を開けると、


「……本当に、本当にあんたって奴は……あたしが……あたしがどれだけ心配したと……」


　志保はゆっくりと右手を下げ、目め尻じりから次々と大おお粒つぶの涙を流していた。そして、


「う[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ぁあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……!!」


　佳奈美と反対側から大吾に抱きつくと、同じように大声を上げて泣き出し始めた。


「…………え、えっと…………」


　どうしよう。さらに困った状じよう況きようになってしまった。


「先せん輩ぱい！　佳奈美さん！」


「二人とも無事ですの!?」


　と、そこでさらに恵怜菜と由美も走ってこちらにやって来る。相変わらず咲き乱れる草花はスルーだった。


　いやいや、いい加減誰だれかそこにツッコめよ。


「あ、ああ。平気だ。だから泣かなくていいぞ」


　これ以上泣かれると困るので、先手を打っておく。だが、


「そんなの勝手です！」


　すぐさま由美に怒おこられてしまった。


「そうですわ！　自分はこんなことをしておいて、勝手すぎますわ！」


　怒り心頭の様子で恵怜菜も言う。


「先輩はもっと周りの人の気持ちを考えて下さい！　何があったかよくわかりませんけど、こんなやり方、皆みんなが悲しむだけです！」


「そうですわ！　こんなことをしなくても、もっといい方法があったはずですわ！」


　由美と恵怜菜が口々に大吾を責める。そんな二人の目からも、涙が溢あふれていた。


「…………すまん」


　二人の言葉を聞いて、ようやく自分がひどいことをしてしまったのだと自覚する。


　その通りだ。もしミコト達の力が及およばず助からなかったら、彼女達は一生、自分を責めることになってしまったかもしれない。


　自分にも何かできなかったのかと、そういう思いを抱かかえたまま生きていくことになる。


　それは決して許されることではないし、もちろん、大吾の望むところでもない。


「もう二度とこんな勝手なことはしない。約束する」


　大吾に抱きついたまま、未いまだ泣き止やまない二人の頭に手を置いて、そう誓ちかう。


　これから先、どんな困難にぶつかろうとも、この誓いだけは破らない。


　こんな風に誰かを悲しませる方法では、きっと佳奈美はもちろん、誰一人幸せにすることは出来ないだろうし。


　そして何よりもう二度と、佳奈美にこんな顔をさせてはいけないと思うから。


　大吾はゆっくりと目を閉じると、その戒いましめを深く深く、決して色いろ褪あせないよう、自らの心に刻み込んだ。




　　最終章　心から佳奈美きみへ







　あの日から一週間。


　無事にテストも終わり、大だい吾ご達は再び元通りの平へい穏おんな日常を取り戻していた。


「佳か奈な美み、準備できたか～？」


　既すでに登校の準備を終えて玄げん関かんで待つ大吾が、二階の自室にいる佳奈美に向かって呼びかける。


「あとちょっと～！　すぐに行くから、お兄ちゃんは外で待ってて～！」


「おう、わかった！」


　そう返事をしてから、一足先に玄関の扉とびらを開け外へ。すると、


「あれ？　志し保ほ？」


「おはよ」


　玄関先には珍めずらしく志保が待っていた。


「おはよう。今日は仕事はいいのか？」


「テスト明けだから今日だけお休み。明日あしたからはまた普ふ段だん通りよ」


　微び笑しようを浮かべる志保に「そうか」と頷うなずく大吾。そのまま、両者はしばし口を閉とざした。


「……な、なぁ、志保？」


　やがて、大吾の方が先におずおずと口を開く。


「ん？　何？」


「その……この前のことなんだが……」


　この前、というのは当然、放課後の教室でしたあれのことだ。


　はっきりと言葉にされたわけではないが、さすがに志保の気持ちはもうわかっている。


　あの時は佳奈美のことでごたごたしていて返事が出来なかったが、ひとまず事態が落ち着いた今、きちんと返事をしないといけないと思うのだが……。


「……いいわよ、別に」


「え……？」


　ため息混じりにそう言われ、大吾は顔を上げてまじまじと志保を見つめた。


「あんたのことだから、どうせまだ答えは決まってないんでしょ？」


「う……いや、その」


「このヘタレ男」


「……返す言葉もございません」


　ふん、とばかりにそっぽを向く志保にがっくりとうなだれる大吾。


　まことに情けない話ではあるが、志保の言う通り、大吾はまだ明確な答えを出せていなかった。


　もちろん志保の気持ちは嬉うれしいし、決して後ろ向きに考えているわけではない。


　だが、大吾にとってはあまりに突とつ然ぜんすぎた。志保と自分では釣つり合うはずがないと思っていたし、だからこそ志保が自分をそんな風に想おもっているなんて考えもしなかった。


　その想いに真しん摯しに応こたえるためにも、今はもう少しだけ考える時間が欲ほしい。


「これまでずっと待ってきたんだし、もう少しくらい待ってあげる。けど」


　志保は両手を腰こしの後ろで組むと正面から大吾を見つめ、


「きちんと答えが決まったら、その時はどんな答えでもあたしに聞かせて。余計な気き遣づかいやごまかしなんてない、あんた自身の本当の気持ちを」


　この上なく魅み力りよく的な微笑ほほえみを浮うかべながら、そう言った。


「……ああ。約束する。必ずだ」


　表情をぐっと引き締しめ、はっきりと答える。


　言われなくても、もちろんそのつもりだ。それすらできないようでは、志保の傍そばにいる資格もないだろう。


　いくらヘタレと呼ばれようとも、そのくらいの気き概がいは持ち合わせている。


「お兄ちゃん、お待たせ……って、あれ？　志保姉ねえだ」


　すると、そこで玄関の扉から佳奈美が姿を見せた。


「おはよう、佳奈美ちゃん」


「おはよう～。珍しいね、志保姉が朝来るなんて」


「たまにはね。あたしも一いつ緒しよにいい？」


「もちろんだよ。三人で登校なんて久しぶりだね～」


　嬉しそうに志保の同行を快かい諾だくする佳奈美を横目に、手早く玄関を施せ錠じようする。


　そして佳奈美が右みぎ隣どなり、志保が左隣と大吾を挟はさむ形で、三人は並んで学園に向けて歩き出した。


「こうやって三人で登校するのいつ以来かな？　中学校の時以来？」


　歩き出してすぐに佳奈美が尋ねる。


「多分な。高校に入ってからは初めてだろう」


「というか、そもそもあたしが大吾と登校すること自体、高校に入ってから初めてじゃない？　あんた去年はいつも遅ち刻こくギリギリだったくせに、佳奈美ちゃんが入学した途と端たんに早起きするんだから……」


　不満そうにぶつぶつと文句を言う志保。が、


「ん？　いや、俺の起き床しよう時間は去年と変わってないぞ？」


　対する大吾は不思議そうな顔でそう答えた。


「は？　じゃあ、なんで去年はいつも遅刻ギリギリだったわけ？　この時間なら余よ裕ゆうで間に合うのに……」


「あ、あの……ごめんね、志保姉」


　と、そこで佳奈美がどことなく申し訳なさそうな顔で口を挟んだ。


「その……お兄ちゃん、去年は私と一緒に中学校まで行ってたから……」


「…………へ？」


　志保が目を丸くする。


「だって、中学は学園とは反対方向よ!?」


「う、うん。だから、私もいいって言ったんだけど……」


「ちょ、ちょっと待って。じゃあ、あんたは去年、毎朝反対方向の中学まで行って、そこから引き返して学園に登校してたわけ!?」


「ああ。それがどうした？」


　信じられないといった感じの志保に対し、何を驚おどろいているんだといわんばかりの顔をする大吾。そんな嚙かみ合わない二人の様子に、佳奈美は苦笑するしかなかった。


「な、なんでそんなこと……。そりゃ、一人で登校は少し寂さびしいだろうけど、そんな人他ほかにもたくさんいるのに……」


「寂しいとかそういう問題じゃない！　佳奈美を毎日一人で登校させるわけにはいかないだろうが！」


　疑問を呈ていする志保に対し大吾は拳こぶしを握にぎりしめて吼ほえる。


「佳奈美ほど可愛かわいい女の子が一人で登校してたら、どんな奴やつが出てくるか……。毎日こっそり跡あとをつけて、ことあるごとに写真を撮とったり、ビデオで撮さつ影えいしたり、盗とう聴ちよう器きで声を録音したりする輩やからがいるかもしれないだろう!?」


「お、お兄ちゃん心配しすぎだよ。そんな人──」


「そうよ。そんな奴──」


　いない、と一度は言いかけた二人だったが、そこで言葉を止め、


「……そうだね。いるかもしれないね」


「……そうね。いるかもしれないわね」


「だろう!?」


　我が意を得たりとばかりに得意げな顔をする大吾。


　二人が果てしなく白い目を向けてきていることなど全く気付いていなかった。


　そのまましばらく歩き、やがていつもの合流地点へ。


「おはようございます。あれ？　今日は水みな瀬せ先せん輩ぱいも一緒ですか？」


「うん、そうなの。ごめんね、大所帯になっちゃって」


「問題ありませんわ。むしろ、毎日来て頂きたいくらいです。その方が先輩も大人しくなりそうですし」


「お前な……」


　合流早々、朝から罵ば倒とうしてくる恵え怜れ菜なにジト目を向ける。


　何を言うかと思えば……別に志保がいようといまいと関係ない。俺はいつも通りだ！


　……けどまぁ、今日はたまたま大人しくしたい気分だから少し大人しくしていよう。


　いや、本当にたまたまそういう気分なだけで、他意はないんだけどね。


「ところで佳奈美、テストの方はどうでしたの？」


　再び学園に向けて歩き出してすぐに恵怜菜が尋たずねる。


「あうぅ……その話はしたくないよ～」


　が、対する佳奈美は両手で耳を塞ふさいでいやいやと首を振ふった。


「まったく……最初のテストからそんなことでは、先が思いやられますわよ」


　そんな佳奈美を見た恵怜菜がやれやれとばかりにため息を漏もらす。


「うぅ……由ゆ美みちゃん。レナちゃんがまた先生モードになっちゃったよ～」


「で、でも、その通りですから言い返せませんね。実際、この先はもっと大変になるわけですし……」


「それはそうだけど……」


「こうなったら、テストが返へん却きやくされた後にまた反省会ですわ！　間ま違ちがった箇か所しよを徹てつ底てい的に復習しますわよ！」


「ふぇぇえええ……!?　そんなぁ……！」


　恵怜菜の提案に佳奈美が悲鳴を上げ、助けを求めるように大吾を見る。だが、大吾は「頑がん張ばれ」とでも言うように苦笑を返した。


　勉強があまり得意でない佳奈美には少々かわいそうだとは思うが、五月さつき治じ学がく園えんのレベルを考えるとこのままではいけない。むしろ、勉強の面めん倒どうを見てくれる友達がいるのはありがたいことだ。ここは恵怜菜に任せてみるとしよう。


「ところで、あんたは大だい丈じよう夫ぶだったんでしょうね？」


　と、今度は志保が大吾にテストのことを尋ねる。


「もちろんだ。きちんとこれまでの二倍勉強したからな」


　得意げに胸を張ってそう答える大吾。志保は意外そうに目を丸くした。


「へ～……珍しい。けど、そういうことならいつもより期待して良さそうね」


　副会長の成績が上がって損することはないので、上じよう機き嫌げんでそう言う志保。が、


「は？　いや、そんなに期待されても困るんだが……」


　大吾はどうしてそうなるのか、とでも言いたげに眉まゆをひそめた。


「なんでよ。いつもの二倍勉強したんでしょ？」


「ああ。きっちり一年生と二年生、両方の試験範はん囲いを勉強したぞ」


「……どういうこと？」


「だから、佳奈美にいつどこを聞かれてもいいように一年生の試験範囲も全すべて勉強していたんだ。去年の復習とはいえ、なかなか苦労したぞこれは……って、どうした志保？」


「別に……ちょっと頭痛がしただけ……」


　こめかみの辺りを指で押おさえて首を左右に振る志保。


　気持ちをきちんと伝えても、やはりシスコンだけは永久に治らないようだった。


　正門を抜ぬけて学園の敷しき地ち内へ。テスト明けということもあってか、登校する他の生徒達の顔もどことなく明るいように感じられる。


「佳奈美は数学に苦手意識があるようですからまずは……」


「と、ところでレナちゃん！　昨日の帰り道のことだけど！」


　相変わらず続いているテストの話題から逃のがれようと、佳奈美がやや大きめの声を出す。


「昨日？　ああ……例のナンパというやつですか？」


「何っ!?」


　恵怜菜の口から出た聞き捨てならない単語に、大吾はすぐさま反応した。


「佳奈美、ナンパされたのか!?」


「う、うん……。レナちゃんと歩いてる時に……」


「くっ……どこのどいつだそいつは！　なんて見る目のある奴！　見つけ出してしばき倒たおす！」


「褒ほめてるのか貶けなしてるのかわかんないわね……」


　一人勝手に怒いかりに燃える大吾に半眼でツッコむ志保。そんな大吾を見た佳奈美は苦笑いを浮かべた。


「だ、大丈夫だよお兄ちゃん。きちんと断ったから」


「ですが、しつこい相手でしたわ。彼女の手助けがなければ少々ややこしいことになっていたかもしれませんし」


「彼女……ですか？」


　それまで会話を聞いていた由美が首を傾かしげる。


「ええ。わたくし達がつきまとわれて困っていた時に、間に入って男子生徒を追い払はらってくれた方がいまして……」


「ちょ、ちょっと見た目怖こわかったけどきっといい人だよね！　お礼を言おうと思ったらあっという間にいなくなっちゃって……何年何組の人なんだろう……」


「そういえば、うちの制服でしたわね。後でクラスの方にも聞いてみましょう」


　恵怜菜の提案に「そうだね」と頷うなずく佳奈美。どうやら昨日、大吾の知らないところで新しい出会いがあったようだ。


　……これは、もしや……。


　そう思ったその時、


「む……」


　制服の上着の内ポケットから振しん動どう。やはり来たか！


「悪い。ちょっとトイレに行ってくる。先に行っててくれ」


「え？　あ、うん。わかった」


　突とつ然ぜんの大吾の申し出に一いつ瞬しゆん、戸と惑まどったような顔をした志保だったが、すぐに事情を察したのか頷いてくれた。


　ちなみに、恵怜菜と由美にもあの後、一通り事情は説明したのだが、二人とも最後まで信じていない様子だった。


　まぁ、それも無理はないし、今信じてもらう必要もないだろう。


　いつかまた二人の力がどうしても必要になった時に、改めて信じてもらえるよう努力すればいいだけのことだ。


　この時間は他の生徒も校舎内のトイレを使用している可能性が高いので、あまり使われない体育館の男子トイレに駆かけ込む。


　そして、個室に入ってから手鏡を取り出し、ゆっくりと開いた。


　鏡に映し出された大吾の顔がすぐに歪ゆがみ、ミコトの顔に変化する。


「おお、気付きおったか。朝から朗報じゃぞ。お主の妹に──」


「新しい因いん縁ねんが見つかった、だろ？」


　得意げな顔で言おうとしたミコトに先んじて大吾が言うと、ミコトはぎょっとした顔をした。


「な……なぜわかったのじゃ!?」


「くくく……残念だったな。俺はもう神様に頼たよらなくても因縁が見えるようになったのだ。つまり神をも超こえた存在！　俺のことは今日から大吾様と呼べ！」




[image: ]


「どうしてそうなるのじゃ！」


「目上の存在を様付けするのは当然だろう？　俺は神をも超えた存在だから、今日から神様であるお前のことも呼び捨てだな！」


「今までも呼び捨てじゃった気がするのじゃが!?」


　とりあえず呼び出して早々にからかってみる。


　どうも最近、これをしないと一日が始まったという感じがしないんだよね。


「まぁ、因縁が見えるようになったというのは冗じよう談だんだけどな」


「そ、そうであったか。全く、お主はすぐに我をからかおうとするの……」


「こら！　大吾様と呼べと言っただろう!?」


「そこは冗談ではなかったのか!?」


　今日も変わらず律りち儀ぎにツッコんでくれるミコト。


　こうして見ると、いつもと変わらないように見えるが……。


「……なぁ、ミコト」


「む？　なんじゃ？」


「その……リンのことだけど……」


　そこまで言ってから、その先を躊躇ためらってしまう。


　あの日以来、リンは一度も人格を入れ替かえていない。


　ミコトの話では出て行ったわけではなく、まだ佳奈美の中には留とどまっているらしい。ようするに、以前と同じ状態に戻もどったわけだ。


　それは同時に、佳奈美の体質が完全に改善されないままであることをも意味するのだが、それは大吾が望んだことだし、きっと佳奈美もわかってくれると思う。


　でも、ミコトは？


　せっかくリンと話せるようになったのに、また元の状態に逆ぎやく戻もどり。


　果たして、ミコトはこれでよかったのだろうか。


　あるいは、ミコトのためになるもっと良い方法があったのではないか。


　そんな考えが、ずっと頭の片かた隅すみに残っている。


「……また一人で悩なやんでおるような顔じゃの」


　大吾がどういう風に聞くべきか迷っていると、ミコトは仕方のない奴やつだとでも言うように苦く笑しようした。


「我はお主に感謝しておる。じゃから、そんな顔をするでない」


「……本当か？」


「もちろんじゃ。お主がおらねば、我はリンの本心を知らぬまま取り返しのつかぬ事をしてしまったかもしれぬ。いくら感謝してもしきれぬほどじゃよ」


　それに、とミコトは付け加え、


「いつの日か必ず二人で暮らすと約束したからの。その約束を果たすまで、下を向いている暇ひまはないぞい」


「……そうだな」


　叱しつ咤た激げき励れいするようなミコトの言葉に、大吾も顔を上げてしっかりと頷き返す。


　そうだ。その約束は、ミコトだけでなく自分のした約束でもある。


　それが一日でも早く実現できるよう、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばらなければ。


「それで、今度の因縁はどんな相手だ？」


「おお、そうじゃったな。では、例のごとく鏡に……む？」


　と、ミコトがいつものように相手の姿を鏡に映し出そうとしたところで一時限目の予よ鈴れいが響ひびいた。どうやら詳くわしい話は後になりそうだ。


「悪い。一時限目が始まっちまう。また昼休みにでも呼ぶから」


「うむ。了りよう解かいじゃ」


　ミコトに一いつ旦たん別れを告げて、手鏡を閉じる。そして、いつも通りそれを上着の内ポケットにしまうと、男子トイレを出てやや早足に昇しよう降こう口ぐちに向かった。


　急がなければ。もたもたしていると遅ち刻こくしてしまう。つまり志保におしおきされる。


　ロッカーで素す早ばやく上うわ履ばきに履き替え、階段へ。すると、


「あれ？　佳奈美？」


　階段の前では、なぜか佳奈美が鞄かばんを持ったまま所在なげに立っていた。


「あ……お兄ちゃん」


　こちらを見て、少しほっとしたような顔をする佳奈美。


　大吾はすぐさまそちらに駆け寄った。


「どうした佳奈美？　早く教室に行かないと授業に遅おくれるぞ？」


「うん。そうなんだけど……」


　目を伏ふせて、曖あい昧まいな感じで頷く。どうも何か言いたそうな様子だ。


　少し屈かがんで目線を合わせ、じっと佳奈美の言葉を待つ。すると、


「……お兄ちゃんが、またどこかへ行っちゃうような気がして……」


　不安そうにちらりと大吾を見て、佳奈美はぽつりとそうこぼした。


「佳奈美……」


　どうやら、この前大吾が飛び降りた時の後こう遺い症しようがまだ残っていたらしい。


　大吾の想像以上に、あの出来事が佳奈美に与あたえたショックは大きかったようだ。


「ごめんな。あんなことをして」


　そっと両手を取って、正面から佳奈美を見つめる。


「でも、大だい丈じよう夫ぶだ。もうあんなことはしない。佳奈美の前から勝手にいなくなったりしないからな」


「……本当に？」


「ああ。約束だ」


「……うん！」


　大吾が決して目を逸そらさずに力強く約束すると、佳奈美はようやく笑え顔がおで頷いてくれた。


　それを見た大吾もほっと笑みを浮うかべる。


　これでいい。どんな顔の佳奈美も好きだけど、やっぱり一番は笑顔だからな。


「ねぇ、お兄ちゃん」


「ん？　何だ？」


　佳奈美と見つめ合ったままそう聞き返す。


　すると、佳奈美は昔から変わらない、こちらを信しん頼らいしきった笑みを浮かべ、





「ずっと……一いつ緒しよだよ」





　その言葉に、大吾は不意に息を詰つまらせた。


　無理だと思っていた。


　自分は佳奈美の本当の兄ではない。あくまで戸こ籍せき上だけの兄妹きようだいだ。


　だからきっと、いつか離はなれる日が来てしまう。その日が来る前に、佳奈美の体質を改善してやらなければならない。ずっと、そう思っていた。


　二人は本物の『家族』ではなく、所しよ詮せんは血の繫つながらない『他人』なのだから。


　けれど、本当にそうなのだろうか。


　生まれが違ちがっても、立場が違っても、佳奈美はこれまで縁えんを結んできた。


　互たがいを想おもう強い気持ちで、それを可能にしてきた。


　ミコトはかつて言っていた。どんな『縁』であっても、切れないものはないと。それは恐おそらく真実なのだろう。


　でも、互いが心から一緒にいたいと望むなら、その『縁』はきっと、限りなく永遠に近付くことが出来る。


　血の繫がりがなくても。たまたま偶ぐう然ぜんの出会いだったとしても。


　いつでも、いつまでも隣となりにいて欲しいと、そう思える関係。


　それを『家族』と呼ぶのではないだろうか。


「……ああ」


　どういうわけか目め頭がしらが熱くなるのをなんとかこらえる。


　幼い頃ころ、自分はずっと戸と惑まどっていた。


『家族』とは何か。『妹』とは何なのか。それがわからず、ただ相手の望む答えを探すばかりだった。


　でも。


　それが、少しだけわかった今なら。


　俺は心から、こう答えられるんだ。





「ずっと一緒だ、佳奈美」







（終）







　　あとがき




　読者の皆みな様さまお久しぶりです。著者の稲いな葉ば洋ひろ樹きです。


　月日の経たつのは早いもので、私がこの作品を初めて世に送り出してからもう半年以上が経ちます。


　ライトノベル作家としてのデビューはもちろんのこと、初めてのラブコメ作品ということで不安だらけのスタートではありましたが、ひとまずこの巻で完結できたことに今は一安心しております。


　最後はやや駆かけ足になってしまいましたが、楽しんで頂けましたでしょうか？


　さて、毎度ネタに困るこのあとがきなのですが、そろそろ私の高校時代の話にも飽あきてこられた方が多いと思いますので、最終巻くらいは真ま面じ目めな話をしましょう。


　私が先日、たまたまラジオを聞いていた時に、とある国民的アニメのテーマソングが流れてきました。


　そう、アン○ンマンのテーマです（この時点で真面目ではない気もしますが）。


　中でも私が気になったのは一番初めの一節（なんのため～です）。


　子供の頃ころに聞いていた時には「いいこと言うなー」となんとなく思っていました。


　ですが、大人になった今聞くと、どうでしょう。


　私はこの問いに対する答えを、未いまだ持ち合わせていません。


　この作品の主人公は全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて妹のために生きています。ファンタジア大賞に応おう募ぼすると決めた時、まず真っ先に思いついたのがこの主人公像でした。


　小説の主人公は作家自身の鏡と言われることがありますが、私の場合、大だい吾ごは自分自身の憧あこがれの具ぐ現げん化かだったのかもしれません。


　私もいつの日か、胸を張ってこの問いに答えられるようになりたいものです。


　まぁ、だからといって大吾のように周りに迷めい惑わくをかけてはいけませんけども。


　さてさて、それではこの辺りで謝しや辞じに移らせて頂きます。


　まずは担当編集様。本当にお疲れ様でした。色々と苦労もありましたが、こうして完結にこぎつけられたのも担当様のおかげです。重ねて御おん礼れい申し上げます。


　次にイラスト担当の代だい官かん山やまゑびす先生。こちらも本当にありがとうございました。どれもこれも美び麗れいなものばかりで、もう先生のイラストを見るためにこの作品を書いていたと言っても過言ではないくらいです。今後も陰かげながら応援させて頂きます。


　今回は三巻と短くなってしまいましたが、これに懲こりず是ぜ非ひまたライトノベルのイラストにも挑ちよう戦せんして頂きたいと思います。


　今度はもっと良い作家様に当たりますように（祈き願がん！）


　さらには編集部の方々をはじめとしてこの作品のために力を貸して下さった皆様方。この場を借りて今一度感謝申し上げます。


　そして最後に、読者の皆様方。


　最後までこの作品にお付き合い頂き、感謝の念に堪たえません。


　最後はやや駆け足になってしまい、説明が足りないと思われる部分もあったかもしれませんが、お伝えしたかった核かく心しん的部分は概おおむね作品内で表現したつもりです。


　この作品が少しでも皆様に楽しい時間を提供できたのなら、私の中では本ほん望もうです。


　それでは、本日はこの辺りで。


　また皆様とどこかでお会いできる日が来ることを願っております。




いもうとコンプレックス！


─ＩＣ３─





稲いな葉ば洋ひろ樹き
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